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シグナルティンの真実　十二月四日（土）







　新生フォルトーゼ正規軍の次なる目標はＤＫＩとダークネスレインボゥの尻尾しつぽを掴つかむ事だった。そうしなければヴァンダリオン側による魔ま法ほうを使った奇き襲しゆう攻こう撃げきを防ぐ事が出来ないからだ。魔法の武器を装備した特とく殊しゆ部隊による攻こう撃げきを、ゆりかや真ま希き、ナナだけで防ぐ困難さは明らかだろう。

　すると必要になるのは惑わく星せい『アライア』から出て、別の惑星に手を伸のばす事だ。エゥレクシス達たちがわざわざ『アライア』で尻尾を出だすとも思えないからだ。だから正規軍はフォルトーゼ星系の他ほかの惑星、出来ればＤＫＩの本社があるフォルトーゼ本星に行く必要があった。

　そして宇宙へ上がる為ためには、宇宙港の周辺にある軍事基地を支配下に置いて、制空権や制宙権―――上空や軌き道どう上の安全を確保する必要がある。孝こう太た郎ろう達は今、その最後のツメを行っていた。

『おい、コータロー』

　孝太郎の目の前に、ティアの顔の立体映像が現れる。その表情が見るからに不ふ機き嫌げんそうだったので、孝太郎は一いつ旦たん担かついでいた荷物を下ろし、ティアと向かい合う。今は物資を運ぶ事よりも、ティアを優先した方が良さそうな雰ふん囲い気きだった。

「なんだ？」

　ちなみに孝太郎が担かついでいた物資は、基地を設営する為に必要なものだ。孝太郎達は臨時の基地を設営する為にこの場所へやってきていた。

『わらわはいつまでこうしておればよいのじゃ？』

「気持ちは分かるけどな、お前はそこで旗を振ふっている方が敵はやりにくいんだよ」

　宇宙港の周辺はほぼ新生フォルトーゼ正規軍の支配下にある。しかし正規軍の支配地域のギリギリにある皇国軍基地からの、戦せん闘とう機きのスクランブル発進や、ミサイル攻撃の危険性は僅わずかながらに残っている。そこで正規軍は皇国軍基地の様子を見み渡わたせる場所に、簡易的な基地を設営する事にした。その任務は戦闘機の発着の監かん視しやミサイルの妨ぼう害がいなどだ。可能性の低い危機に対して基地への攻撃をかけるほどのリスクを背せ負おう意味はないので、こうした監視専門の前線基地が有用だった。そしてその設営の指揮を執とっているのが、宇宙へ上がる事そのものの準備にはあまり貢こう献けん出来ない、孝太郎とティアの二人だった。

『うぬぬぬ………さっさと片付けい！』

「仰おおせのままに、マイプリンセス」

　設営の役割分担は、ティアの部隊が上空から守っているうちに、孝太郎の部隊が作るという至し極ごくシンプルなものだ。だが守っていても実際には皇国軍がやって来ないので、ティアは時間を持て余し始めている。孝太郎は焦じれ始めているティアに苦く笑しようしつつも、皇国軍が妨害しに来ない事は不思議に思えた。そこで参さん謀ぼうとして一いつ緒しよにやってきていた真希に、その質問をぶつけてみる事にした。

「なあ藍あい華かさん、ティアが暇ひまなのは色んな意味で良い事なんだけど………どうして皇国軍は攻せめてこないんだろう？　簡易的で小さなものとはいえ、こんな場所に基地を作られたらたまったもんじゃないだろう？」

「そうですね………理由は大まかに三つあると思います」

　すると真希は小さくクスリと笑い、孝太郎の質問に答える。軍事組織であるダークネスレインボゥの出身の彼かの女じよだから、この手の疑問に対する答えは持ち合わせていた。

「一つ目の理由は、元々攻めてくる予定がなかった場合。この地域は制空権に関してはギリギリの場所ですから」

「なるほどな。それに考えてみれば、基地の司令官は地元の有力者である可能性が高いんだから、戦せん闘とうはしないで済むならしたくない訳か」

「はい、そういった複数の理由から、元々何もしない予定だった。だからティアさんが暇になった、という考え方です」

「ありそうだな」

　問題の皇国軍基地が宇宙港を攻こう撃げきする可能性は元々低かった。だから正規軍は―――正確にはキリハは―――攻撃ではなく簡易の基地の設営に留とどめた。そして元々宇宙港を攻撃する気がないのなら、仮設の基地が小さいなら放っておいて問題ない。だから攻めて来ない。これは孝太郎にも分かり易やすい結論だった。

「じゃあ、二つ目は？」

「これはキリハさんの予想なのですが、様々な情報を集めた結果、ヴァンダリオン側が兵を退ひいている可能性があるそうなんです」

「兵を退く？　どういう意味だ？」

「我々の兵力が増大するにつれて、基地の一つ一つを守るのが難しくなったんです」

「そうか、こっちは一気に攻め込めるもんな」

　攻撃と防ぼう御ぎよの一いつ般ぱん的てきな問題として、攻撃側は攻撃する時にだけ力を入れればいいが、防御側は常に力を入れていなければならない。しかも皇国軍側は守らなければならない基地の数が余りにも多い。エルファリア率いる新生フォルトーゼ正規軍はその中から一つを選び、自分のタイミングで仕し掛かける。その為ヴァンダリオン率いる皇国軍は全体の数こそ正規軍よりも多いのだが、個々の基地レベルでは数的な不利が表面化していた。これは変化した世論を背景に、新生フォルトーゼ正規軍が兵力を増した為だった。

「そこで彼かれらは、この惑星『アライア』全体を防衛するという考えを捨てて、別の場所に兵を集結させ始めたようなんです。兵力では向こうが上ですから、機を見て一気にエルファリアさんやティアさんを倒たおそうというんでしょう」

「広こう範はん囲いを守るのは不利だから、あえて明あけ渡わたして兵を集め、落としたい拠きよ点てんだけを一いつ点てん突とつ破ぱって事か」

「攻こう守しゆの入いれ替かえはもちろん、今のままではズルズルと負まけ戦いくさが続いて、イメージが悪くなってしまう一方ですし」

「そうなると………あの基地には余よ剰じよう人員がおらず、こっちを攻める余よ裕ゆうがないかもしれないって事か」

「はい、そうなります」

　ヴァンダリオン側がこの状じよう況きようを打破する方法として選んだのは、あえて『アライア』を手て薄うすにする事だった。それによって『アライア』の多くの拠点を正規軍に取られてしまう事になるが、逆に正規軍がそれらを守る事になるので、個々の基地レベルでは皇国軍が攻撃を仕掛けるのが容易たやすくなる。エルファリアとティアがいる基地もこれまでより手薄になるという事だから、彼女らを倒したい軍部は肉を切らせて骨を断たつ作戦に出たという事になるだろう。それゆえ今孝太郎達と向かい合っている皇国軍の基地には、兵を出す余裕がなくなっている可能性がある。それが皇国軍が攻撃してこない二つ目の理由だと、真希とキリハは考えていた。

「確かにそれもありそうだな。なら三つ目はなんなんだ？」

「ふふふっ」

　孝太郎に三つ目の理由を尋たずねられると、真希は楽しそうに目を細める。孝太郎がその笑え顔がおの意味が分からずに困っていると、軽く小首を傾かしげた真希は孝太郎の胸にそっと手を当てた。

「それはあなたよ、里さと見み君」

「俺おれ？」

「ええ。彼らは里見君が怖こわいんです。黄金の姫ひめが空を飛び回っているのなら、その足元には絶対に青い鎧よろいの騎き士しがいる。果たして自分達だけで、新兵器の機械仕じ掛かけの巨きよ竜りゆうさえ退けた青い鎧の騎士に勝てるのか―――まあ、攻めて来ないでしょうね。特に兵力を移動している最中ならば」

　最後の理由は孝太郎の存在だった。孝太郎を青騎士の再来と考える世論の高まりがエルファリアの後あと押おしをしているのならば、それと同じだけ皇国軍を恐おそれさせている。しかも戦果は十分で、実際に強い事も証明されている。皇国軍としては青い鎧の騎士は悪夢以外の何物でもない。十分な勝算なしに攻撃するほど、彼らは間ま抜ぬけではないだろう。

「………買かい被かぶり過ぎなんだよ。本当は俺自身は大した事ないのに」

「里見君が弱いという事は、私達しか知らない秘密ですから」

「情けない秘密だ、全く………」

　この時、孝太郎の脳のう裏りを過よぎったのは今も集中治ち療りよう室しつで眠ねむっている晴海はるみの事だった。もし、もう少しだけ孝太郎自身が強ければ、彼女はそうならずに済んだかもしれない。そんな自分を皇国軍が恐れているというのは、皮肉な現実だった。

「それでも私達は………里見君に勝って欲ほしいんです。他の誰だれかじゃ駄だ目めなんです」

　真希には孝太郎の胸の内がよく分かる。真希は元々心を操あやつる魔法が得意だったので、他人の気持ちの変化にはよく気付く方だ。仮にそうでなくても、孝太郎との関係は浅いものではない。孝太郎が晴海を気にしているのは明らかだったから、真希は自分に内在する精せい一いつ杯ぱいの気持ちを伝えて、孝太郎を励はげました。

「趣しゆ味みが悪いぞ、お前達たち。もっといい男が沢たく山さんいるだろうに」

「そういう人達は私達を必要としません。私達を必要だと言ってくれた里見君を、私達も必要としているんです」

　孝太郎には大きな目標があり、それを達する為には真希達の支し援えんが不可欠だ。真希にはそれが嬉うれしい。戦争の真っ最中だし晴海が倒れているからそれをはっきりと口にはできないのだが、大好きな人の本当に重要な局面で必要とされているという感覚は、辛つらい幼年期を送ってきた真希にとって何物にも代えられないものだった。

　そして同時に、真希達も孝太郎を必要としている。彼かの女じよ達の抱かかえた問題を理解し、必要なものを注いでくれる人だから。真希の場合、それは他人のぬくもりだ。そこを完全に理解してくれているのは孝太郎しかいない。だから他の部分がどれだけ優すぐれている人間がいたとしても、真希は孝太郎を選ぶ。それが全すべてだった。

「………何だか、少し気分が楽になった気がするよ」

「力になれてよかったです。ふふふ………」

　孝太郎は小さく息を吐はき出し、少しだけ笑顔を覗のぞかせる。一方的な関係ではないのだから、ある程度は仕方がない部分がある―――真希の話をまとめるとそうなるだろう。そんな真希の素す直なおな言葉は、孝太郎の心の負担を軽くしてくれた。孝太郎の変化を感じ取った真希は、自身も再び笑顔を作る。役に立っていると分かるから、やはり嬉しかった。

『………お楽しみの所を申し訳ないがのう』

　そんな時、孝太郎と真希の間にティアの顔の立体映像が割り込んでくる。それは突とつ然ぜんの事だったので、真希も孝太郎も驚おどろいて身体からだを仰のけ反ぞらせる。

「きゃあっ!?」

「な、何だよ急に」

『さっさと基地の設営を進めて貰もらえないじゃろうか。わらわはいつまで飛んでおればよいのじゃ？』

　ティアのじとっとした視線が孝太郎と真希に注がれる。空を飛んで警けい戒かいを続ける事が大変なのはもちろんだが、自分だけ蚊帳かやの外なのがちょっとばかり寂さびしいティアだった。

「ごめんなさい、ティアさん」

「悪かったから、そんな顔をするなよ。綺き麗れいな顔が台無しだぞ」

『そんなお世辞では騙だまされんからな！』

　ぶつん

　ティアは攻こう撃げき的てきな言葉を残して通信を一方的に切ってしまった。そしてそのまま空中を大きく旋せん回かいして、孝太郎達の頭上を通り過ぎていく。

「大分怒おこらせちまったなぁ………」

「ふふふ、ティアさんったら………」

　孝太郎は気付いていなかったが、真希は最後のティアの言葉が照てれ隠かくしである事に気付いている。だから今いま頃ごろティアがご機き嫌げんで空を飛んでいるだろうという事にも、真希だけは気付いているのだった。










　仮設基地の設営を終えた孝太郎達は、無事に仲間達が待つ拠点へと帰き還かんした。孝太郎達は一番危険な設営だけを担当した格好で、仮設基地には既すでに兵士が配置され監視の任務が始まっている。入れ替わりに帰還した孝太郎達は、遠からずまた何かの任務で出で掛かけていく事になる筈はずだった。

「………それで、桜さくら庭ば先せん輩ぱいの容体は？」

「意識はまだ戻もどっていませんけれど、容体は安定していますわ」

「眠ったままなんて事にはならないよな？」
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「大だい丈じよう夫ぶだと思いますわ。サナエがそのように仰おつしやっていましたの。脳波の波形にも異常はないようでしたから、多分間ま違ちがいないと思いますわ」

　帰ってきた孝太郎達が真っ先に向かったのは、やはり晴海がいる集中治ち療りよう室だった。その道すがら、出で迎むかえたクランが容体について説明してくれる。晴海の診しん察さつと治療は主に彼女が担当しているので、誰よりも詳くわしかった。

「とりあえずは一安心か………」

「やれやれ」

「良かったですね」

　ホッとした様子の孝太郎とティア、真希とは裏腹に、クランはなおも厳しい表情を崩くずしていない。実は彼女はまだ大きな問題を抱えていたのだ。

「どうしたんだ、クラン？」

　クランの様子がおかしい事に気付いた孝太郎が、彼女の顔を覗き込む。するとクランは何事かを決意した強い眼まな差ざしで孝太郎を見上げた。

「………実はベルトリオン、ハルミの容体を調べていく中で、ある重大な問題に突つき当あたりましたの」

「問題？　どういう事だ？　桜庭先輩はまずい状態なのか？」

「そうではありませんわ。さっきも言いましたけれど、容体は安定していますの。ただ晴海がどうしてこうなったのか、その全体像が見えてきましたの。それがちょっと複雑な状態でしたから………」

「詳しく聞かせろ！」

　晴海の事であれば、孝太郎は黙だまっていられない。晴海に負担をかけたのは他ならぬ孝太郎だったし、それを抜ぬいても尊敬する先輩なのだ。その分だけ孝太郎の声は普ふ段だんよりも強いものになっていた。

「もちろんそのつもりですわ。でも、皆みなさんがいる所で話しますわ。今後の事に関かかわる問題ですので」

「なら急ごう」

　孝太郎達は不安な気持ちを抱えて集中治療室へ急ぐ。他の仲間達もそこで待っているだろう。恐らく、孝太郎達と似たような気持ちを抱えて。










　集中治療室は医務室の奥おくにあった。だから医務室へ入ると、奥のガラスの向こう側でベッドに横たわっている晴海の姿が、孝太郎の目に飛び込んで来る。彼女は呼吸用のマスクを着けられ、深い眠りの底にいた。

「桜庭先輩！」

　力なく眠り続ける晴海の姿を見た孝太郎は、思わず大きな声を出してしまう。

「落ち着いて、里見君。桜庭先輩が起きちゃうわ」

「す、すいません、つい………」

　だが静しず香かに窘たしなめられて我に返った。そしてそこでようやく、医務室にいた他の人間に気が付いた。今声をかけて来た静香、何事かを考え込んでいるキリハ、ガラス越ごしに晴海をじっと見つめているルース、半泣きのゆりか、晴海の方に手を向けて霊れい力りよくを送っているらしい早さ苗なえ。そして部屋の端はしでコンピューターを操作してデータを確かく認にんしているナナと、珍めずらしく大おお真ま面じ目めな顔をしているエルファリア。彼女達はそれぞれのやり方で晴海の心配をしていた。

「………全員揃そろったようですわね」

　カシュッ

　孝太郎とティア、真希に続き、一番最後に医務室へ入って来たクランは、スライド式のドアを閉めると何故なぜかロックをかけた。そして部屋のコンピューターを操作して何事かを始める。

「何やってるんだ、クラン？」

「今からする話は、他人に聞かれては困る話ですの。少し細工を」

　クランがドアを閉めたのと、コンピューターを操作しているのは、部屋の会話を外に漏もらさない為だった。誰も入って来ないようにし、音声や映像の記録を切ったのだ。

「それほど厄やつ介かいな内容なのか？」

「ええ。かなり取とり扱あつかいが難しい問題なのですわ。だからさしあたってはわたくし達の中だけで話を留めておきたいんですの」

　クランはコンピューター操作を終えると、医務室の中央へ進み出る。クランの表情は厳しい。彼女自身、今から話そうとしている事についてはまだ確信を持てていない。しかしそれでも話す必要があると判断した。科学者としてではなく、晴海の友人として、必要だと思ったのだ。

「皆さんもそのつもりで聞いて下さいまし。今ここにいるメンバー以外には、決して漏らさぬようお願い致いたしますわ」

　クランは改めてそう前置きしてから話し始めた。桜庭晴海という少女の真実を。それを可能とした、深い深い想おもいを。

「………結論から申し上げますわね」

　クランはそう言いながら仲間達たちの顔を見回す。この場にはクランと晴海を除くと、十人の人間が集まっている。その二十の瞳ひとみがじっとクランを見つめていた。

「シグナルティンには、ハルミの命の半分以上が入っていますの。そしてそれ故ゆえに、あの娘こは身体が弱くなっているのですわ。そして今回は力を使い過ぎて、不足分を吸われてしまったようですの」

『!?』

　クランがそう断じた瞬しゆん間かん、二十の瞳の多くが驚きに見開かれる。そしてもちろん、一番驚いていたのはシグナルティンの持ち主である孝太郎だった。

「どういう事なんだっ、ちゃんと説明しろ！」

「推測が交じってしまいますれけど、構わなくて？」

　今の段階では、根こん拠きよのある話とは言い難がたい。クラン自身による検査、埴はに輪わ達の霊れい子し力りよくセンサー、早苗の勘かん、魔ま法ほう使つかい達の魔法などによって取得した大まかなデータから、クランが組み上げた仮説の段階だった。

「それで構わん！　聞かせてくれ！」

「でしたら………シグナルティンが他の魔法の武器とは違ちがっている事は、ご存知ですわよね？」

「ああ。魔法の杖つえとか、ナナさんの銃じゆうなんかとは、明らかに違う」

　孝太郎が過去の世界から持って帰って来た魔法の杖、エンサイクロペディア。ナナが今使っている拳けん銃じゆうのオーヴァー・ザ・レインボゥ。どちらも強力な魔法の武器ではあるが、シグナルティンには及およばない。そこには明確な差が存在していた。

「その差を生み出しているのが、シグナルティンのシステム上の特性。目覚めさせた人間の生命力の一部を内包する事で、魔ま力りよくを増大させているようですの」

　単純な魔法の剣けんとしての性能にプラスして、目覚めさせた人間の命の一部を取り込み、魔力の底上げが行われている。だからシグナルティンは他の魔法の道具とは比ひ較かくにならない力を発揮する。これまでは分かっていなかったが、実は強い力を発揮する為のリスクが存在していたのだ。

「じゃあ、アライア陛下が俺の為に命の半分をくれたって事なのか!?」

「観測されたデータを総合すると、そう解かい釈しやくするべきだと思いますわ」

『剣の中にある生命力は直接観測できないけれど、観測された霊波から推定すると一般的な大人の生命力の七割近くが剣の中にあるようだホー。アライアちゃんは元々かなり豊富に生命力を持った人だったみたいだホ』

『同じように霊波を晴海ちゃん自身と比較してみると、百十パーセント近いホ。この事からすると、多分命の半分以上が入っている筈だホー』

「陛下は俺の為にそんな事を………いや、待ってくれ、それはおかしい！」

　アライアがシグナルティンを目覚めさせた時に、命の半分を捧ささげたという事は孝太郎にとってショックな出来事だった。アライアは孝太郎を守る為に、そこまでしてくれたという事だからだ。本来ならその事について大きく心を動かされたのだろうが、今は晴海の命がかかっている。孝太郎はアライアの事はいったん横において、話の矛む盾じゆんを指し摘てきした。

「命を半分捧げてくれたのはアライア陛下だろう!?　なのにどうして桜庭先輩の命が入っているんだ!?」

　剣を蘇よみがえらせたのはアライアで、命の半分を分わけ与あたえたのも彼女だ。だからこそ剣はアライアの名を冠かんしてシグナルティンになった。そして今もシグナルティンのままだというのに、剣に入っている命だけが晴海のものになっている。これは大きな矛盾だった。

「それは………」

　クランは言いよどむ。彼女が口にしようとしていた事は、科学者としては言い難い話だった。だが言わねばならない。晴海はクランの友達だったから。だからクランは覚かく悟ごを決めると思い切って話し始めた。

「………それは、ハルミがアライアさん本人だからですわ。恐らく命の半分が入っているシグナルティンに引き寄せられて、貴方あなたの許もとへとやってきたのですわ」

　魔法使い達と早苗、埴輪達による調査によって、剣の中の霊力と晴海の霊力が全く同じものである事が分かっている。にもかかわらず、剣はあくまでシグナルティンのままで晴海の名は冠していない。なのに剣と晴海を繋つなぐ契けい約やくの魔法には異常はなく、今も全くの矛盾なく機能し続けている。つまりアライアの契約が晴海に引ひき継つがれたのではなく、剣は晴海をアライアだと認めている状態にあるのだ。だからクランは晴海がアライア本人だと考えたのだった。

「そんな、まさかっ!?」

　孝太郎の目が再びガラスの向こう、ベッドに眠ったままの晴海に吸い寄せられる。確かにこれまでも何度か、晴海がアライアのように振る舞まう事はあった。だが孝太郎は、それはあくまで晴海がアライアの役目を継けい承しようした時に、記き憶おくの一部を受うけ継いだからだと考えていた。晴海がアライア本人だなどとは考えていなかったのだ。だからこのクランの言葉は、すぐには受け入れられなかった。

「馬ば鹿かな、そんな都合の良い事が有り得るのか!?」

「わ、わたくしだって信じられませんわ！　でも、この状況からするとそう言わざるを得ないのですわ！」

「もっとちゃんと調べ直せ！　これじゃあ―――」

「落ち着け、里見孝太郎」

　キリハの細い手が孝太郎の肩かたを掴む。興奮している孝太郎はクランの手に余ると感じたキリハは、二人の会話に割って入った。この場にいる誰よりも賢かしこい彼女は、クランが言いたい事、そしてそれが意味する真実をクラン以上に理解していた。

「理解し難いのは分かるが、クラン殿どのに当たるな。汝なんじは考かんがえ違いをしている」

「考え違い？」

「そうだ。冷静に考えてみて欲しい。もし晴海がアライア皇女の生まれ変わりではないのだとしたら、彼女は全くの偶ぐう然ぜんに汝の身近にいた事になる。しかもシグナルティンをコントロールするだけの資質を備えて。生まれ変わりか、そうではないか、果たしてどちらが不自然だ？」

「それは………」

　シグナルティンにアライアだと誤ご認にんされるほど似通った魂たましいを持った人間が、単なる偶然で孝太郎の身近にいたのか。それともアライア自身がシグナルティンに引き寄せられたのか。キリハにはっきりと示された事で、孝太郎にも後者の可能性の方がずっと高いように思えた。偶然出現するには、あまりに特殊過ぎる資質だったから。

「………すまん、クラン」

「いいんですわ。そうなって当たり前の話題ですもの」

　孝太郎は素直にクランに頭を下げた。だがクランは怒っていない。孝太郎が素直に詫わびたのはもちろんだが、この話題が極きわめて重大かつ繊せん細さいである事は彼女が一番よく分かっている。科学者としては彼女自身が否定したいくらいなのだ。

「それに、仲間を心配しない貴方は嫌きらいですわ」

「ありがとう、クラン」

　そうして二人が元の調子を取り戻したのを確認すると、キリハはそのまま話を続けた。ここから先は既に、クランよりもキリハの方が状況を正確に把は握あくしていた。

「………そして晴海がアライア皇女の生まれ変わりだと仮定すると、幾いくつかの謎なぞが解けるのだ」

「謎？」

「シグナルティンは元々、王家の人間が使う剣だった―――孝太郎、それで間違いないだろうか？」

「ああ。向こうじゃ王権の剣、神授の宝ほう剣けんと言われていた。だからマクスファーンが狙ねらっていたんだ。剣を手にする事で、フォルトーゼを手に入れようってな」

　孝太郎の記憶の中のマクスファーンは、シグナルティンに対して異様な執しゆう着ちやくを見せていた。これはシグナルティンがフォルトーゼの支配者の証あかしであったからだ。そしてシグナルティンを手に入れる為に、アライアを追おい詰つめようとしていた。

「つまりこの場合、本来あの剣は目覚めさせたアライア皇女が使うべきものだったのだ。自分で使うのだとしたら、剣の魔力を利用して常に身体を回復させられるから、生命力を取られた影えい響きようは殆ほとんど無い。つまり剣と自分とで生命力を共有するシステムなのだ」

　シグナルティン本来の魔力を、注ぎ込まれた生命力が増ぞう幅ふくする。その増幅された魔力を使って使い手の身体を活性化させれば、生命力が低下した分を補える。そして敵がやって来た時には活性化を一時中断して敵と戦う。どうせ敵に負ければ死ぬのだから、一時的に活性化を中断して戦う事にはリスクは存在しない。要は生命力を効率的に使う武器、それがシグナルティンの本来の姿だったのだ。

「だがアライア皇女はそうしなかった。契約を書かき換かえて、汝を守る為の剣として復活させてしまった。だからシグナルティンのシステムが破は綻たんした。アライア皇女と、その生まれ変わりである晴海の身体が弱いままになったのだ」

　シグナルティンのシステムは、使い手とシグナルティンの間で生命力と魔力が循じゆん環かんするようになっている。だがアライアは剣を孝太郎に与えた為に、回復の魔力を使う事が出来なかった。それ故にアライアと晴海は病弱な少女となったのだ。

「しかしこのシステムの破綻こそが、アライア皇女の願いを叶かなえた」

　アライアの願いは、孝太郎を守り、国民を守る事。そして剣に命と想いを託たくして、孝太郎と共に行かせる事。彼女はそれ以外を望んでいなかった。実際、この状態はアライアにとってマイナスばかりが目立つ。しかしキリハはそこにもう一つ、アライアにとって望ましい部分が含ふくまれている事に気付いていた。

「フォルトーゼの伝説では、神授の宝剣には不老不死の力があるとされていた。恐らく剣が封ふう印いんされでもしない限り、使い手は生まれ変わって剣の許へ戻ってくるのだろう。それを称しようして不老不死と表現していたと考えると全ての辻つじ褄つまが合う」

「どういう事だ？」

「分からないか？　汝がその剣を持っている限り、アライア皇女は生まれ変わって汝の許へやってくる事が出来るのだ」

「まさかっ!?」

　キリハの言葉を聞いた瞬間、孝太郎の頭の中に閃せん光こうが走った。剣の使い手が死ねば、剣の傍そばで生まれ変わる。だから本来の使い手であるアライアは、シグナルティンに導かれて晴海になった。孝太郎がシグナルティンを携たずさえて帰還するその時に、傍かたわらに立てるように。

「………たとえそう、幾百万の刻ときと、幾千万の道程に隔へだてられようとも、な………」

　それはアライアが狙ってやった事ではない。剣を目覚めさせた時も、孝太郎に託した時も、孝太郎とフォルトーゼの国民を想ってそうしたに過ぎなかった。しかしその純じゆん粋すい過ぎる願いが、結果的にこの奇き跡せきを起こした。果てしない刻と道程とに隔てられた孝太郎と、一人の少女として共に生きるという、彼女の秘ひめられた願いを叶えたのだ。

「『この想いだけは貴方と共に』か………何もかも手放し、記憶を失い、身体さえも脱ぬぎ捨すてて、本当に想いだけでコータローを追ってきたという事か。ふふっ、道理で演技が上手うまかった訳じゃ、まったく………」

　ティアは思わず苦笑していた。晴海がアライアの演技が上手かったのは、単に本人だったから。孝太郎が相手でなければ上手くいかなかったのもそう。つまりあれは演技などしていなかったのだ。

「………じゃが、だからといって譲ゆずる気はないからの、ハルミ………」

　もしティアの宝剣サグラティンにも同じ機能が付いていたら、そしてアライアと同じ立場にあったら、ティア自身も同じように可能な限りの命を注ぎ込んだだろう。だからティアは晴海に共感こそすれ、遠えん慮りよして引き下がるつもりはなかった。そしてそれは、この場に集つどう少女達にも共通する想いだった。

「ああぁぁぁあぁぁあぁぁぁぁぁぁぁっ!?」

　そんな時、クランが突然大きな声を上げた。それは部屋の空気がしんみりしていた時の事だったので、誰もが驚いて目を丸くする。ゆりかに至っては椅い子すからずり落ちそうになっていた。

「そういう事でしたのねぇっ、ベルトリオォンッ!!」

　慌あわてた様子のクランが、孝太郎を捕つかまえて大声を張り上げる。先さき程ほどとは正反対の構図だった。もちろん身体が小さい分だけその勢いは弱かったが、慌てぶりに限れば先程の孝太郎以上だった。

「お、落ち着けクラン、一体どうしたっ!?」

「本来の使い手がアライアさんだったのだとしたらっ、本来の伝説は青騎士レイオスではなく、剣の姫アライア!!　探しても見つからなくて当然ですわ!!　青騎士なんて初めから居なかったのですからっ!!」

　クランが慌てていたのは青騎士の伝説の真実に気付いたせいだった。青騎士を殺してしまったかもしれないと探し続けた経験があるので、この問題はクランにとって非常に大きな意味を持っていた。

「待つのじゃクラン、それはおかしいぞ」

　だがクランの主張には疑問点も多い。それに真っ先に気付いたのは、青騎士の伝説については誰よりも詳しいティアだった。

「そなたが言ったのではないか、青騎士の伝説にはそなたの存在が不可欠じゃと。マクスファーンのウィルスはどうなる？」

「それは………」

　クランは答えられない。そこまで詳しく考えた上での発言ではなかったのだ。だからこのティアの疑問に答えたのは、やはりキリハだった。

「孝太郎と出会わなかった場合、アライア皇女はもっと早い時期にシグナルティンの封印を解いていた可能性が高い。恐らく孝太郎と出会ったあの崖がけから何らかの方法で生き延びた、その直後だろう。マクスファーンにはウィルスを使う必要はなかったのだ」

　仮に孝太郎と出会わなかった場合、アライア一行は根本的な部分で戦力不足に陥おちいる。従って彼女はかなり早い時期にシグナルティンを目覚めさせた可能性が高い。そうなるとマクスファーンにはウィルスを使う理由がなくなる。ウィルスを使ったのは、あくまでアライアを追い込む為なのだから。

「あるいはウィルスから生き延びる為ためにこそ、シグナルティンが必要であった、というケースも考えられる」

「………結局、俺おれ達たちは伝説に振り回まわされて余計な事をしたのか」

　孝太郎が何もしなくても、アライアは自力で勝利した。にもかかわらず青騎士の伝説を知っている孝太郎達は、実現させねばならないと右往左往。結果的に必要のない事をやっていたのだから、孝太郎は苦笑せずにはいられなかった。

「いや、そうとは言えないぞ、孝太郎」

「えっ？」

「少なくとも汝が重傷を負って暗殺されかけた以外に、何か重大な悲劇が起こった筈なのだ。聡そう明めいで自制心が強いアライア皇女に、封印の解除を決断させる程の悲劇が、な」

　孝太郎とは逆に、キリハは孝太郎とクランが無む駄だな事をしたとは考えていなかった。アライアが剣の封印を解いたのは国を守る事に加えて、重傷の孝太郎が暗殺されかけた事が引き金になっている。従ってそれ以上の何かが起こった事は確実で、孝太郎とクランの存在がそれを防いだ事になるのだ。

「それにレイオス様、仮にアライア様単独でマクスファーンに勝ったのだとしても、その後のフォルトーゼが今と同じく繁はん栄えいしている保証はありません。レイオス様とクランさんの不在で戦力不足ですし、戦略や戦術についても大きく後退します。恐らく犠ぎ牲せいはずっと大きかった筈です。加えてシグナルティンが国内に残ったままになる訳ですから」

　エルファリアもキリハと同じ意見だった。戦乱の後にフォルトーゼを復興した人材が何人か足りないだけで、その後の歴史が大きく変わってしまう。それだけでなく、生まれてくる人間も全く別のものになってくるだろう。それを更さらに不安定にするのがシグナルティンの存在だ。王権の剣、神授の宝剣と言われるシグナルティンが国内に残れば、それを使って一発逆転を狙う者が後を絶たなくなるだろう。そうした多くの理由から、フォルトーゼが今と同様の繁栄をしているかどうかは怪あやしい所だった。エルファリアはむしろ、二千年も続いていない可能性の方が高いと感じていた。

「エルファリア陛下が仰る通りだ。汝は自分が無用の存在であったなどと、恥はじる必要はどこにもない」

　キリハはここで話を止めたが、実は彼女はもう少し踏ふみ込んだ所までこの複雑な状況に関する推論を進めていた。

　―――本当に、孝太郎の行動が無意味などという事はないのだ。何故ならこの世界に伝わっているのは剣の姫の伝説ではなく、青騎士の伝説だったのだから。つまりこの世界はオリジナルの世界ではないし、初期の頃ころに生み出だされた並行世界でもない。既に何度となく繰くり返かえしタイムスリップによる歴史の改変を受けているのだ。孝太郎はそうして生み出された無限の並行世界の中で多くの事に悩なやみ、決断してきた。その結果としてこの形の歴史で安定したに違いない。恐らくは孝太郎の意思がフィードバックを修正する関数として働いて、歴史の改変を安定させる要因となっているのだろう………。

　だが内容が複雑過ぎる事や、今の話題にそぐわないものであった為に、キリハはこの考えを明かす事はなかった。

「………お前らはどうしても俺を英えい雄ゆうのままにしておきたいらしいな」

「英雄だぞ、里見孝太郎。汝は過去のフォルトーゼから帰還する際、我とエルファリア殿を救っている。これは紛まぎれもなく汝自身の手て柄がらだ。アライア皇女は関係ない」

「現代で何度もわらわを救ったぞ。それだけでも十分に英雄じゃぞ」

「あたしもあたしも！」

「おやかたさまは今も現在進行形でフォルトーゼを救っておられます」

「わたしとぉ、真希ちゃんの事だってぇ、助けてくれましたよぉ」

「私のこの身体は、里見さんが皆さんを纏まとめているから作れた訳で」

「いい加減諦あきらめたら、里見君？　私だっておじさまが中に入ってたから無事なんだし」

「………考えてみれば、わたくしだけあなたに救われていませんわねぇ？　倒された事ならありますけれど？」

「何に腹立ててんだよ、お前は………お前は英雄の共犯だろうが」

「それを理解しているなら、もっとその感情を前面に押おし出しなさい！」

　無駄な事をしたのかもしれないと落ち込みかけた孝太郎だったが、幸いな事に目の前の人々のおかげでそうはならなかった。

　―――俺は少なくとも、こいつらの英雄ではある………だとしたら、こいつらの事は何としても守る！

　そしてその事が孝太郎の気持ちを少しだけ強くした。この戦いに勝利し、彼女達を無事に元の暮らしへ返す。そんな明確な目的意識が、これまで以上に孝太郎の前向きな気持ちを引き出してくれていた。

「………話を元に戻そう。桜庭先輩がアライア陛下そのものかもしれないという話は分かった。その上で訊ききたいのは、どうすれば桜庭先輩を元気にできるかという事だ」

　もちろんそこには今も寝ねたきりの晴海も含まれる。彼かの女じよがこの戦いで命を失うなどという事は、孝太郎には断じて許せなかった。

「シグナルティンを晴海に持たせておくのはどうじゃろう？　先程の話からすると、それで解決するような気がするのじゃが」

　シグナルティンが本来アライアの―――晴海のものであるのならば、それを晴海に持たせれば回復の魔ま法ほうが働き始めるのではないか。ティアらしい、シンプルな発想だった。しかしこれには魔法のエキスパート、ナナが首を横に振ふった。

「シグナルティンは里見さんの剣として蘇らされていますから、回復の魔力は里見さんに働いてしまっている筈です。持たせるだけでは、桜庭さんの身体を回復させるのは難しいでしょう」

「シグナルティンはベルトリオンを斬きれなかった訳ですから………その可能性が高そうですわね」

　ナナの言葉にクランも同意する。シグナルティンは晴海の命を吸って機能しているものの、あくまで所有者は孝太郎。そのように蘇らせてしまった事が問題だった。

「いつも里見さんの傍にいてシグナルティンの回復魔法を使い続ければ、桜庭さんは元気になるかもしれませんが―――」

「それじゃ駄目だ。桜庭先輩にそんな生活はさせられない」

　晴海は額に刻まれた契約の紋もん章しようを介かいしてシグナルティンの魔力を使えるが、それはあくまで孝太郎とシグナルティンが近くにある場合に限られる。つまり孝太郎の傍に繋がれた生活を余よ儀ぎなくされるという事になるのだ。それが不健全な生活である事は誰の目にも明らかだろう。

「そうなってくると………桜庭さんが目覚めるのを待って、シグナルティンの契約を破は棄きさせるしかないんじゃないでしょうか。この場合、シグナルティンはただの剣になってしまう事になりますが」

「たとえそうだとしても、桜庭先輩の健康には代えられない。それでいこう」

　戦力的な意味では、シグナルティンを失うのは痛い。シグナルティンそのものと、晴海の魔法の力を失う事になるからだ。しかし、だからといって晴海の健康を犠牲にしていいという事にはならない。このまま戦い続ければ、ずっと寝たきりになる可能性もある。場合によっては、もっと悪い事も考えられるだろう。だから孝太郎はナナが言うように、晴海にシグナルティンの契約を破棄させようと決めたのだった。







誤算　十二月六日（月）







　晴海はるみに契約を破棄させるという方針は決まったものの、その晴海は未いまだに目を覚ましていない。仕方なく孝こう太た郎ろう達たちは晴海の事を一いつ旦たん棚たな上あげして、当初の予定通りに行動する事にした。宇宙へ上がりＤＫＩを追うのだ。

「ねー早さ苗なえちゃぁん」

「なに？」

「宇宙ステーションってぇ、どういうものなんですかぁ？」

「んー………どういうもの？」

「俺おれに訊くなよ」

　新生フォルトーゼ正規軍は、惑わく星せい『アライア』の宇宙港周辺の制空権と、軌き道どう上にある軍事衛星のコントロールを手中に収めていたので、孝太郎達は安全に宇宙へ出る事が出来た。今は宇宙ステーションでティアの宇宙戦せん艦かんである『青あお騎き士し』の到とう着ちやくを待っている所だった。

「こういう時はキリハの出番じゃろう」

「一番分かり易やすい表現だと………宇宙でじっと動かないでいる宇宙船だ。このステーションの場合は、とても大きな宇宙船を港として使っている」

「港ってぇ………下に宇宙港があるのにですかぁ？」

「うむ。直接宇宙港に降りられない船も多いから、むしろ下とここ、両方を合わせて一つの港と考えた方がいいな」

「あたし何となく分かってきた！　あたし達たちみたいに待ち合わせするんだ！」

「そういう事だ」

　フォルトーゼの宇宙ステーションは、宇宙側にある宇宙港と考えると理解し易い。この場所では地上の宇宙港と行き来する宇宙船と、ここから別の星へ向かう宇宙船の双そう方ほうが発着している。宇宙船は宇宙と地上を行き来する機能を備えていると、輸送能力がかなり小さくなってしまう。そこで地上へ降りない大型の輸送船や旅りよ客かく船せんが、ここで積み荷や乗客を乗のせ換えていく。そうした効率化の為に、地上と宇宙の双方に港が必要になるという訳だった。

「ルースや、『青騎士』の到着は何時頃じゃ？」

「先さき程ほど確かく認にんしたところ、あと四時間ほどとの事です」

　全長が一キロを超こえる巨きよ体たいなので、宇宙戦艦の『青騎士』は隠おん密みつ行動が苦手だ。だから孝太郎達が『アライア』へ降りる時には『青騎士』は宇宙に残された。その場所は『アライア』を取り巻くリングの中。このリングは土星のリングと同じく多数の隕いん石せきで構成されており、その中に『青騎士』が紛れていれば発見は困難だ。実際今日に至るまで、皇国軍に発見される事はなかった。その『青騎士』は現在、リングを出た所で味方の艦かん隊たいと合流、このステーションに向かっていた。

「じゃあじゃあ、しばらくのんびりしていて大丈夫そうですねぇ」

「あんまり出歩くなよ。勢力圏けん内ないとはいえ危険はある。それに危険がなくてもお前は危ないんだから」

「危ないってどういう事ですかぁっ!?」

「絶対迷うだろ、これだけ大きいと」

「ウウッ」

「何をするにしろ、必ず藍あい華かさんか大家さんと一いつ緒しよに居ろよ」

　そして一キロを超えるような宇宙船が出入りするだけに、この宇宙ステーションは非常に大きい。端から端までが十キロを超えているような、フォルトーゼでも指折りの巨きよ大だい建造物なのだ。孝太郎がゆりかが迷子になるのを心配するのも当然の大きさと言えるだろう。もっともこの場所は安全とは言い切れないから、残りの四時間は割り当てられた部屋から出ない方がいいのは確かなのだが。










　現在孝太郎達がいるのは宇宙ステーション内にあるホテルだった。宇宙船の乗り継ぎの都合で、ステーションには休きゆう憩けい用の施し設せつが少なくない。ホテルもそうした施設の一つとして、数多く設置されていた。孝太郎達はそうしたホテルの中にある大き目の部屋にいる。人数が十人以上と多いので、団体客用の部屋を利用しているのだ。しかし部屋が広いにもかかわらず、何となく全員がソファーとテーブルが設置されているあたりに集まっている。六畳間暮らしの習性か、距きよ離りがあると今一つしっくりこないのだ。

『ルームサービスでーす』

「はいはーい」

　静しず香かが部屋の入り口にあるドアに向かって走っていく。部屋から出ると危ないし、迷う危険もあるので、一行はずっと部屋に留とどまっている。そして必要な物はルームサービスで届けて貰もらう事にしていた。

「あれ？　これお酒じゃないの？　頼たのんでないわよ？」

「大変失礼致しました。確認して再びお届けに上がります」

「お願いね」

　静香はルームサービスを誤配しかけた客室係に笑え顔がおで対応すると、足早に孝太郎達の所に戻もどってくる。だが、その表情は何故か真しん剣けんだった。

「キリハさん、今のってもしかして、さっき言ってた―――」

「うむ、みんな心の準備をしてくれ。高い確率で襲しゆう撃げきがある」

　残り時間は二時間を切った。そのタイミングでのルームサービスの誤配。それをよくある間ま違ちがいだと解釈するのは愚おろかな行こう為いだろう。逆に襲撃がなくても、心構えをしていて損はない。だから孝太郎達は席を立ち、武器に手をかけた状態で身構えた。

「………静かだな。早苗、何か分からないか？」

「んー、人が動いてるのは感じるけど、悪い事考えてる人はいないっぽいかな？」

『おいら達も感じないホー』

『でもＤＫＩが装備を供給しているなら、至近距離になるまでは分からないホー』

　一分、二分と時間が過ぎていく。だが敵の攻こう撃げきはない。三分、四分と過ぎても、ホテルは静せい寂じやくに包まれたままだった。

「勘かん違ちがいだったんじゃないですかねぇ？」

　緊きん張ちよう感に耐たえ兼かね、ゆりかが結論を急ぐ。気が弱い彼女は、襲撃は来ないという事にして安心してしまいたかった。しかしもう一人の魔法少女、真ま希きは冷静だった。

「ゆりか、襲撃は敵が安心した時にやるのが鉄則よ。来るならむしろここからだわ」

「怖こわい事言わないで下さいよぉ、真希ちゃぁん」

　結果的に見て、真希の指摘は正しかった。異変が起こったのは問題のルームサービスがやってきた十分後の事だった。

　ドォォォォォォンッ

『きゃあぁっ!?』

　大きな爆ばく発はつ音おんと共に部屋全体が揺ゆれる。突とつ然ぜんの大爆発に少女達は反射的に悲鳴を上げた。しかし心構えがあった事と、これまでの経験のおかげですぐに立ち直った。そしてそれぞれに行動を起こす。危険はすぐそこまで迫せまっていた。

「ルース、状じよう況きようは!?」

　ティアはあらかじめ用意してあった大型のライフルを構えると、部屋の出口へと近付いていく。不思議な事に、爆発が起こったのはこの部屋ではなかった。

「ＶＩＰルームの監かん視しカメラと通信途と絶ぜつ！　廊ろう下かの隠かくしカメラがＶＩＰルームに侵しん入にゆうしようとしている不ふ審しんな一団を捉とらえています！」

　ティアが丁度ドアの所に駆かけ付つけた時に、ルースが爆発の起こった場所を特定して立体映像をティアの腕うで輪わに送ってくる。このホテルでは一番警備が厚いとされるＶＩＰルームから、廊下に向かって白と黒の煙けむりが漏もれていた。そして滑なめらかな素材で作られた全身用のスーツをまとった、十数人の男達が次々と部屋の中へ突とつ入にゆうしていく。奇き妙みようだったのは、突入する直前に全員の姿が消えた事だった。

『光学センサー反応なしだホ！』

『霊子力センサーも反応なしだホー！』

「僅わずかながら魔力の反応があるわ。ゆりかちゃん、真希さん、出来ればもう少し詳しよう細さいに調べて頂ちよう戴だい！」

　その技術レベルは明らかに皇国軍のそれを上回っている。ＤＫＩか、その支し援えんを受けた軍部の攻撃である事は明らかだった。

「少数の部隊、ＤＫＩが作ったと思おぼしき装備、魔法は使われているがダークネスレインボゥは不在―――この展開なら、脱だつ出しゆつルートはＣの三が適切だろう」

　情報を精査したキリハが素す早ばやく脱出ルートを選定する。実はこの襲撃は、事前にキリハが想定していたものだった。だからＶＩＰルームに自立行動型の幻げん覚かく魔ま法ほうを残し、実際にはこちらの大部屋にいた。また一行がソファーとテーブルの辺りに集まっていたのも、やはり幻覚の魔法で全員の姿を別の姿に変える為でもあった。だから先さき程ほど訪おとずれた客室係には、孝太郎達の姿は慰い安あん旅行の老人達に見えていた筈はずだった。

「キリハさん、逃にげないでじっとしている方が良いんじゃないか？」

　キリハは脱出案を示したものの、孝太郎はそこに異論があった。敵はＶＩＰルームを攻撃した。つまりまだ孝太郎達の居場所が分からないのだ。それなら下手に動いて攻撃を受けるより、じっと隠れたままでいる方が良いのではないか、というのが孝太郎の考えだった。

「客室係があのタイミングで来た事が気にかかる。幾つか疑わしい部屋をピックアップしていると考えた方が良いだろう。その場合ＶＩＰルームで我らを発見出来なかったら、疑わしい部屋を総当たりで調べるだろう。このまま隠れていては袋ふくろの鼠ねずみだ！」

　もし先程の客室係が敵の斥せつ候こうであったのだとしたら、かなりの所まで孝太郎達の居場所の絞しぼり込みが済んでいるという事になる。このホテルの客室は大型のものに限っても数十に及およぶから、総当たりでやってきたと考えるのは適切ではない。

「じゃがキリハよ、さっきのＶＩＰルームの爆ばく破はが我らの炙あぶり出しを狙ったものでもあった場合、厄やつ介かいな事になるのではないか？」

　ドアの所で外の様子をうかがっているティアが問題点を指摘した。比ひ較かく的てき小規模の戦いに限っては、ティアはキリハに劣おとらないくらい頭が回る。

「だから脱出ルートＣの三なのだ」

　そんなキリハの返事と共に、ティアの腕輪に脱出ルートの詳細が送られてくる。それをチラッと覗のぞいた瞬しゆん間かん、ティアは苦く笑しようした。

「………司教に法話じゃったか。わらわに続け！　敵はすぐに来るぞ！」

　そしてティアはキリハの脱出プランに従って、早々に移動を開始する。ティアの目にもキリハの脱出プランは正しいもののように思えた。

「お前は後ろだ馬鹿」

「馬鹿とはなんじゃ、馬鹿とは！」

「エルと桜さくら庭ば先せん輩ぱいを守れって意味だ」

「最初からそう言え、全く………」

　普ふ段だんの孝太郎達であれば、ここまで慌てる必要はなかったかもしれない。だが今は意識のない晴海と、戦えないエルファリアが一緒にいる。二つの大きな弱点を抱かかえている以上、孝太郎達は慌てざるを得ないのだった。










　ティアが指し摘てきしたように、ＶＩＰルームの爆破は隠れている孝太郎達を炙り出す為のものでもあったと考えるのが妥だ当とうだ。そうなると相当数の敵兵力がホテル内に侵入していると考えるべきで、入り口も厳重に見張られているだろう。だからキリハが考えた脱出ルートはホテルの屋上へ上がるというものだった。この階から地上へ降りるよりも、屋上へ出る方が早い。それだけ敵と交戦する頻ひん度どがずっと低くなる。また避ひ難なんする一いつ般ぱん市民が巻き込まれるリスクも下がる。実際、部屋を出て幾らもしないうちに一般市民の姿は見えなくなっていた。

「屋上へ出たらどうするんだ、キリハさん」

　孝太郎は隣となりにいるキリハに尋たずねながら、サグラティンを振り下おろす。するとその刀身から生じた霊れい力りよくの刃やいばが、通路の先にいる皇国軍兵士二人を吹ふき飛とばした。

「晴海を運ぶ兼ね合あいで、乗り物に乗るプランが優先される。クラン殿どのの『揺り籠かご』を上空に待機させたままにしてあるので、そこへ乗り移る」

「そうだな、これを押したまま町中を走りたくはないな」

　フォルトーゼの技術があるので屋上から飛び降りて逃げる事も可能だが、町中を走るには眠ねむったままの晴海とシグナルティンを載のせたストレッチャーが問題になる。ストレッチャーは重力制せい御ぎよで宙に浮ういていて、押すのに使うハンドルにかかった力を感知して自動的に移動する仕組みなので、そのスピードはゆりかが走るよりもずっと速い。だがその大きさがネックで、やたらと目立つし、曲がり角や細い路地での移動に難がある。町中の移動を避さけるのは正しい判断だろう。

　ヒュンッ

「………相変わらず色んな事を考えてるんだね、キリハ」

　飛んでくる銃じゆう弾だんを頭をずらして避よけながら、早苗が感心する。ＶＩＰルームの危険を察知したのもさる事ながら、脱出方法まで至いたれり尽つくせり。早苗は考えるのが苦手なので、キリハの存在は有あり難がたかった。

「汝らと違ちがって、それだけが取とり柄えだからな。そして今回は、汝らの力に頼たよらざるを得ない」

「どういう事？」

「向こうもこちらが乗り物で逃げたい事情は分かっている。本来はエルファリア殿がいるだけで乗り物で逃げる事を想定するのだ」

　もし晴海の事がなければ、キリハはむしろ裏をかいて徒歩での逃とう走そうルートを選んだだろう。だがどう考えても晴海の移動がネックとなり、屋上から『揺り籠』へ乗り移るルートを選ばざるを得なかったのだ。

「そっか、じゃあ兵隊のおじさん達がいっぱいいるんだね」

　ジャキッ、ドンッ

「………案ずるな、キリハよ。我らはむしろ、力押しの方が得意なのじゃ」

「ふふ、期待している」

　逃走ルートには若じやつ干かんの不安があったが、煙を上げているライフルを手に微笑ほほえむティアの顔を見ていると、不思議と何とかなりそうな気がしてくるキリハだった。










　屋上へ上がるにはエレベーターを使うか、通常の階段や非常階段、エスカレーターを組み合わせて移動する必要がある。だがエレベーターはもちろん使えない。そうなると階段での移動が軸じくになるが、その出入り口は構造上不意打ちに適しているので、本来なら非常に危険な場所だった。

「早苗ちゃんが言うには、壁かべの向こうの、この辺とこの辺に一人ずついるみたいです」

　だが孝太郎達には早苗がいる。彼女は『早苗ちゃん』だけで身体からだを抜ぬけ出して様子を見に行く事が出来るので、孝太郎達は不意打ちを受ける事はなかった。今もそうで、様子を見に行った『早苗ちゃん』が壁の向こう側の様子を身体に残った『早苗さん』を経由して伝えてくれていた。

「天才魔法少女、出番じゃぞ」

「………ウッウッウッ」

　そして早苗が居場所を特定しさえすれば、次はゆりかの出番だった。だが彼女はこの手順を繰り返す度たびに半泣きになっていた。

「パ、パラライズミスト………」

「泣くなよ、お前」

「だってぇ～～～」

　建物の中という閉へい鎖さ的てきな場所では、毒や酸のような、継けい続ぞく的てきに被ひ害がいをもたらす攻撃が極きわめて有効だ。加えてこの種の攻撃は敵の位置が正確に分かっていなくても実行出来る。そしてそれは、愛と勇気の魔法少女レインボゥゆりかの得意魔法。こうして新たに二人の皇国軍兵士が、ゆりかの毒ガスによって気絶させられた。それは被ひ害がい者しやゼロで安全に突とつ破ぱという素す晴ばらしい戦果なのだが、ゆりか本人は納なつ得とく出来ない様子だった。

「これ何か違いますぅ、全然違うんですぅ」

「だがなあ、俺達は凄すごい助かってるんだぞ？」

「ウッウッウッ………」

「じゃがどうやら、ゆりか頼みもここまでのようじゃぞ」

　ゆりかが敵を排はい除じよしたので、ここで『早苗ちゃん』が壁を抜けて戻ってきた。

『ティアの言う通りだよ。この先のホールでおじさん達がいっぱい待ち構えてる。ガスマスクみたいなの着けてるから、ゆりかアタックはもう無理だと思う』

　ついでに先の様子を見て来た『早苗ちゃん』は、屋上へ続く非常階段の手前に陣じん取どっている二十名の兵士の姿を確かく認にんしていた。その装備はこれまでの兵士よりもずっと重装備だった。

「早苗、そのおじさん達の武器や防具はどのようなものだったのだ？」

「………うんとね、三さん脚きやくみたいなのに乗ってるでっかい銃じゆうとか、宙に浮いてる金属のボールとか、変な武器がいっぱいあったよ。それと動きにくそうな鎧よろいを着てた」

「やはりそうくるか………」
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　キリハの表情が厳しくなる。当初からキリハが予想していた通り、どうしても外へ出る為の場所には重装備の部隊が配置されている。しかもどうやら、状況はキリハの予想よりも深刻だった。

「ガスマスク装備で、重じゆう装そう甲こうという事は、こちらの手の内を知っているという事だ。確実にゆりかの得とく意い技わざを殺しに来ている訳だからな」

「キリハさぁんっ、得意技じゃないですよぉぅっ！」

　毒ガスに対たい抗こうするにはガスマクスが必ひつ須す、酸の攻撃には全身用の防具。そこから分かる事は、明らかに孝太郎達を倒たおす為の対策が取られているという事。これまでと同じだと考えていると高い確率でしっぺ返しを食くらうだろう。

「ねえキリハさん、私とおじさまで壁に穴を開けちゃえば戦わずに済むんじゃない？」

　対策がある相手と無む暗やみに戦うのは愚かな事だ。アルゥナイアの力を使えばホテルの壁に穴を開ける事も可能なので、その穴から『揺り籠』に乗り移ればいいのではないか、というのがこの時の静香の考えだった。だがキリハは首を横に振った。

「その場合は敵がこちらの居場所を正確に知る事になるので、そこから敵が突入して来てしまう可能性があるのだ」

　孝太郎達が無事なのは、ここが新生フォルトーゼ正規軍の勢力圏内であり、皇国軍側の兵力に限りがあるからだ。だから孝太郎達が建物の中を移動していて居場所が正確に分からない状況では、兵力を集中させる作戦が取れない。だが大々的に外がい壁へきを破は壊かいすれば、一時的に孝太郎達の居場所が確定する。皇国軍側が強きよう攻こう策さくに出てくる可能性は一気に高まるだろう。

「上手うまくいかないわね。一気に倒してそーっと屋上に出るしかないって事かぁ………」

　静香は小さく溜ため息いきをつく。強い力を持ってはいても、静香の心は普ふ通つうの少女。こういう種類の戦いではついつい弱気になってしまう。だがその逆に生き生きしてくるのがティアだった。

「心配はいらぬ。先程も言ったが、力押しはわらわが一番得意とするところ！　任せておくがよい！　それにコータローもいるでのう！」

「何とかしますから安心して下さい、大家さん」

「お願いね、二人とも。本当に」

　不安を感じているのは静香だけではないだろう。多くの少女がきちんと訓練を受けた戦士ではないから、こういう時にはティアや孝太郎のリーダーシップが支えになる。おかげで一行は怖おじ気け付づいたりはせず、敵が待ち構えているホールへ足を踏み入いれた。










　この場所での戦いにおいて、一番警けい戒かいしなければならないのは皇国軍に増ぞう援えんを呼ばれてしまう事や、他ほかの部隊に戦せん闘とう中である事を悟さとられてしまう事だ。そこで孝太郎達が真っ先に行ったのが、通信妨ぼう害がいとカモフラージュだった。

「パルドムシーハ、行きますわよ！」

「はい！　重力波通信を全帯域で妨害開始！」

　クランがしばらく前から解かい析せきしていた通信波を参考に、ルースが妨害用の重力波を発信する。これにより問題の部隊は通信を遮しや断だんされ、それでいて別の場所にいる部隊にはこの部隊からに見せかけたダミーの通信波が届くようになる。いずれは気付かれるだろうが、これによって幾いくらかの時間が稼かせげるはずだった。

「真希ちゃん、私達も！」

「合わせるわ、始めて！」

『サンクチュアリ・モディファー・エフェクティブエリア・ラージ！』

　そしてこの場所で起こる音や振しん動どう、熱や電波といったものは、魔法少女が戦闘時に利用する結界の魔法によって外に漏らさない。こうなると配置されていた皇国軍の部隊に出来る事は、自分の力だけで孝太郎達を撃げき破はする事だけだった。

「ティア、突っ込むぞ！」

「援えん護ごは任せよ、そなたは目の前の敵だけを見ていればよい！」

　後方にエルファリアと晴海がいるので、皇国軍を近付ける訳にはいかない。そこで一番守りが堅かたい孝太郎が先頭に立って距離を詰つめ、皇国軍の接近を阻はばむ。そうしながら他の少女達が一人ずつ倒していく作戦だった。

『アラートメッセージ。敵勢力に攻撃の兆候。ＧＯＬはアクティブ空間歪わい曲きよく場を展開』

「頼むぞ、今回の防ぼう御ぎよはお前が頼りだ」

『仰おおせのままに、マイロード』

　晴海が不調なので、この時に孝太郎が手にしていた剣けんはサグラティンだった。この剣は早苗の影えい響きようにより霊れい体たいや生身の人間に対しては無類の強さを誇ほこるので、この局面では決してシグナルティンに劣るものではない。鎧とその追加装備であるＧＯＬを防御寄りに使えば、十分な戦闘能力を発揮するだろう。

「そなたが頼るべきは鎧ではない、わらわじゃ！」

「あたしあたし」

「よぉしっ、やるわよぉっ！」

　そして孝太郎のすぐ後にティアと早苗、静香が続く。この三人が主に敵の排除を担当する。先行する孝太郎を三人で守ると言いい換かえる事も出来るだろう。真っ先に火を噴ふいたのは、やはりせっかちなティアの銃だった。

「ドレスを着ていないからといって、わらわに勝てると思うなよ！」

　今のティアはコンバットドレスを着ていない。コンバットドレスは高機動の戦闘用スーツに大型の武装を装備する形式なので、ホテルのように狭せまい屋内では使い難い。比較的軽装のコマンドグリーンでさえ、他の少女達の邪じや魔まになってしまうのだ。そこで彼女は戦闘用のライフルを構えて戦う。使用しているのは、射しや撃げきの正確性は彼女の腕うでで補う前提で、徹てつ底ていして取り回しを重視した軽量コンパクトのアサルトライフルだった。

　タタタッタタタッ

　ティアは三発ずつの一定のペースで射撃を続ける。その狙ねらいはホテルの照明。流石さすがにホテルの照明は無防備なので、ティアの正確な射撃によって次々と撃うち抜かれていった。

「ワハハハハハッ、ガスマスクをしていては暗視装置という訳にもいくまい！」

「し、しまった!?　すぐに明かりを!!」

　あっという間に照明が全すべて撃ち抜かれ、ホールは真まっ暗くら闇やみになる。屋上へ続く非常階段を守っていた兵士達はこれに動転したが、孝太郎達には何の影響もない。早苗が霊視した結果を他の少女達に伝えている為ためだった。

「すぅぱぁさなえちゃ～～～んっ、ぱらのーまるあくてぃびてぃー!!」

　そしてその早苗が、皇国軍の兵士達が暗闇に動どう揺ようしている間に攻撃を仕し掛かけた。彼女の身体から溢あふれ出でた大量の霊力が、後方に設置されていた部隊全体を守るバリアー発生装置に襲おそい掛かかる。すると装置が奇妙な振動を始め、ひとりでにネジやボルトが外れていく。この時もし兵士達がそれを見ていたなら、心しん霊れい現象だと騒さわぎ始めただろう。

「大家さん！」

「うん！」

　皇国軍の兵士達はライトを装備しているので、すぐにホール全体が明るくなった。しかしその時にはもう孝太郎はホールの半ばを過ぎており、その陰かげに隠れるようにして静香も前進してきていた。

「撃てっ、撃て撃てぇっ!!　連中を近付けるなっ!!」

　キュンッ、キュキュキュゥンッ

　隊長の鋭するどい命令に反応して十数名の兵士達は慌あわててレーザーライフルを構え、孝太郎達に向けて雨のようにレーザーを発射した。既すでに距離は詰まっていたので、これまでならあっという間に孝太郎達が兵士達を薙なぎ倒していた場面だろう。だが今回は、そういう風にはならなかった。

『アラートメッセージ。空間歪曲場の負ふ荷か増大。戦術アルゴリズムは、交戦エリアからの即そく時じ撤てつ退たいを推すい奨しよう』

「そういう訳にはいかない、何とか踏ん張―――」

　ガンッ、ガガガガガガガガッ

　ここで据すえ付け型の大型マシンガンが大量に吐はき出だしてくる銃弾が、孝太郎を捉える。恐おそらくマシンガンだけであれば回かい避ひは難しくなかっただろう。だが雨のようなレーザーライフルの射撃から逃のがれようとしている状況では、大型マシンガンによる射撃だけを選んで回避している余よ裕ゆうはなく、銃弾は孝太郎を捉えていた。

『クリティカルアラート、三秒後に歪曲場が崩ほう壊かい』

「そんなにか!?」

『緊きん急きゆうプロトコルの発動推奨、交戦エリアからの即時撤退を要す』

「ちぃっ！」

　そして大型マシンガンの銃弾は、あっという間に孝太郎の鎧が作り出したバリアーを崩壊させてしまう。幾ら大型のマシンガンであっても、これは有り得ない状況だった。

　―――エゥレクシスの奴やつめ、やってくれるじゃないか!!

　流石に大量のレーザーが相手では、全てをかわす事は出来ない。どうしても一部を浴びてしまう。だからそこに大型マシンガンを紛まぎれ込ませれば、孝太郎が霊視をしていても、むしろ逆に霊視をしているからこそかわせない。これは孝太郎の装備や能力、考え方を知っているからこその攻撃方法だった。そして問題のマシンガンの銃弾には、魔ま法ほうがかけられている。異常な攻こう撃げき力りよくの銃弾を連続で浴びれば、ＧＯＬで強化されているとはいえ、孝太郎の鎧が作り出すバリアーだけでは防ぎ切れない。ガスマスクと防具のみならず、攻撃方法までが孝太郎達にアジャストされている。装備に関してはＤＫＩが提供している事は間違いなさそうだった。

　―――それに桜庭先輩が居ない事の影響が、思った以上に大きい!!　これほど違ってくるとは!!

　この室内の対人戦という状況においては、確かにサグラティンはシグナルティンに劣っていない。しかし両者の違いは剣それ自体の能力に限った事ではない。最も重大な違いはシグナルティンは二人で扱あつかう武器だという事だった。

　シグナルティンは孝太郎と晴海が二人で操あやつっているので、攻撃に使っていない時には余力で魔法をかけたり、攻撃をする瞬間にだけ魔力を引き上げたり出来る。その為に実際の性能以上の力を発揮する。この点まで含ふくめれば、恐らくアライアが一人でシグナルティンを使った場合よりも強いだろう。二人で使う時ほどの正確なコントロールを、剣で戦っている最中には出来ないだろうからだ。

　今回の戦いに関しても、晴海が健在でシグナルティンが使えれば、恐らく大型マシンガンの銃じゆう撃げきもさほど大きな問題ではなかったに違いない。防ぼう御ぎよ魔法が使えただろうし、幻げん影えいで狙いを外すというような方法もある。あるいは魔法での先制攻撃も有り得ただろう。今の孝太郎は晴海が最適化していた剣の性能の分と、魔法使い一人分の支援が不足している。シグナルティンが使えないという事は、そこまで大きな意味があったのだ。

　ギギギギギギギギィンッ

　バリアーが崩壊し、銃弾が直接孝太郎の鎧を叩たたき始める。装甲の表面が変形し、一部には亀き裂れつが入っていた。これはＧＯＬの追加装甲部分なので、この時点ではまだ鎧の機能自体に悪あく影えい響きようは出ていない。しかし銃弾の威い力りよくからすると時間の問題だろう。

「緊急プロトコル発動！」

『リミッター解除、ジェネレーター出力百二十パーセント。重心変へん更こう、エネルギー配分再設定、自動回避優先度変更、強制排はい熱ねつシステム作動』

「これで何とかなれぇっ！」

　鎧に無む茶ちやをするよう命じた事で、孝太郎の動きが急激に速くなる。これにより孝太郎は大型マシンガンの銃弾の嵐あらしから抜け出す事が出来た。だが安心は出来ない。未だに十数丁のレーザーライフルに狙われ続けているのだ。

　キュンッ、キュキュゥンッ

「ええいっ、これぐらいでぇっ!!」

『左上腕第一第二、腰よう椎つい第二駆く動どう装置損傷、回路バイパス、再起動処理中』

　皇国軍の兵士達はもう孝太郎の目の前に迫っている。孝太郎がそこへ斬きり込んでしまえばレーザーやマシンガンは味方を傷付ける可能性が出るので使い難くなる。だが鎧の人工知能が次々と報告するダメージからすると、それが楽観的過ぎる未来であると言わざるを得なかった。

　ガガガガガガッ

　そして一度は引ひき剥はがした大型マシンガンの銃弾が孝太郎に迫る。再びそれに捉えられてしまえば、今回は孝太郎にも為なす術すべはないだろう。孝太郎としては逃げの一手。だが蓄ちく積せきしたダメージにより動きが鈍にぶり始めていたから、マシンガンの銃弾は鎧の外側を覆おおっているＧＯＬの装甲を叩き始めた。

『左さ腕わん部ぶＧＯＬ機能停止。エネルギーの供給停止、強制排除。接近戦の攻撃力が二十パーセント低下』

「ええいっ、これでも駄だ目めなのかぁっ!?」

　いつもならＧＯＬが砲ほう撃げきに使っているエネルギーまで全て防御に使っても、魔法で強化された大型マシンガンを防ぐには至らない。既にＧＯＬの幾つかの部位が破壊され、急激にその力を失いつつあった。

「ぐぅぅっ」

　銃弾のうちの一つが鎧の青い装甲を破壊し、孝太郎の左腕を傷付ける。それは重大なダメージではなかったが、最後のダメージでもないのは明らかだろう。そしてダメージによってほんの一いつ瞬しゆん気が逸それた孝太郎に、銃弾の嵐が迫る。

『………大だい丈じよう夫ぶ………』

　だがその時、銃弾の前に純白の光が立たち塞ふさがった。その光は輝かがやく盾たてに姿を変え、孝太郎をマシンガンの銃弾から守った。

「桜庭先輩っ!?」

　その光が何処どこからやってきたのか、孝太郎にはすぐに分かった。孝太郎達たちの後方、ストレッチャーに乗せられたままの晴海とシグナルティン。その力はこの程度の距離なら十分に届く。シグナルティンを手にする前から孝太郎を守っていたその力は、今も変わらず孝太郎を守り続けていた。

　ガッ、ガガガッ

　だがその力はこれまでに比べるとずっと弱い。弱った晴海をそのまま表すかのようにゆらゆらと揺らめいている。おかげで白く輝く盾が銃弾を防いでいたのはほんの数秒間の事だった。

「みんなっ、里さと見み君をお願いっ！」

　だが盾が稼いだその数秒間が孝太郎の運命を変えた。その数秒を使って、半はん竜りゆう半はん人じんの姿に変身した静香が孝太郎を跳とび越こすようにして前に出た。

　ゴアァアァァァァァッ

　そして静香はそこで大きく口を開け、火か炎えんの息を吐き出す。その火炎の息は威力よりも攻こう撃げき範はん囲いを優先させたものだったので、酸対策の全身鎧に守られた皇国軍の兵士達はそれほど大きなダメージは受けなかった。しかし火炎を浴びれば怯ひるむのが当たり前で、しかも視界が火炎に塞がれる事になる。おかげで皇国軍兵士の攻撃が一時的に止やんだ。

「インテリジェントイリュージョン！」

「グレーターフォースフィールド！」

　そうして出来た隙すきに魔法使い達が動いた。真希が放った幻覚の魔法により数体の偽にせ孝太郎が出現し、ゆりかが放った防御の魔法で孝太郎が守られた。

「さなえちゃぁんっ、ごーっどあろーーー!!」

　続いていつになく真剣な顔の早苗が、霊力の矢を放つ。それはいつもなら分ぶん裂れつさせて多数の敵を攻撃する為に使う技わざなのだが、今回は分裂させずに単独の目標へ向かう。狙いは孝太郎を追い回していた大型マシンガンだった。

「わらわの騎き士しを傷付けおったなぁっ!!」

「おやかたさまを殺させはしません！」

「まったく、世話の焼ける騎士ですこと！」

　その代わり他の兵士達の事はティアやルース、クランが攻撃する。既に部隊全体を守る大型バリアー発生装置は破壊されているので、多数の敵と戦う事が得意な彼かの女じよ達は順番に敵を排除し始めた。

『コータロー、今のうち下がるホ！』

『大きいブラザーはおいら達の代わりに姐あねさんとエルちゃまを守って欲ほしいホ！』

「あ、ああ、済まない」

　戦せん況きようは悪いものではない。孝太郎に攻撃が集中していたおかげで、結果的に少女達は有利な展開に持ち込む事が出来た。誤算は孝太郎がダメージを受け過ぎたというだけで、孝太郎の当初の目的は果たされたのだ。それを感じ取った孝太郎は、戦いを少女達と埴はに輪わに任せて後退した。ＧＯＬと鎧の損傷が激しいので、無理に戦おうとすれば全員を危険に晒さらしかねなかった。

「無事で良かった、孝太郎」

「レイオス様、お怪我けがはありませんか？」

　そんな孝太郎を出で迎むかえたのはキリハとエルファリア。二人とも心配そうにしており、特にキリハに至っては涙なみだぐんでいるのが分かる。相当心配させた事は明らかだった。そしてそれは恐らく、他の少女達も同じだろう。

「大丈夫だ、このぐらい。むしろ問題は、俺おれが足手まといになった事だろうな」

　孝太郎は怪我をした左腕を見せてやりながら苦笑する。大した怪我ではなかったのはもちろんなのだが、孝太郎にとっては怪我よりも足手まといになっている事の方がショックだった。孝太郎は晴海が居なくてもやれると思っていたが、現実はそんなに甘あまくはなく、手痛い教訓を学ぶ事になった。そして特に問題なのが、結局晴海に力を使わせてしまった事だ。おかげで孝太郎は、ストレッチャーで眠り続ける晴海から、目が離はなせなくなってしまっていた。

「それは里見さんというより、私達全体の問題だと思うわ。桜庭さんが抜けた穴を塞ぐ為に必要な事が、ちゃんとイメージ出来ていなかったのよ」

　しかしナナはそれを仲間達全体の問題だと捉えていた。少女達は普段の孝太郎の戦闘能力を念頭に置いて、孝太郎の防御を後回しにした。晴海が戦えないので本来は優先順位を変更しなければならなかったのだが、少女達も孝太郎同様に単純に味方が一人減ったという考え方をしてしまった。孝太郎と晴海の戦い方の特とく殊しゆ性せいが、正確に把は握あく出来ていなかったのだ。鉄てつ壁ぺきだったチームワークの足並みが乱れた、と表現するといいかもしれない。

「加えて皇国軍が汝なんじを優先的に狙っていたのもそうなった原因の一つだ。汝自身は先頭にいたから分からなかったかもしれないが」

　エルファリアやナナと共に最さい後こう尾びにいたキリハには、戦いの流れがよく見えていた。全員が晴海不在の影響を見誤ったのはもちろんなのだが、皇国軍はティアや静香、早苗の存在を半ば無視するかのように孝太郎だけを狙っていた。味方の認にん識しき不足と、敵の集中攻撃が同時に起こったからこそ、孝太郎はこうも容易たやすく危機に陥おちいりかけたのだ。

「俺を集中的に狙っていたって？」

「うむ。汝は自分で思っている以上に、ヴァンダリオンに煙けむたがられているのだ。恐らく汝を倒せば風向きを変えられる、などと考えているのだろう」

　キリハはレーザーと大型マシンガンは孝太郎対策と見ている。レーザーは光を使った武器なので、撃ったと同時に命中する。それを数多く揃そろえれば、動きが速い孝太郎の足止めが比較的容易になる。その上で弾だん速そくは遅おそいが威力が高い、魔法がかけられた大型マシンガンで止とどめを刺さす。ゆりか対策と併あわせて、シンプルだが非常に効果的な、よく練られた作戦だった。そしてそれが晴海の不在で浮うき足あし立だっている孝太郎達たちにピッタリと嵌はまった。タイミングが悪かったのだ。

「とはいえ、それ以上の事を想定している作戦ではない。もし初手で汝を倒せなかった場合には、少し装備が優ゆう秀しゆうな部隊に成り下がる。ちょうど―――」

「キリハ、コータロー、こちらは片付いた！　敵が来る前に屋上へ向かうのじゃ！」

「―――あんな風にな」

　孝太郎がキリハ達と幾つか言葉を交かわした頃ころには、戦いはあらかた片付いていた。先制攻撃で孝太郎を倒す為の装備を与あたえられてはいても、孝太郎達全体を倒せるだけの力を持った部隊ではない。しかも六畳じよう間まの少女達は孝太郎を傷付けられて怒おこっていたから、皇国軍の兵士達に勝ち目はなかった。







会談　十二月七日（火）







　孝こう太た郎ろうは破損した自分の鎧を眺ながめながら一人立ち尽くしていた。鎧は整備用の作業台に固定されており、周囲に配置された幾つかの装置が自動的に破損部分を修理していた。このペースなら何時間と経たたずに修理は終わるだろう。

「………結局、俺おれ自身に力がない事が問題なんだ………」

　孝太郎達は無事にホテルからの脱出に成功し、待機していた『揺ゆり籠』に乗り移る事が出来た。そして『揺り籠』はそのままスペースコロニーを出て、こちらへ向かって移動中だった『青騎士』に合流した。それはキリハが計画した通りの結末だった。

「………普通の部隊であっても、やりようによっては俺を倒せる………」

　唯ゆい一いつの誤算は孝太郎が倒されかけた事だ。晴海はるみとシグナルティンの特殊性ゆえに、戦力の低下量を少なく見積もってしまった。浮足立っていたという事になるだろうが、その代だい償しようが決して安いものではない事は、孝太郎の左腕に巻かれた包帯が雄ゆう弁べんに語っていた。

「………どう頑がん張ばったって、俺は普通の人間なんだからな………」

　確かに孝太郎は強い。フォルトーゼでもトップクラスに入るだろう。だがその強さは主に、他の九人の少女達たちによって支えられている。孝太郎自身は多少剣が得意な少年に過ぎないのだ。だから孝太郎の強さは脆もろい。脆い足場の上に建てられた高層建築のようなものだという事が、晴海の不在によって露ろ呈ていしてしまった。そしてそれ故ゆえに、倒れた晴海に更さらなる負担を強しいたのだ。

「………にもかかわらず、今の新生フォルトーゼ正規軍は、俺の強さと伝説が後あと押おしして成り立っている。果たして俺達は、このままで大丈夫なのか………？」

　孝太郎はホテルでの一件で危機感を持った。現在の新生フォルトーゼ正規軍は、孝太郎の存在に大きな影響を受けている。それは国民が孝太郎を伝説上の英えい雄ゆう、青騎士と同一視し始めているからだ。青騎士の軍隊なら支し援えんしよう、それを率いるエルファリア陛下は正しいに違いない、そういう心の働きが支持と支援を増やしているのは、贔屓ひいき目めを差し引いても間ま違ちがいない状じよう況きようだった。だが実際の孝太郎はそれほど強くはない。実際にホテルでは倒されかけた。そこで孝太郎はある疑問に辿たどり着ついた。それは『この状況で自分が倒されたらどうなるのか？』というものだった。

「………ティアやエルは絶対に死なせないと言ってくれているが、無視するにはあまりに大きなリスクなんじゃないか………？」

　これまではあまり意識して来なかったが、実は孝太郎を倒す事は決して難しくはない。そしてヴァンダリオン達は孝太郎が新生フォルトーゼ正規軍の要だと気付いていて、積極的に倒そうとしている。もし晴海が不在のままで、先日のように壱いち式しき改かいのようなものに奇き襲しゆうを受けたら、果たしてどうなるのだろう？　一度は凌しのげても、それが二度三度と繰くり返かえし起こったら？　孝太郎は自分が何度も生き残れると思う程ほど、楽観的ではなかった。

「………今の世論はエルが有利になってきているが、もしここで俺が死ねば間違いなく国民を失望させ、エルを支持していた層の一部が離れていく。俺一人の生死に、あまりに大きなリスクが潜ひそんでいる………」

　そしてもし自分が倒れてしまったら、再び世論はヴァンダリオン有利に動くだろう。国民は孝太郎が青騎士の後こう継けい者しやではなかったと落らく胆たんするか、あるいは青騎士の後継者でさえヴァンダリオンには敵かなわなかったと考える。それは戦争の終結の為にエルファリアを支持し続ける事に不安を覚えるという事だ。その結果、エルファリアの支持が下がり、正規軍の士気は下がり、協力者から支援物資を調達しにくくなる。それがどの程度の影響なのかは分からないが、僅わずかだと考えるのは愚おろかだろう。

「………これ以上桜さくら庭ば先せん輩ぱいを戦わせる訳にはいかない。だがその状態で戦えばリスクだけが高まる。かといって俺が戦わなければ向こうのプロパガンダの的になるだけ。八方塞がりか………」

　晴海とシグナルティンがあれば、孝太郎の死亡リスクはかなり低減する。だがこのまま晴海を戦わせ続ける事は難しい。かといって晴海とシグナルティンがなければ、孝太郎の死亡リスクが極きよく端たんに高くなる。そのリスクを避ける為に孝太郎が前線に出なくなれば、これまで新生フォルトーゼ正規軍の快かい進しん撃げきを支えて来た柱を失う事になる。ヴァンダリオン側は間違いなく、その弱みを政治宣伝に利用しようとするだろう。孝太郎は青騎士の後継者ではない、と。

「………一体どうしたらいいんだ、俺は………」

　孝太郎は自分の命を惜おしんではいない。既にそういう次元の話ではないのだ。今の孝太郎にとってはティアやエルファリア、仲間の少女達をいかに守るかが一番大切だった。次は恐らく二千年前の人々の願いを守りたいという想おもい。自分の命はもっとずっと優先度が低かった。

　彼かの女じよらを守り切れなければ、孝太郎は間違いなく魂たましいが引き千切られるかのような苦しみを味わう事になる。恐らく母親を失った時と同じか、それ以上の苦しみだろう。また二千年前の世界を共に生き抜いた人々の願いは裏切れない。だからこそ孝太郎はフォルトーゼとそこに住む人々を守ろうとしたのだ。

　孝太郎が恐れているのはただ、仲間達を失い、想い出の人々の願いを裏切る事。だが孝太郎がどの未来を選んでも、そうなってしまう可能性が高いように思えた。その原因はひとえに自分自身が弱いという点にあるから、解決法が見み出いだせない。分かっていて悪い方に進みつつある現実を黙だまって見ているしかないという事が、孝太郎にはもどかしくてならなかった。

　ピピピピッ、ピピピピッ

「………ん？」

　そんな悩なやめる孝太郎を、突とつ如じよ鳴り始めたアラームが現実に引き戻もどした。緊きん急きゆう性せいがある時のアラームではなかったから、孝太郎はのんびりした調子で部屋の通話用のターミナルに近付いていった。

「はい？」

『おやかたさま、やはりそこにおいででしたか』

　通信用のターミナルを起動すると、ルースと彼女がいるブリッジの一部の立体映像が表示される。その彼女はどこか安あん堵どしたような表情を浮うかべていたから、孝太郎は漠ばく然ぜんと厄やつ介かい事を予感した。

「どうしたんですか、ルースさん。何かありましたか？」

『実はおやかたさま宛あてに、奇き妙みような物が届きまして』

　ルースの口調は困こん惑わくした様子だった。実はルースは届いた荷物の扱いに困っており、それで孝太郎を捜していたのだ。

「俺おれ宛てに？　どんなものですか？」

『それが………口で説明するのは難しいので、こちらへ来て頂けますか？』

「わかりました、すぐに行きます」

　孝太郎は首を傾かしげながら整備用ハンガーを出ると、ブリッジへ向かう。その届け物が普通ではない事は孝太郎にも分かる。孝太郎達の現在位置は伏ふせられているので、届け物が来る事自体がおかしいのだ。かといって敵からの郵便爆ばく弾だんなどは初歩の初歩の罠わななので、『青騎士』に持ち込まれる前と後に厳重なチェックがあり、そもそもルースの所までは届かない。だから罠ではなさそうで、それでいて名指しの届け物という時点で、困惑せざるを得ないのだった。










　問題の届け物は数十センチ四方の小さな箱だった。それは上質な紙で作られた包装紙に包まれ、丁てい寧ねいにリボンで飾かざり付つけられている。いわゆるプレゼントの箱、というのが一番近い表現になるだろう。これは地球でもフォルトーゼでも、そのように解かい釈しやくされるデザインだった。

　孝太郎に名指しでプレゼントが届いたというだけでもかなり奇妙なのだが、一番奇妙だったのが箱に添そえられた宛あて名なだった。宛名は孝太郎の名前だったのだが、その表記がフォルトーゼのアルファベットだけでなく、漢字も書かき添えられていたのだ。

「………里さと見み孝太郎様、か。確かにこりゃあ何かあるぞ」

　ちなみに差出人の名前はない。その事が、漢字で書かれた宛名の奇妙さを一段と引き立てていた。

「少なくとも汝の地球での生活を知る者だ。ヴァンダリオンか、ＤＫＩか………現状ではそのどちらかである可能性が高いだろう」

　漢字を使うという事は、孝太郎が地球にいた時に遭そう遇ぐうした者達である可能性が極めて濃のう厚こうだ。今居る場所がフォルトーゼ星系である事実でふるいにかけると、ＤＫＩと皇国軍のどちらかだと考えるのが自然だった。

「開けてみよう」

　孝太郎は無造作に箱に手をかけた。

「この手口からするとあいつで間違いない。大方、本当にプレゼントなんだろうさ」

　孝太郎には差出人の正体が分かっていた。そして恐らく罠がないという事も。その人物はこういう芝しば居いがかった事が大好きで、しかも妙みように真ま面じ目めな所がある。だから孝太郎は危険はないと考えていたのだが、周囲にいる少女達は慌てて孝太郎を止めた。

「待つのじゃコータロー!!　罠だったらどうする!?」

「里見君、開ける前にもう一度ちゃんと調べた方がいいわ！　それから開けたって決して遅くはないもの！」

　この時、一番激しい反応を示したのは真ま希きだった。彼女は強い力で孝太郎の腕を掴つかみ、刺すような視線で孝太郎を見つめながら、厳しい口調で制止した。この時の真希は、かつての悪の魔法少女に戻ったかのようだった。ただし実態はその逆で、万が一にも孝太郎に被ひ害がいがないようにという必死な思いからだったのだが。

「分かったからそんな顔はしないでくれ」

　この箱が『青騎士』へ届けられる前の段階で安全は確認されているが、確かに魔法や霊能力関係は調べられていない。また真希達が心配してくれているのも分かる。そこで孝太郎は苦く笑しよう気味に箱から手を離した。

「もう………不用意だわ、里見君………」

　真希は元々孝太郎を大切にし過ぎる傾けい向こうがあるが、今回に限って言えばホテルでの戦いの影響が大きい。彼女も感じているのだ。何かの拍ひよう子しに孝太郎が死んでしまう事は有り得るのだ、と。

「それじゃ藍あい華かさん、キリハさん、クラン、頼たのむ」

　魔法については真希が、霊れい力りよくについてはキリハの埴はに輪わ達たちが、科学についてはクランが調査する。三者ともこうした調査には高い技術を持っているので、結果が出るまでに要した時間は十数分といったところだった。

「私は大丈夫だと思うわ」

『おいら達もそう思うホー！』

『怪あやしい気配はないホー！』

「………ベルトリオンが言っている事の意味が分かりましたわ」

　真希と埴輪達はただ報告しただけだったのだが、中身を透とう視ししたりもしたクランは半ば呆あきれ顔がおだ。この時点で彼女にも差出人の見当が付いていた。

「そういう事だ。あいつの大真面目な冗じよう談だんなんだよ。それと多分、差出人は自分だから、さっさと開けろって意思表示かな」

　孝太郎が再び箱に手をかける。今回は誰だれも止めようとはしない。孝太郎は飾り立てられたリボンを外し、包装紙を剥がす。中から出て来たのはフォルトーゼでは有名な、高級洋品店の箱。孝太郎はそれを無造作に開けた。

「ベルトリオンにこれを着せようだなんて、趣しゆ味みが悪いですわね」

「ほっといてやれよ」

　箱から出て来たのはシャツや下着まで揃った一着のスーツ。色は孝太郎の鎧よろいに合わせて鮮あざやかな青。そしてそこには二つ折りになったメッセージカードが添えられていた。

「………本命はこっちだな………」

　孝太郎はスーツよりもそのメッセージカードの方に興味があった。孝太郎はカードを手に取ると、メッセージを読み始めた。







親愛なる里見孝太郎様




来きたる十二月九日に、貴き殿でんの歓かん迎げいパーティを執とり行おこないたく思います。

積もる話がございますし、今後について御ご相そう談だんしたい事もございます。

つきましては同どう梱こんしましたスーツをお召めし頂いた上、

御ご参さん加か下さいますようお願い申し上げます。




貴方あなたの友人より







　カードに記されていたメッセージは短いものであったが、孝太郎にはその意味がよく分かった。しかし一人で判断するのも危険だったから、孝太郎は隣となりにいたキリハにカードを差し出した。

「どう思う？」

「………ふむ。どうやらエゥレクシスが非公式に会談を求めているようだな。それもヴァンダリオンに知られたくない内容であるようだ」

　キリハの解釈も孝太郎の解釈と同じものだった。エゥレクシスは会談をしたいのだが、それを軍に悟られたくなくてこんな手の込んだ事をした。仮にこの内容が軍に漏もれても、この書き方ではエゥレクシスが差出人だとは分からない。だが孝太郎達には差出人がエゥレクシスだと分かる。彼かれは以前にも孝太郎にスーツを贈おくった事があったから。加えて日時の指定が地球のそれなので、孝太郎達以外は正確な時間が分からない。秘密を守るには、よく出来た連れん絡らく方法だと言えるだろう。
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「やっぱりキリハさんもそう思うか」

「うむ。このスーツはドレスコードというよりは、接せつ触しよくの為の符ふ丁ちようだろうな」

「俺はスーツに関しては単なるプレゼントか悪戯いたずらだと思うぞ。符丁に使うなら、もっと目立たない帽ぼう子しやバッジの方が良いんだからな」

「あの男が考えそうな事じゃ。本気と遊びが曖あい昧まいで、いかにも、という感じじゃのう」

「それでおやかたさま、どうなさるおつもりですか？」

　相手は分かった。望んでいる事も分かった。残る問題は、それにどう対応するかという事だった。孝太郎はルースに問われて考え込む。

「………よし、会ってみよう」

「ちょ、ちょっと待ちなさいって孝太郎!!　こういうの映画やアニメだと大体何かあるよ!?」

　孝太郎は会いに行くと結論したのだが、早さ苗なえは罠を疑っていた。カードからは送り主の霊波が何も読み取れない。文面がデータとして作成され、印刷された後、触ふれていないのだ。だから強い感情がこもっておらず、配送業者や取り次いだ者等の漠然とした意志しか感じない。危険な兆候だった。

「お前が言いたい事はよく分かるんだが、向こうがここまでして話したい事があるというのが気にかかる。罠ではない場合、やり口がえらく慎しん重ちようだから、恐らく相当な事をやるつもりでいるんだ。無視していて、向こうが独力で始めてしまったら出で遅おくれるぞ？」

　孝太郎はエゥレクシスがしたいという話が気になっていた。ここまで接触方法に気を配っている事からすると、大規模な軍事作戦を伴ともなう提案である可能性が濃厚だ。もしそうでなくてもかなり重大な話をするつもりでいる事は間違いないだろう。その場合、無視して出遅れた場合に新生フォルトーゼ正規軍が大損をする可能性が否定できない、というのが孝太郎の考え方だった。

「それは………そうかもしれないけどさぁ………」

「連中には生物兵器の時の借りもある。一度ぐらいは話に乗ってやらないとな」

「里見さぁん、こういう時ですしぃ、ズルしたっていいんじゃありませんかねぇ？」

　今は戦争の真っ最中。もし罠であったら、新生フォルトーゼ正規軍は孝太郎を失い、取り返しのつかない損害を被こうむる事になるだろう。最近は生活を改めつつあるゆりかだが、今度ばかりはズルを―――無視をするのが正解のような気がしていた。

　―――今だからこそなんだよ、ゆりか………。

　だが実は孝太郎にはきちんと考えた理由以外に、隠かくれた本音があった。それはやはり晴海の身体からだの事だった。もしエゥレクシスの話が許容範はん囲い内ないの提案だった場合、戦争の解決が早まるのはもちろん、これ以上晴海に負担をかけずに済むようになるかもしれない。戦争というもののリスクを承知しているからこそ、孝太郎はあえて危険を冒おかして会いに行こうと考えていたのだ。

「心配ないだろう。あいつら妙に律りち儀ぎな所があるからな。それに罠ならお前や藍華さん、ナナさん辺りもまとめて狙ねらってくるだろ」

　だが孝太郎はあえてその隠れた本音を明かさなかった。晴海が目覚めた時に何を思うかという事も、今の孝太郎にはよく分かっていたのだった。










　メッセージカードに添てん付ぷされていた地図は、襲しゆう撃げきを受けたホテルがあるスペースコロニーではなく、惑わく星せい『アライア』の別の軌き道どうを回っているコロニーのものだった。このコロニーは先のコロニーよりも小型で、宇宙港の機能よりも、宇宙開発の機能が多く与えられている。今は大きな小惑星に取り付き、鉱物資源の採さい掘くつをしていた。

「おやかたさま、やはりもう少し人員を増やした方が良いのではありませんか？」

　孝太郎が『揺り籠かご』からステーション内にある宇宙船の発着デッキに降りようとした時、ルースがその背中に呼よび掛かけた。『揺り籠』には彼女だけでなく、晴海を除いた六畳間の少女達が全員揃っている。何かが起きた時に備えて、全員がこの場所で待機していた。

「ここは藍華さんだけでいいですよ。あまり多いと向こうも警けい戒かいするでしょうし」

　孝太郎が連れて行くのは真希一人だった。彼女は多くの状況に対応できる魔法使いである事に加え、元ダークネスレインボゥという経歴や、彼女自身の性格的なものを考こう慮りよした上で、護衛として選ばれたのだ。メッセージカードには同行者の制限などは書かれていなかったが、多過ぎれば問題が起こる事は明らか。十分に考慮した上で、真希一人を連れていく事に決まった。それでもルースが心配になるのは、人としても、少女としても、当たり前だろう。

「せめてもう二、三人は―――」

「ルースよ、気持ちは分かるが、あまりコータローを困らすでない。全員無事に帰る前提では、マキと二人が一番安全なのじゃ」

　孝太郎も真希も身体能力は高い。また魔法をかける時には、数が少ない方がいい。人数が三人四人と増えれば、リスクは一番能力が低い人間を基準に考えねばならないし、魔法もより多くの人間にかけなければならなくなる。単純に数を増やすだけでは、全員が無事に帰るという前提がクリアしにくくなるのだ。

「そ、それは分かっているのですが………」

　ルースもその辺りは分かっている。だがルースを捨すて駒ごまに使えば孝太郎を無事に帰らせられるなら、捨て駒になりたいというのが彼女の本音だった。

「そなたが行くならわらわも行くぞ」

「殿でん下か、それは!?」

「だったらこれ以上言うでない」

「はい………申し訳ございません、おやかたさま、殿下」

　実の所、一番我が慢まんしているのはティアだろう。孝太郎への気持ちに関してはルースと変わらないが、本質的に物事を力ちから尽ずくで解決したいのがティアなのだ。ティアがそうした気持ちを抑おさえ込んでいるのは、幼おさな馴な染じみのルースが一番よく分かっている。ルースにはこれ以上我わがままは言えなかった。

「あはは、ルースさんほどの人に心配して貰もらって悪い気はしませんよ」

「パルドムシーハだけですの？」

「おう」

「ベルトリオン！」

「ちゃんと分かってるよ。みんな心配してくれてるって」

「全くこんな時まで意地悪ですのねっ!!」

「別に今生の別れって訳でもないだろう」

「クッ、さっさと行っておしまいなさいっ!!」

「ああ！　それじゃみんな、行ってくる」

「………皆みなさん、里見君の事は絶対に私が守ります。だから安心していて下さい」

「藍華さん、行くよ！」

「ええ！　行って参ります！」

　先行する孝太郎を、真希が小走りに追っていく。合流した二人は一いつ緒しよにハッチから外へ飛び出だしていった。そして二人が姿を消すと、『揺り籠』の空気は若じやつ干かん重くなった。

「行っちゃったねぇ………」

　早苗はそう言いながら大きく溜ため息いきをつく。溜め息をついたのは彼女だけだが、似たような感情は他ほかの少女達も少なからず抱かかえていた。

「正直、真希ちゃんが羨うらやましいですぅ………」

「何があるにせよ、あの人と同じ運命を辿る訳だもんね………」

　ゆりかと静しず香かはそう言いながら二人が出て行ったハッチの方を見つめる。これから彼女達は複雑な想いを抱えて、長い時間を待たねばならない。メッセージが指定した時間まではもう三十分もないが、会談がどれぐらい続くかは分からない。ただしその時間を、実際の時間よりも長く感じるという事だけは、はっきりしていた。

「皆、呆ほうけている場合ではないぞ。今にも孝太郎と真希が逃にげ帰かえってくるかもしれないのだ。準備をしておかねばならない」

　だがキリハだけは違ちがった。彼女は普ふ段だん通りの、もしくはそれ以上に、落ち着いた表情を見せていた。それに気付いたティアは思わず苦笑する。

「相変わらずそなたは強いのう………」

「我は十年以上待った。ひたすら待ち続けて、ここにいる。だからたかだか数時間は、待つうちに入らない。しかしティア殿どの、それは汝らにとっても同じではないか？」

「キリハ………」

　ティアは目を丸くする。しかしすぐにキリハが言わんとしている事を理解し、その瞳ひとみに強い力を取とり戻した。

「分かった分かった、そなたの勝ちじゃ！　それで、わらわは何をすればいい？」

　エルファリアは皇こう帝ていとして生きねばならなかったから、ティアはずっとルースと二人きりで生きて来た。だからずっと待っていた。欠けた部分を埋うめてくれる誰かの到とう来らいを。その誰かがここへ逃げ帰ってきた時、呆けていては助かるものも助からない。確かに直接守っているのは真希一人だが、決してそれだけが全すべてではないのだ。

「ここから脱出する場合、高確率で追っ手の艦かん隊たいがかかる。砲ほう手しゆ席の近くにいてくれると助かる」

「心得た。それまでは暇ひまじゃから無人機でも飛ばしておこう」

「でしたらわたくしは殿下と一緒に無線の傍ぼう受じゆなどを」

「あたしは？」

「幽ゆう体たい離り脱だつで、向こうに見付からないギリギリまで孝太郎を追ってくれ」

「あいあいさー！」

「ゆりかは定期的に魔ま法ほうの感知と防ぼう御ぎよ魔法の更こう新しんを」

「わかりましたぁ」

「私は？」

「静香は打たれ強いし敵の気配を見付けられる。外へ出て周囲の監かん視しを」

「はいはーい」

　キリハの指示に従って、少女達が『揺り籠』の居住スペースを飛び出していく。すると最後にはキリハとクランの二人だけが残された。するとクランは眼鏡の位置を直しながら笑う。彼女がなかなか見せない、素す直なおな笑え顔がおだった。

「キィ、相変わらず人を乗せるのが上手ですわね？」

「皆が孝太郎のような人間を待ち続けていたのは事実だ。………お姉ちゃんもそうなんでしょう？」

　キリハは最後の部分だけ子供のようなトーンで囁ささやいた。それはキリハがそういう喋しやべり方かたをしていた頃に、クランの気持ちに変化があったのだろうという言外の指し摘てきだ。すると笑えみを浮かべていたクランの顔が一気に赤く染まった。

「………それをバラしたら、貴女あなたでも殺しますわよ、キィ」

「ならばバレないように気を付けよう」

　キリハやティアだけではない。孝太郎はこの場にいる少女達の誰もが求め、待ち続けていた者。だから少しでもその生存率を高める為ための力になれるという認識は、少女達のやる気を蘇よみがえらせるのに十分な力を持っていた。










　フォルトーゼの科学は重力の制せい御ぎよに成功しているので、人工の重力を発生させる為に、円えん筒とう形けいの宇宙ステーションを回転させる必要がない。だが構造体として、円えん筒とうが強固でありながら作りやすいという事実は依い然ぜん変わっていない。角が少ない方が強度的に有利なので、材料も少なくて済む。その為、フォルトーゼでは今も宇宙ステーションは円筒形である事が多い。そして円筒形にするならついでに回転させて重力を作り、円筒の内ない壁へきに街を作る。科学技術で重力を直接制御するのは、緊きん急きゆうの場合に限る。こうすればエネルギーの消費が大きく低減される訳だ。

　だがもちろん宇宙ステーションには回転しない部分もあった方が良い。宇宙船が出入りに使う港こう湾わん施し設せつなどがそれだ。回転が遅い円筒の中心付近に港湾施設を作り、ステーションの回転とは逆方向に回転させる。すると宇宙からやってきた宇宙船にとっては、ステーションは回転しているのに、港湾施設は止まっている事になるので、着陸がし易やすい。

　このように使い勝手と省エネルギーを追求していった結果、フォルトーゼでは結局、宇宙ステーションは円筒形で問題なし、という結論に落ち着いた。だから孝太郎と真希が港湾施設を抜ぬけ出して居住区へ出ると、地面が足元の他に頭上にもあるという不思議な光景を目にする事になった。

「こういうのを見せられると、別の星に来たんだって事を実感するなあ………」

　孝太郎は足元と頭上に広がる街の風景を眺めて溜め息をつく。前に居たステーションの時は夜だったし、すぐにホテルが襲撃されて慌あわただしかったので、こうしてステーションの様子をじっくり見る余よ裕ゆうがなかった。だから孝太郎は目の前に広がる光景に圧あつ倒とうされてしまっていた。

「そう思わないかい、藍華さん？」

「そんな場合じゃないです。里見君は命を狙われているかもしれないんですよ？」

「それは分かってるんだけど。あんまり凄すごいんでさ」

　孝太郎が危険な目に遭あう可能性は否定出来なかったが、実の所、当の孝太郎はそれほど危険だとは考えていなかった。エゥレクシスやダークネスレインボゥが、今いま更さらこういう雑な策略で自分を狙うとは思えなかったのだ。だから孝太郎はステーション内に広がる街を気楽な気分で歩いていた。

「それにもし攻こう撃げきしてくるなら、もうとっくにやってるだろ。だからそんなに怖こわい顔をしなくて大丈夫だよ」

　港湾施設から街へ出るまでに限っても、襲撃に適したポイントは少なくなかった。そして街に出た今は、人の少ない倉庫街を歩いている。罠ならもう攻撃されていないとおかしい、というのが孝太郎の考えだった。

　―――それに加えて、襲撃し易いポイントを幾いくつも見せる事で、攻撃が狙いじゃないと伝えて来ているんだろうな………。

　エゥレクシスの性格からすると、孝太郎にはこの可能性が高いように思える。だがはっきりと証しよう拠こがある訳ではなかったから、口に出す事は無かった。

「………私は里見君みたいに割り切れません」

　孝太郎の隣を歩く真希は緊きん張ちようを隠せずにいた。着ている物がルースが用意した女物のスーツだったので、その深刻そうな印象がより引き立って見える。真希のこの反応は『揺り籠』に残った少女達たちと似たようなものと言えるだろう。

「確かに、藍華さんの場合は仕方ないだろうね。怖さは身をもって知ってるんだし」

「私一人なら怖い事なんて何もないんですよ」

「悪いな、藍華さん。今日の俺おれは足手まといだ」

　剣けんも鎧もない。緊急事態にはそれらを呼び寄せる事になるが、それが安全に可能となるタイミングまではしばらく徒と手しゆ空くう拳けんで対応する事になる。真希が守ってくれなくては、あっという間にやられてしまうだろう。

「そういう意味じゃないんですよぉ。もぉ、分かってるくせに………」

　とんっ

　僅かに唇くちびるを尖とがらせた真希が、肩かたを軽く孝太郎にぶつける。こういう状況で彼女が孝太郎に甘あまえるのは極きわめて珍めずらしいケースだ。逆にそうせざるを得ないほど、この状況に多大な重圧を受けていると言えるだろう。

「………貴方は私の全てです。何かあったら困るんです」

「真顔で言わないでくれよ、そういう事を」

「真顔で言わないと、里見君は気付かないフリをするじゃないですか」

「そこは迷える男子の事情というか」

「迷う必要なんてないです。私は里見君の捨て駒で構わないんですから」

　ゴンッ

「いたぁっ!?」

「俺が構うんだよ」

　話している内容が本題からズレてきたからか、真希の表情が幾らか和やわらぐ。おかげでステーション内に広がる街を歩く二人の様子は、痴ち話わ喧げん嘩かの雰ふん囲い気きに近付きつつあった。

「………そういう風に言われるの、意外と悪くないです」

「だったら悪くないついでに、自分の事もちゃんと守るんだぞ」

「はい、そうします」

　このちょっとしたやり取りで気を取り直した真希は、幾らか緊張した様子は残っているものの、いつもの調子で周囲の様子を眺め始めた。そこから先は流石さすがに、多くの戦いをこなしてきた精せい鋭えいの魔法少女だった。

　それからしばらく孝太郎と真希はステーション内に広がる街を歩き続けた。するとやがて街の中央にある大きな公園に入る。実はこの公園が接触の為の場所として指定された場所だった。

「こんなに大きいのか………何処どこへ向かえばいいのやら」

　公園は孝太郎の予想よりも遥はるかに大きかった。小さな公園であれば、その真ん中あたりに行けばいいのは誰にでも分かるだろう。しかしこの公園はそうするには広過ぎる。マラソンコースが外周を囲んでいるような規模だったのだ。

「大だい丈じよう夫ぶですよ、里見君」

　真希は小さく微笑ほほえむ。彼女は秘密の組織であるダークネスレインボゥに所属していたので、この手の事情には詳くわしい。

「向こうはとっくにこちらを見付けています。歩いていれば向こうから接触してくるでしょう」

「それをしたくて、この服を着せた訳か」

「はい。厳密な場所を指定するより、その方がお互たがいに安全ですから」

　向こう―――恐おそらくエゥレクシスの一派―――は、接触の場所を明確にしたくない事情がある。あらかじめその周辺に別動隊を配置され、接触後に追つい跡せきを受けるというような、困った事が起こるからだ。そうした問題を避さけるには接触する地点を明言せず、先に見付けて都合が良いタイミングで接触するのがいい。その為の目印としてスーツが贈られてきた、という訳なのだった。

「むしろ指定された場所では接触しないケースも多いです」

「なるほど、向こうは色々と考えているんだな。だったらこっちがあれこれ考えても仕方ないか。よし、せっかくだからフォルトーゼ観光と洒落しやれ込もう。………宇宙ステーションだけど」

「里見君………もぉ………」

　真希が胸の内でハラハラしているというのに、孝太郎は特に気にした風もなく楽しそうに周囲を眺ながめている。その温度差が真希には少しばかり恨うらめしかったが、結局は何も言わずに孝太郎の後を追った。










　公園に入った後で孝太郎が一番驚おどろいたのは、公園の中に人工池が作られていて、カラフルな魚が泳いでいる事だった。

「凄いなあ、どれもこれも変な魚ばっかりだ………」

「前にフォルトーゼに居た時は、魚は見なかったんですか？」

「衛生面の問題で食用の魚は殆ほとんど流通していなくてさ、俺が見たのは三、四種類だ。でもこんなに変なのばっかりじゃなかった」

　人工池を泳いでいる魚はどれもカラフルで、しかも独特なフォルムをしている。日本の池でよく見かけるフナやメダカというより、熱帯魚に近い姿だ。それが周囲の森や池の植物と綺き麗れいなコントラストを作り上げており、孝太郎の頭の中にある公園のイメージとは全く違った、華はなやかな雰囲気を演出していた。

「察するに、観賞魚なのでは？」

「ああそうか、ここ公園だもんな」

　そうやって二人が仲良く池を覗のぞき込んでいると、その背中に聞き覚えのある声がかかった。

「………初めて見るわ、あんたのそういう顔」

　その声が耳に入ると、真希はハッとして振ふり返かえる。するとその瞳に燃えるような赤が飛び込んでくる。それは声をかけてきた人物の髪かみの色。真希のかつての同どう僚りよう、ダーククリムゾンだった。

「クリムゾン!?」

　心のどこかで、真希はこうなるような気がしていた。だから急に声がかかった事には驚いていたものの、彼女がそこにいる事自体には驚かなかった。

「という事は、あんたの選せん択たくは正しかったって事だわね」

「………。そうね、そう思うわ」

「良い事よ」

　ダーククリムゾンはダークネスレインボゥの中でも特とく殊しゆな人間だと言える。彼女は孝太郎達たちと敵対している組織に所属していながら、どこか単純に敵とは言い切れない、独特の立ち位置を保っていた。

「ところで、最近よく会うわね、クリムゾン」

「あんたがらみの仕事はみんな私に回ってくるのよ。一番仲が良かったからって」

「ふふっ、交こう渉しよう事は一番苦手なのにね？」

「うるさいわね、放っておきなさいよ！」

　クリムゾンをそのようにさせている最大の理由は、やはり真希との関係だろう。それにダークネスレインボゥの徹てつ底ていした個人主義の組織構造が拍はく車しやをかけている。おかげでクリムゾンには真希が裏切ったという感覚はなく、以前と変わらない関係を維い持じしている。もちろんそれは、戦せん闘とうになっていない場合に限られるのだが。残念な事に、二人が袂たもとを分かったのは紛まぎれもない事実なのだ。そしてそういう事情まできちんと分かっているからこそ、孝太郎は何も言わずに二人を好きにさせてやっていた。今が最後かもしれないから。

「さて………あんまり遊んでいると真ま耶やがうるさいから、そろそろ行くわよ」

　だが孝太郎の意図に反して、クリムゾンは早々に真希との対話を打ち切った。孝太郎はそれを残念だと思いつつ、ここで初めてクリムゾンに質問を投げかけた。

「やはり込み入った話のようだな？」

　孝太郎はそう言いながら寄りかかっていた池の柵さくから背中を離はなす。するとクリムゾンは大きく頷うなずいた。

「あの優やさ男おとこが直接話したいそうよ。このところ会議だ何だって忙いそがしそうにしてたから、その事でしょうね」

　エゥレクシスの用件は、クリムゾンを介かいした伝言では難しい、複雑な内容なのだ。そしてその事がクリムゾンが急ぐ原因でもあった。
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「案内してくれ。お互いにあまり時間がないだろう？」

「こっちよ」

　今は戦争の真まっ只ただ中なか。孝太郎達とエゥレクシス達、どちらも時間に追われている。それにヴァンダリオン達がいつ嗅かぎ付けてくるとも限らない。孝太郎と真希はクリムゾンに先導されて、足早に公園を後にした。










　孝太郎と真希が案内されたのは、街の片かた隅すみにある古い小さなビルだった。だがその内装はビルの古さや小ささからは想像がつかないほど、非常に豪ごう華かな造りになっている。壁かべ紙がみは貼はり直され、アンティークの家具が並べられ、そこかしこに絵画や調度品が置かれている。それはメッセージカードに書かれていたパーティという言葉が、あながち嘘うそではないように感じられるほどだった。

「ようこそ、コータロー君」

　そしてビルの最上階、仮にここが企き業ぎようであれば社長がいるであろう一番奥おくの部屋で、エゥレクシスが待っていた。彼は孝太郎達の姿に気付くと、仕事に使っている大きなデスクから離れ、笑顔で出で迎むかえてくれた。

「久しぶりね、真希」

「真耶様………お久しぶりです」

　エゥレクシスの隣には真耶の姿もあった。その彼かの女じよが出迎えたのは真希。真耶はフォルトーゼの事情には詳しくなかったので、この会談は全てエゥレクシスに任せるつもりでいた。しかし真希がやってくる事を知り、急きゆう遽きよ参加を決めていた。

「それで、何の用なんだ？」

　孝太郎は単刀直入に切り出した。だがエゥレクシスはその質問には答えず、一度孝太郎に背を向けた。

「まあ待ちたまえ、コータロー君。まずは乾かん杯ぱいしようじゃないか」

　エゥレクシスは近くの棚たなから果実酒のボトルを取り出す。それは蒸留していない果実酒で、地球で言うならワインに相当する物だ。フォルトーゼにおいても食前や祝い事でこの種類の酒がよく飲まれていた。

「俺はまだ酒を飲んでいい歳としじゃない」

「心配ないよ。ここはフォルトーゼだ」

「フォルトーゼの法律でも、俺はまだ飲めない歳だろう？」

「いいや、君が持つ権利がどの程度かによっては、飲めるかもしれない」

「お前………！」

　孝太郎は最初、エゥレクシスが遊びや冗談で酒を勧すすめたのだと思っていた。あるいは上流階級特有のコミュニケーションだと。だが違った。実際はこうすればいち早く本題に斬きり込めるからだったのだ。

「………どうしてそう思う？」

「根こん拠きよは全て状じよう況きよう証しよう拠こしかないよ」

　ゴトン

　エゥレクシスはボトルをデスクに置くと孝太郎に向き直り、軽く肩を竦すくめる。

「だがこの状況証拠、あまりにも整い過ぎている。君の鎧の件を除いても、皇族との関係や、剣に刻まれた紋もん章しよう、銀ぎん髪ぱつの少女、魔ま力りよくや真竜、魔法世界と地底世界の事情など、無関係というには出来過ぎている。もっと細かく例を挙げたほうがいいかい？」

「いや、言いたい事は分かる。十分だ」

　エゥレクシスは地球へ行っていたので、一いつ般ぱんに知られているよりも遥かに多くの孝太郎に関する情報を持っている。そこへ最近になって表面化した情報を加えると、一つの結論が浮うかび上あがってくる。

「そしてこの多くの状況証拠が偶ぐう然ぜん揃そろったと考える場合と、元々関係があって必然として現れたと考える場合では、明らかに後者の方が自然だろう。そうなると我々はこう考えざるを得ないんだ。コータロー君は最低でも、青あお騎き士しの継けい承しよう者しやである、とね」

　孝太郎が青騎士の血筋にあるかどうかまでは断定出来ないが、その力と権利、役目はある程度以上有している。それがエゥレクシスとダークネスレインボゥが辿たどり着ついた結論だった。それは事実とはやや異なるのだが、現実的には事実と同じ効果をもたらす結論だと言えるだろう。

「………里見君」

　真希が孝太郎を守るように前に出る。孝太郎を現実的なレベルで青騎士だと考えている人間がいて、その前提で呼び出された。真希にはそれが良い事の前まえ触ぶれだとは、どうしても思えなかった。

「落ち着きなさい、真希」

「真耶様………しかし………」

「約束するわ。今日はあなた達二人を間ま違ちがいなく無事に帰す。この私の名に懸かけて」

「今日は随ずい分ぶん優やさしいね、真耶。やはり弟で子しは可愛かわいいのかい？」

「黙だまりなさい！」

「はいはい」

「………分かりました、真耶様」

　交戦を覚かく悟ごした真希だったが、師し匠しようであった真耶のとりなしに応じ、警戒を解いた。そして真希は孝太郎とエゥレクシスの邪じや魔まにならないように場所を空ける。だが真希の立ち位置は先さき程ほどまでよりも大分孝太郎に近い。真耶の性格は誰よりもよく知っているから、真希は彼女の言葉を信じている。しかし彼女以外の危険まで、完全に去ったとは考えていないのだ。

　―――しばらく見ない間に、随ずい分ぶん可愛くなったのね、真希………。

　真耶は堅かた物ぶつ一いつ辺ぺん倒とうだったかつての弟子の変化を感じて思うところがあったが、状じよう況きようを考えてそれを口に出す事まではしなかった。

「………それでエゥレクシス、仮にそうだったとして、俺に何をさせたい？」

　既すでに状況は大きく変わっていた。当初はエゥレクシスがティアの騎士である孝太郎に取引を持ち掛けた構図だったが、今は孝太郎が青騎士の継承者であるという前提で取引を持もち掛けた構図になっている。孝太郎が当初考えていたものより、ずっと複雑な状況になりつつあった。

「簡単だよ。こっちに付かないかい、コータロー君」

「なんだと!?　俺がそんな事をすると思うのか!?」

　孝太郎は即そく座ざにエゥレクシスの提案を断った。エゥレクシスはヴァンダリオンの陣じん営えいにいるから、そちらに付くという事はヴァンダリオンの軍門に下るという事。孝太郎には到とう底てい呑のめる話ではない。孝太郎はこの時点で話を打ち切り、帰るつもりになっていた。

「落ち着いてくれたまえ、コータロー君。何もヴァンダリオンに付けと言っているんじゃないんだ。むしろその逆でね」

「………どういう意味だ？」

　孝太郎はエゥレクシスに背を向けかけていたが、エゥレクシスの新たな言葉がその足を止めさせた。そして孝太郎は再びエゥレクシスと向かい合った。

「これまでのヴァンダリオンの行動から推定される今後のリスクが、こちらの想定範はん囲いを超こえつつあるんだ」

「このままヴァンダリオンに付いていたら、お前の天下取りが難しいって事か？」

「身も蓋ふたもない言い方をするとそうなるね。まあ言い方はともかく、私はそういう事情でヴァンダリオンから離れ、独自の行動を取る事に決めた。そこで君に協力を仰あおごうって訳なのさ」

　エゥレクシスは自分なりの考えでフォルトーゼを良くしようとしており、その手段の一部としてヴァンダリオンに協力している。しかしヴァンダリオンの行動が目に余るようになってきたので、方針の転てん換かんをしようとしていた。だから孝太郎への提案は、決してヴァンダリオンの側に寝ね返がえれという意味ではないのだった。

「言いたい事は分かったが、それでも結局エルファリア陛下を引ひき摺ずり下おろそうって事には変わりないんだろう？」

「うん、それはそうだよ。私の目的は老ろう朽きゆう化かした社会秩ちつ序じよを破は壊かいし、新しく健全な社会秩序を構築する事だからね」

「はっきり言う。だがそこに付き合えない以上、俺にはこの話は受け入れられない」

　根本的な所で孝太郎とエゥレクシスは目的が異なる。孝太郎は現行の社会秩序の維持を考えているから、エゥレクシスの提案は呑のめなかった。

「そうだろうね。しかしその前の段階までは、我々は上手うまくやっていけると思うんだ。言いい換かえれば、期間限定の停戦をしようっていう事になるかな」

「なら、前の段階とは何だ？」

「私達は皇族会議を動かして、一時的に代理の皇帝を立てようと考えている。そうすればヴァンダリオンから指揮権を取り返して兵を退かせる事が出来るし、裁判の正常化も見込める。そこまでは私とコータロー君は協力出来るんじゃないかい？」

　本来皇国軍は皇帝の命令で動く。だが皇帝が罪を犯おかしたと糾きゆう弾だんされ皇権が停止されているから、皇国軍への命令は議会によって出される。そして議会はヴァンダリオンが掌しよう握あくしているから、実質皇国軍はヴァンダリオンの私兵に成り下がっていた。また裁判所にもヴァンダリオンの手は回っており、それがエルファリアが裁判に出しゆつ廷てい出来ない理由の一つとなっていた。

　しかしもし代理の皇帝が承しよう認にんされれば、軍の指揮権は議会から代理の皇帝へ移る。そして裁判官の任にん免めん権けんは皇帝に属するものなので、裁判所からヴァンダリオンの影えい響きようを排はい除じよできる。またヴァンダリオンに命じてエルファリアが犯したとされる事件の証拠を提示するように求める事も出来るだろう。代理の皇帝はこの一連の事件とは無む縁えんの第三者なので、ヴァンダリオンはその命令に従わねばならない。従わねば、名実共にヴァンダリオン一派はクーデター軍となってしまうからだ。

「そしてその先は、お前達は代理皇帝をそのまま新皇帝にしようとする。俺おれ達たちはエルファリア陛下の復権を目指す、という事か」

「そうなるね。多少現状とは勝率が変わってくるだろうけど、国民の死は確実に減る。このまま戦争を続けるのと比べれば、決して悪い提案ではない筈はずだよ」

　エゥレクシスの提案は孝太郎達の痛い所を突つくものだった。

　―――国民の死か、それを言われると痛いな………。

　かつて国を狙うマクスファーンと対たい峙じしたアライア皇女は、もしマクスファーンが善政を敷しくなら戦う必要はないかもしれないと悩なやんだ。あえて戦う事は、国民に犠ぎ牲せいを強しいる事になるからだ。孝太郎はそうやって悩むアライア皇女の姿を見ているから、エゥレクシスの提案を即座に断る事は出来なかった。

「………そこに俺がどう絡からんでくる？」

　確かにエゥレクシスはこれまで何度となく対峙した敵だ。許されない事もしている。だがそれで国民を守れるなら。ただ敵に勝てば良いという訳ではないから。そんな思いが孝太郎の反発心を抑え込み、話を最後まで聞いてからでも遅おそくはないと考えさせた。そしてそこにはもちろん、晴海の状態も大きく影響していた。

　―――これは………もしかしたらが、起こるかもしれないな………。

　そんな孝太郎とは違って、エゥレクシスはここで期待感を増した。実の所、彼かれは孝太郎がこの提案に乗ってくる可能性は低いと考えていた。しかし今の孝太郎の様子には、その低い可能性の影かげがちらついているように思える。孝太郎の迷いを感じたエゥレクシスは、細心の注意を払はらって話を続けた。

「君の役目は極めて重要だよ。今は多くの国民が君を青騎士だと考え始めている。そこで皇族会議に君を青騎士だと認めさせた上で、君に国民に対して代理の皇帝の支持を表明して貰いたいのさ」

　エゥレクシスが孝太郎に求めていたのは、青騎士の継承者として皇帝代理の支持を表明して貰う事だった。

　実はこの皇帝代理を立てるという行こう為いは、このタイミングにおいては非常に危険な行為だった。態度を決めかねている層の受け皿にはなるだろうが、エルファリア側、ヴァンダリオン側、双そう方ほうの支持者が反発するのは必至だ。何の手も講じずに実行すれば、国民の支持が得られず、世論を混乱させるだけで終わるだろう。

　そこで孝太郎の存在が重要になってくる。これまでの戦いぶりから国民の多くが、特にエルファリアを支持している層は、孝太郎を青騎士と同一視し始めている。その孝太郎を正式に青騎士の継承者であると認めた上で、皇帝代理の支持を表明すれば、世論を動かせるかもしれない。エゥレクシスが孝太郎に求めていたのは戦う力ではない。青騎士という存在そのものが持つ、圧あつ倒とう的てきな影えい響きよう力りよくだったのだ。

「………お前、そんな事を考えていやがったのか………」

　孝太郎の驚きは深く、今はそれ以上の言葉が思い付かない。しかも内容的にエルファリアやキリハに相談しない事には先に進めようがない。そしてそれはエゥレクシス達の方もよく分かっている。先程真耶が必ず無事に帰すと約束したのは、その為なのだ。

「そうだよ。だからこそ、私が最初に言った言葉が重要になってくるのさ。………まずは乾杯しようじゃないか、コータロー君」

　驚き困こん惑わくする孝太郎に対し、エゥレクシスは上じよう機き嫌げんだった。この時点で孝太郎が否定の言葉を口にしていないだけで、彼としては大だい収しゆう穫かくだった。やれる事はきちんとやった。あとは天命を待つのみだった。







決断　十二月九日（木）







　エゥレクシスとの会談は滞とどこおりなく終わり、孝こう太た郎ろうと真ま希きは無事に仲間の少女達の許もとへ戻もどる事が出来た。少女達は二人が戻ると大おお騒さわぎだった。安あん堵どしたやら、喜ぶやらで、じっとしていられなかったのだ。だが当事者の二人はそうではなく、むしろ逆に黙り込んでしまっていた。特にその傾けい向こうが強いのは孝太郎で、『揺ゆり籠かご』に戻るなり一人で考えたい事があると船室の一つに閉とじ籠こもっていた。

「………まさかエゥレクシスがあんな事を考えていたとは………」

　孝太郎は船室に置かれている椅い子すに腰こしかけ、頭を抱えていた。エゥレクシスの提案に対して、どう答えたらいいのかが分からない。もちろんエルファリアやキリハに相談しなくてはいけないのだが、その前に孝太郎自身がどうしたいのかは決める必要があった。しかしこの問題は簡単に答えが出るようなものではない。

　―――エゥレクシスはああ言っていたが、やり手のあいつの事だから、向こうには勝算があると考えるべきだろうな………。

　ヴァンダリオンを権力から切きり離すまでの、一時的な休戦と協力。だがわざわざ提案してくる以上は、エゥレクシスはその先での勝算があるから言ってきていると考えた方がいいだろう。従って孝太郎側から見た場合の勝算は、このまま戦い続ける場合よりも下がる可能性が高かった。

　―――それでも、フォルトーゼの国民の為を想おもえば、あの提案を受けるべきなんじゃないだろうか………。

　このまま戦いが拡大すれば、国民に大きな負担を強いる事になる。それが許されるのはヴァンダリオンが暴ぼう虐ぎやくを尽つくすと分かっているからだ。だがもしヴァンダリオンの暴走を止められるなら、エルファリアの復権より優先される事がある。それは国民の生命と暮らしを守る事。同時にそれはアライア皇女から連綿と続く、皇家の誓ちかいでもある。その視点に立てば、戦いの場が戦争から政治の場に移るというのなら、多少不利であっても受ける価値はあった。

　それに最終的にエゥレクシスが権力を握にぎった場合、現在のそれとは違うだろうが、極きよく端たんに悪い国にはならないだろうという事は想像が付いていた。ヴァンダリオンとの比ひ較かくなら言うまでもないだろう。その意味においても、リスクは大きく低減されると言える。エゥレクシスはそう言っていたが、孝太郎自身の感覚としても、決して悪い取引ではない気がしていた。

　―――それに俺自身の問題もある。桜さくら庭ば先せん輩ぱいがシグナルティンとの契けい約やくを破は棄きすれば、俺はかなりの力を失う。その状態で俺は戦い続ける事が出来るのか？

　エゥレクシスの提案を蹴けった場合、予想される一番危険なシナリオは孝太郎が戦死するというものだ。ヴァンダリオンとエゥレクシスの双方にとって、現状で一番厄やつ介かいな障害は孝太郎の評判の高さだろう。従ってどちらも孝太郎を倒す事を積極的に狙ねらってくる。つまり先日のホテルにおける戦いのようなものが、頻ひん発ぱつするようになるのだ。それをシグナルティンなしで潜くぐり抜けられるのかどうか。孝太郎はそれを難しいと考えていた。短期的には可能かもしれないが、長期に亘わたって続けられるとは思えない。そして孝太郎が死んでしまえば、新生フォルトーゼ正規軍の勢いは急激に衰おとろえる。ヴァンダリオンが勝利してしまう可能性は大きくなるだろう。

「………それでも、フォルトーゼをあいつらにくれてやるのは抵てい抗こうがある………」

　孝太郎の胸の中で、二千年前の世界で収しゆう穫かく祭さいの夜に垣かい間ま見みたアライアの悩みと同じものが、ぐるぐると渦うずを巻いていた。道理としては、何も悪い事をしていないエルファリアやティアが権力の座を追われるのは間違いだ。リスクがあろうとも、エゥレクシスの提案を蹴り、ヴァンダリオンを打うち倒すべきなのだ。しかしその道理を抑おさえ込んででも、国民とその暮らしを守るべきなのかもしれない。実際、アライアはそうしようとしていた。ならば孝太郎もそうするべきなのではないか―――そう思いつつも、アライアと皇家が二千年のあいだ守り通した国が敵の手に落ちるというのは、感情的に受け入れにくかった。

「………俺はどうしたらいい………？」

　孝太郎の悩みは深い。国と国民、その両方を守るという事は、全すべてを守ると言っているに等しい。この局面においては非常に困難だと言わざるを得ない。孝太郎は予期せずフォルトーゼのヒーローになってしまった。それ故ゆえの弱点が、表面化し始めていた。

「………何をすれば、一番望ましい結果になる………？」

　そうやって孝太郎が一人考え込んでいた時の事だった。

　ピー

『おやかたさま！』

　突とつ然ぜん船室の壁かべに設置されている通信装置が作動して、空中にルースの立体映像を映し出だした。いつもは温和なルースだが、この時は何故なぜか表情も声も興奮気味だった。そしてその理由はすぐに明らかとなった。

『ハルミ様が目を覚ましたそうです！　そしておやかたさまと、直接会って話がしたいと仰おつしやっているそうなんです！』

「なんだってっ!?」

　ルースから事情を聞いた瞬しゆん間かん、孝太郎は椅子を蹴るようにして立ち上がると、部屋を飛び出した。それはブリッジへ行って詳しい話を訊きく為ため。この時ばかりは流石さすがの孝太郎も、エゥレクシスとの話を忘れていた。










　孝太郎達が出で掛かけている間、晴海はるみの看病はエルファリアが担当していた。ちなみにこれはエルファリア自身が申し出た事だ。晴海がアライアの生まれ変わりであるならば、マスティル家としては他人任せには出来ない。だから晴海が目を覚ましたという報告は、そのエルファリアから届いた。目覚めた晴海は髪を銀色に輝かがやかせ、エルファリアに孝太郎を呼んで欲ほしいと告げたという事だった。

　だから拠きよ点てんへ戻った孝太郎は、脇わき目めも振らずに晴海の病室へ向かった。孝太郎が負担を強いたせいで倒れた晴海。その無事を一刻も早く確かく認にんしたかった。

　コンコンッガラッ

「桜庭先輩！」

　孝太郎はノックの返事も待たず、勢いよくドアを開けた。スライド式のドアは一いつ瞬しゆんで全開となり、反対側で跳はね返って戻ってくる。そしてそのドアが閉じる前に、孝太郎はもう病室へ飛び込んでいた。

「いらっしゃい、里さと見み君」

　銀色に輝く髪と、どこまでも澄すんだ瞳ひとみ。病室の奥に置かれたベッド、その上で身体からだを起こした晴海は、いつもと変わらない穏おだやかで優やさしい表情で微笑んでいた。そんな彼女の姿を見た瞬間、孝太郎は安堵のあまりその場に座すわり込んでしまいそうになった。しかし彼女の様子を間近できちんと確認したいという思いがかろうじて身体を支え、孝太郎はベッドに近付いていった。

「先輩、身体は大丈夫ですか？」

「大丈夫ですよ、これぐらい。相変わらずコータロー様は心しん配ぱい性しようですね？」

「………先輩？」

　孝太郎は晴海の言葉に違い和わ感かんを覚えた。晴海は孝太郎の事を『里見君』と呼ぶ。『コータロー様』と呼ぶのは別の人物だった。

「はい？」

「また、陛下がおいでなのですね？」

「そのようですね。自分ではよく分からないのですが」

　彼女は銀色に輝く髪をなびかせ、晴海のように、アライアのように笑う。彼女にとっては、もはやどちらがどうという区別はなくなっていた。

「俺にももう、よく分かりません」

「おかしな気分です。有り得ないと思っていた事が、本当になってしまったので」

「それはアライア陛下になりたいという事の方ですか？　それとも普ふ通つうの女の子になりたいという事の方ですか？」

「里見君………ふふふ、コータロー様には敵かないませんね………その両方だと思います。私達は自分同士で、お互いに持っていないものを羨うらやんでいたのです」

　カチャ

　晴海はベッドの脇わきに立てかけられていたシグナルティンを手に取った。

「そして私とわたくしは今、その両方の願いを叶かなえました。わたくしは貴方のお姫ひめ様さまであり、同時に私は普通の女の子なのです。こんなに幸せな事はありません」

　そして晴海はシグナルティンを孝太郎に差し出した。

「だからこれをお持ち下さい。これは晴海とアライア、双方の願いなのです」

　晴海が青騎士でもある孝太郎の隣となりに並ぶには、アライアが必要だった。

　アライアが普通の少女として生きるには、晴海が必要だった。

　そして晴海とアライア、双方が望んでいる。たとえ何を引き換えにしようとも、孝太郎を守りたいと。それは二千年の時を経へてなお色いろ褪あせない、ただ一つの願いだった。

「それは受け取れません。理由はお分かりの筈です」

　しかし孝太郎は首を横に振った。シグナルティンには彼女の命が半分入っている。このまま戦い続ければ彼女の負担は増し、再び今回と同じように倒たおれるだろう。その時に彼女がまた目覚めるかどうかは分からない。負担は増えるのだから、むしろそうではない可能性の方が高かった。

「どうか剣けんとの契約を解除して下さい！　このままでは大変な事になります！」

「私の命などどうなっても良いんです。大切なのは里見君です」

「そんな筈ないでしょう！」

「いいえ、構いません。仮にわたくしが命を落とそうとも、コータロー様がその剣をお持ちである限り、何度でも生まれ変わってお傍そばに参ります」

　今の彼女は二千年前とは違ちがって、フォルトーゼを背せ負おってはいない。自分がやりたいと思う事をそのままやる事が出来る。孝太郎を守って命を落とす事さえも、彼女が好きなようにやって構わなかった。

「ふざけるなっ!!」

　孝太郎が晴海とアライアに、明確な怒いかりを示したのはこれが初めてだろう。晴海とアライアが口にした事は、孝太郎にとってどうしても受け入れられない内容だった。

「貴女あなたには残された俺達がどう思うのか分からないのかっ!?　俺達はどんな顔をして桜庭先輩の家族に会えばいいっ!?　演劇部の人達たちだって、クラスメイト達だって、貴女が帰らない事を悲しむんだぞっ!!」

　孝太郎が許せなかったのは、晴海とアライアの近視眼的な部分だった。地球に残して来た人達の事が、考えに入っていない。桜庭晴海という人間を待っている人達がいる。それを思い出して欲しかったのだ。

「いいえ、分かっていないのは貴方あなたです、里見君。貴方がもし死んでしまったら、ティアミリスさんが、クランさんが、ルースさんが、早さ苗なえさんが、キリハさんが、ゆりかさんが、真希さんが、静しず香かさんが………どう思うのか分からないんですか？」

　同じ女の子だから、彼女は他の少女達の気持ちが分かっている。その誰だれもが、孝太郎の為になら命を捨てられる。だから孝太郎が死ねば、誰もが思うだろう。どうして自分が身代わりになれなかったのかと。そんな九つの深い絶望が、現れるのだと。
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「だからといって、貴女の命を優先的に使っていいという話にはならない！」

「わたくしとて進んで死にたい訳ではありません。コータロー様や皆みな様が、今の両親や学校の人達が大好きです」

「だったら―――」

「この先、貴方がどのような道を選ぶのかは分かりません。けれどどの道を選ぼうと、どこかに歪ゆがみが生じる。だとしたら、その歪みは最初にわたくしが引き受けます。わたくしであれば、剣に導かれて戻る事が出来るのですから」

　晴海の中にあるアライアの部分が、現在の状況を正しく理解していた。孝太郎がシグナルティンの使用を止めれば、いずれ重大な危機が訪おとずれるだろう。その時に誰かの命が失われてしまうぐらいなら、シグナルティンを使い続けた方が良い。晴海なら生まれ変わって戻って来られるが、孝太郎にも他の少女達にも、生まれ変わって戻ってくる力はないのだから。

　―――このまま戦い続ければ、桜庭先輩は死ぬ………。

　晴海の主張はあまりにも純じゆん粋すいで、そして残ざん酷こくなほどに正しかった。そうである以上、晴海はシグナルティンとの契約を解除しないだろう。解除しないのであれば、使わなくても守護の魔力は働き続ける。そして晴海も魔力を振るい続けるだろう。つまりこのまま戦い続けるという事は、晴海が死ぬという確定的な未来に突き進すすむ事を意味している―――孝太郎にはそんな風に思えるのだった。










　孝太郎は晴海との話が済むと、キリハとクランを連れ、エルファリアの部屋を訪ねた。この三人に今後の事について相談をする為だった。晴海と話をした時に、孝太郎の考えは概おおむね決まっていた。この先は現実的にどうするのかという段階だった。

「ようやくわたくし達にも話す気になったんですのね？」

「悪かったよ。ちょっと事が事だったんでな」

「………余よ程ほどの内容のようですわね」

　当初クランはからかい気味だったのだが、孝太郎の様子が過去にも何度か見た特別なものだったので、すぐにきちんと話を聞く態勢に移った。彼かの女じよも流石さすがにもう、箱入りお姫様は卒業していた。

「決心はついたのか？」

「キリハさん、俺おれがエゥレクシスから何を言われたのか分かってたのか？」

「大体はな。この状況で汝なんじだけを呼んで秘ひ密みつ裏りに話をする内容は幾いくつもない。その中で汝が迷うとなれば―――とまあ、そういう事だな」

　キリハは落ち着いた様子で胸の内を明かす。彼女には概ねエゥレクシスの話の内容が想像できていたので、孝太郎が決断するのを静かに待ち続けていた。

「それでレイオス様、エゥレクシスは具体的には何と？」

　エルファリアも事情はキリハと同じようなものだ。彼女の場合はエゥレクシスに関する情報は乏とぼしかったが、政治家としての経験から似たような結論に至っていた。

「エゥレクシスは俺に、寝返るように言ってきた」

「それは本当ですの!?」

　だから孝太郎が会談の内容を明かした時、驚おどろいたのはクラン一人だった。

「ああ」

「そうでしたの………しかし寝返るという事は、ヴァンダリオンに付くという事になりますし、当然断るんですわよね？」

　だが驚きはしたものの、クランは孝太郎が皇家を裏切らないという点に関しては全く疑っていなかった。だから彼女はすぐに落ち着きを取とり戻し、孝太郎に先を促うながした。

「俺もそのつもりで断ろうとしたんだが、そうしたらエゥレクシスの奴やつ、とんでもない事を言い出した」

　これまでは静かに話を聞いていたキリハとエルファリアの視線が上がり、孝太郎の瞳を真っ直すぐに見つめる。二人ともここまでは予想が付いていたのだが、この先は複数の展開が予想されていた。彼女達たちにとってはここからが本題だった。

「ヴァンダリオンの一派から離れて独自に行動を起こしたいから、俺に手を貸せって言うんだ。正確には俺の影響力が欲しいらしい」

「有り得る話だ。フォルトーゼの国民は汝を青騎士と同一視し始めている。今から新たに事を起こす場合は、汝の看板が喉のどから手が出るほど欲しいだろう」

「私がレイオス様のお名前を使おうとすれば、苦くるし紛れに青騎士の伝説を利用しようとしていると取られてしまいかねませんが、このタイミングで事件の第三者が使おうとするならば、そのリスクは大きく低減されます。使わない手はないでしょうね」

「それでベルトリオン、あの男は具体的に何をするつもりですの？」

「皇族会議を動かして、事件の解決までの代理の皇こう帝ていを立てるつもりらしい。そして俺に代理の皇帝を支持させたいんだ」

「そうか、それで貴方の名前が必要ですのねっ!?」

　クランにも事情が呑み込めてきた。確かにこの事情なら、彼女にも孝太郎が悩んでいた理由がよく分かる。国民を守りつつ、大おお枠わくでは皇家を裏切らないから、孝太郎は悩んでいたのだ。

「察するに、ヴァンダリオンを権力から切り離はなすまでの一時的な休戦といった所か」

「ああ。そこから俺達はエルの復権を目指すし、連中はその皇帝代理をそのまま即そく位いさせようとする」

「戦いの場が戦争から政治の場へ移る。ですが恐おそらく私が復権する可能性は、このまま戦い続けるよりも低くなってしまいますね」

「俺もそう思う。でなきゃ向こうはこんな提案はしないだろうからな。だが間違いなく、戦争の犠ぎ牲せい者しやは少なくなる。それにヴァンダリオンに負けた場合に比べて、エゥレクシスに負ける場合の方がリスクは低い」

「困りましたわね………道理と正義を優先すれば、多くの人命が失われる。けれど人命を優先すればエルファリアさんの復権の可能性は下がり、復権が果たせなければいずれエゥレクシスが帝てい政せいそのものを終わらせてしまう………」

「今を生きる人々の命か。それとも今日までずっと積み重ねられてきた二千年分の犠牲と信念か………私達はその選せん択たくを迫せまられている訳ですね」

　このエルファリアの言葉が問題の本質だった。現在のフォルトーゼを生きる国民達に犠牲を強いるのか、それともフォルトーゼを守る為に命を懸けた数え切れない人達の犠牲を無む駄だにするのか。どちらも無視するのは間違っているように感じられる。一方を選ぶのは難しい問題だった。

「これをさらに難しい問題にしているのは、シグナルティンの問題だ」

「あっ………」

　クランが目を丸くする。そこはクランの盲もう点てんだった。

「ただでさえヴァンダリオンの攻こう撃げきが厳しくなっているから、戦い続ければ桜庭先輩への負担が大きくなる。そうなれば当然………」

　孝太郎はその先を口にする事が出来ない。だが、誰もがその部分をよく理解していた。晴海が死ぬ。そしてその先の戦いが厳しくなる。大勢が決した後にそれが起こったならともかく、その途と上じようであればリスクは計り知れない。そこまで含ふくめて考えると、最初からシグナルティン抜ぬきで戦うよりはまし、という程度のリスクになるだろう。

「そしてシグナルティン抜きで戦う場合は、我らの勝算は大きく下がる事になる」

　言葉を途と切ぎれさせた孝太郎に代わり、キリハが話を続ける。だがやはり彼女も、孝太郎が言わなかった部分には言げん及きゆうしなかった。

「何故ならば、向こうは孝太郎の殺害を繰くり返かえし狙ってくるだろうし、国民は孝太郎がシグナルティンを振ふるって戦う姿に意味を見み出いだしているからだ」

　孝太郎は国民から青騎士と同一視され始めていて、その事が新生フォルトーゼ正規軍の支持を大きく高めている。だからヴァンダリオンは孝太郎を殺す事で、国民のイメージの変化を狙う筈だ。青騎士が敗れたと取られても、やはり孝太郎は青騎士ではなかったと取られても、ヴァンダリオンにとって有用な結末となる。

「その場合は、勝ったとしても犠牲は大きくなっているでしょう。きっと私達も無事では済まない筈です。どうしても何人か………」

　孝太郎が生き延びられたとしても、シグナルティンを振るわなくなる以上、勝算は低下するし犠牲は増える。例えば再び壱いち式しき改かいが現れた場合などに、より多くの犠牲を出す事は間違いないだろう。また国民は孝太郎がシグナルティンで鮮あざやかに勝利する姿を待っている。孝太郎が苦戦するようになれば国民の心が離れ、騎き士し団だんや企き業ぎようからの支し援えんが滞るようになり、やはり勝ったとしても大きな損害を被こうむる事になるだろう。

「シグナルティン抜きで負けた場合が最悪のケースですわね。犠牲の規模は………考えたくもありませんわ………」

　一番最悪のケースは、今すぐにシグナルティンの使用を停止した上で、ヴァンダリオンに勝利出来なかった場合だ。フォルトーゼの国民に多大な犠牲を出し、しかもヴァンダリオンに国を乗っ取られる。その先にある未来がどんなものなのかは簡単に想像が付くが、それを想像したい人間はこの場には居なかった。

　どの道を進もうと犠牲が出る。それは晴海が孝太郎に言った、歪みを孕はらんだ未来。その意味は重く、部屋には同じだけの重さの沈ちん黙もくのヴェールが下りた。誰かが次の言葉を発するまで、たっぷりと数十秒を要したほどに。

「………それで孝太郎、汝はどうしたいのだ？」

「俺は―――」

　そうして孝太郎は三人に話し始めた。自分が一体、どのような未来を望んでいるのか、という事を。










　三人との話を終えた孝太郎は『青騎士』の中にある展望ルームにいた。そこに立って前を向いていると、足元以外の全ての方向に星が見える。見慣れぬ星空だったが、輝いている星を見ていると不思議と気持ちが落ち着く。地球から遠く離れた場所にいるという事を忘れてしまいそうだった。

「フォルトーゼの、星空はどうじゃ、コータロー」

　そうして立っている孝太郎の背中に、ティアが声をかけた。ティアは孝太郎に呼ばれてこの場所へやってきた。彼かの女じよは走ってここまでやってきたので、その声は途切れ途切れだった。

「不思議と懐なつかしい気持ちになるよ。別の星からだけど、二千年前にも見ているからかもしれないな」

「懐かしい………？　ふふっ、ふふふふっ、あははははははっ!!」

　孝太郎の返事を聞いたティアは弾はじけるような勢いで笑い出した。ティアが唐とう突とつに笑い出した事を不思議に思い、孝太郎は背後を振り返る。するとすぐ後ろにいたティアは、笑いながら目元に滲にじんだ涙なみだを拭ぬぐっていた。

「何か変な事を言ったか？」

「いや、おかしいのはわらわじゃ。じ、じつはのう、かつてわらわは悩んでおった」

　ティアは顔を上げ、孝太郎をじっと見つめる。拭った筈の涙が、もう一度その頬ほおを流れ落ちて行く。

「もしそなたを婿むことしてフォルトーゼへ連れて帰ったら、そなたは星空を見上げて地球を捜し、寂さびしがるのではないか、とな」

「ああ………」

　ここで孝太郎にもティアが笑っている理由が分かった。だから孝太郎の方も笑え顔がおになった。

「なのにそなたときたら『懐かしい気持ちになる』と言いよる。わらわの悩みは、全くもって無駄だったのじゃ」

　ぽこっ

　ティアが孝太郎の足を蹴る。だがそれは痛みを感じるほど強いものではない。だから孝太郎は笑顔のままティアの頭に手を乗せ、彼女の蹴りと同じような強さで叩たたいた。

「無駄ではありませんよ、皇女殿でん下か。騎き士しとしましては主君にそのように思って頂けている事を誇ほこりに思います」

「婿じゃ、婿！　この意地悪っ！」

　ごんっ

　この二発目の蹴りは本気だった。

「いてっ!?」

「………それでコータロー、話とは何じゃ？」

　ティアは出来ればずっと、孝太郎と馬ば鹿かな事をしていたかった。しかしそれと同じくらい、ここに呼ばれた理由が気になっていた。だからひとしきり馬鹿な事をして納なつ得とくした時点で、本題を切り出した。

「勝手だなぁ、お前は………」

　孝太郎はまだ蹴られた足が痛かったので、真ま面じ目めな話をする状態ではなかった。しかし幸い何秒もしないうちに痛みは引き始めた。

「そなたほどではない」

「………そうかもしれないな」

　そして二つ三つ言葉を交かわすうちに痛みは消えてくれた。また孝太郎には急がねばならない事情もある。孝太郎は気を取り直し、ティアをここへ呼んだ理由を話し始めた。

「実はお前に詫わびなければいけない事がある」

「なんじゃ？」

「エゥレクシスとの会談の内容だが、お前には話せない」

「どうして？　わらわはそなたの主君じゃぞ！」

「だからこそなんだ。お前の行動が普ふ段だんと変わってしまうと、俺がやろうとしている事の結果が変わってしまう」

「………それは遠回しに馬鹿と言っているように聞こえるぞ」

「お前の会見を見ているとどうしてもな」

「それを言うでない！　ずるいぞコータロー！」

　ティアにも自覚がある。自分は隠かくし事ごとには向いていないと。それでも孝太郎の考えが分からない事や、蚊帳かやの外になる事は悔くやしくて仕方がない。孝太郎はキリハやクランには事情を明かしたのだから。

「分かってる、お前が腹を立てる事もな。でも、その上で頼たのみたい事があるんだ」

「言うてみよ！　従うとは限らんがな！」

　すっかりへそを曲げたティアは、軽く頬を膨ふくらませて腕うで組ぐみをし、横目でじろりと孝太郎を睨にらむ。この状態のティアは、正しい事を言っても反発するという、子供のような精神状態にある。それが分かっているのに、孝太郎はあえて告げた。

「これからの数日間、お前が驚くような事が沢たく山さん起こると思う。その時に俺が何をしようと、何を言おうと………馬鹿みたいに俺を信じていてくれないか？」

「そ………」

　そんな孝太郎の言葉を聞いた途と端たん、やはりティアの感情は大だい爆ばく発はつを起こした。そして彼女は孝太郎の批判を始める。だが、その方向は少しだけ孝太郎の予想とは違っていた。

「そんな事をわざわざ確認するでないっ、この馬ば鹿か者ものがぁっ!!　わらわがそなたを信じずに、一体誰を信じるというのじゃあっ!?」

　怒おこったティアは拳こぶしを堅かたく握り締しめると、孝太郎に向かって思い切り突き出す。孝太郎はそれをあえて避よけずに、そのまま受けた。

　ガシッ

　全力の一いち撃げきだったので、ティアの拳が右頬に当たった瞬間、孝太郎は激しい衝しよう撃げきを受けた。視界が大きく揺れ、一瞬だが意識が遠とお退のく。

「わらわがそんなに簡単にそなたを好きになったと思うておるのかっ!?　そなた以外にはおらんのじゃっ!!　なのに何故っ、そなたにはそれが分からぬっ!!　信じるに決まっておろうがっ!!」

　ガシッ

　今度は左。

「………痛いぞ、ティア」

「そなたはアホじゃから、痛くしないと分からんじゃろうっ!?」

　ティアは泣いていた。殴なぐったのはティアの方なのに、まるで彼女の方が殴られたかのようだった。だから孝太郎は頬に衝しよう突とつしたままになっているティアの左拳を取り、そっと握り締めた。

「おかげでよく分かった。童話のお姫様みたいに、信じて待っていてくれ」

「よかろう。ただし、帰ってきたらお仕置きじゃからな？」

　ティアが泣いていたのは、蚊帳の外に置かれる事が悔しかったからだけではない。孝太郎の言葉の向こう側から感じ取ったのだ。孝太郎は今、ティアに別れを告げていると。場合によっては、もう戻って来ないのだと。

「分かってる。お前の言う事は何でも聞いてやる」

「ならば行くがよい。そしてそなたが必要だと思う事を、存分にして参れ」

「………仰おおせのままに、マイプリンセス」

　ティアは必死に涙を堪こらえて、何とか笑顔を作ろうとした。だが、結局ティアはその試みに失敗した。だから孝太郎が別わかれ際ぎわに見たのは、必死に笑おうと頑がん張ばっている、ティアの泣き顔だった。










　最初に孝太郎の不在に気付いたのは早苗だった。彼女はお菓か子しを食べようと袋ふくろを開かい封ふうした時に、一いつ緒しよに食べようと孝太郎を捜し始めた。だが『青騎士』の中を幾ら探しても、孝太郎は見付からない。そこで早苗は仲間の少女達たちに孝太郎の居場所を尋たずねて回った。しかしルース、静香、ゆりかに尋ねたところで、孝太郎だけでなく真希とキリハ、クランまで居なくなっている事が分かった。早苗はそれをティアに報告しに行ったので、ティアも知るに至った。

「だからさぁ、ティア！　あんたなら孝太郎達がどこに行ったか知ってんじゃないかと思って！」

「………そうか、コータローは行ってしもうたか………」

　ティアには薄うす々うす分かっていた事ではあった。だが実際に置いて行かれてしまうと、分かっていた事であってもショックは大きかった。

「やっぱり何か知ってるの!?」

「いや。わらわは詳くわしい話を教えて貰もらえなんだ。漠ばく然ぜんと、どこかへ行くつもりであるらしい事は分かっておったのじゃが………」

　ティアは力なく肩かたを落とした。その姿と霊れい波はを見て、本当に知らないのだと察した早苗は、別の人間に目を向けた。

「晴海は？　晴海は何か知らない？」

　早苗がティアを見付けたのは晴海の病室だった。ティアは晴海の見み舞まいにやってきていたのだ。だから早苗はベッドの上にいる晴海にも同じ疑問をぶつけた。

「いいえ。里見君は私には何も言いませんでした。シグナルティンは持って行ったようですが、魔ま力りよくを絞しぼって位置が分からないようにしています。こちらからの呼びかけにも応じようとしません」

　晴海は寂しそうに目を伏ふせた。孝太郎が真実を明かし、連れて行ったのはキリハとクラン、真希の三人。意識が戻ったばかりだから、晴海が真っ先に除外されたのは分かる。当たり前の判断だろう。だがそれでも晴海は、一言もなく置いて行かれてしまった事が寂しくてならなかった。

「そっか………何処へ行ったんだろうね………」

「殿下、やはりエゥレクシスとの会談に絡からんでの事でしょうか？」

　早苗の声のトーンが落ちたので、一緒にやって来ていたルースが代わって話を進める。孝太郎が居なくなった理由として、少女達が真っ先に思い付くのは、やはり例のエゥレクシスとの秘密会談だった。

「多分そうじゃろうな。何をするつもりなのかは分からぬが、かなり思い切った事をするつもりなのは確かじゃろう。キリハとクラン、マキを連れて行ったのじゃからな」

　キリハとクラン、真希に共通しているのは、頭脳派であるという点だ。この三人を連れて行った以上、情報収集や交こう渉しよう、工作が目的であるという事は間ま違ちがいないだろう。しかもこのタイミングなので、些さ細さいな事ではない。孝太郎がティアに言い残したように、驚くような何かが起こるに違いなかった。

「分かんない事だらけだね………」

　病室を沈黙が支配する。孝太郎が何をしようとしているのかが分からず、残された六人の少女達には、あれこれ想像する事しかできない。それがもどかしくてならなかった。

「………あのあのぉ、ティアちゃんのお母さんならぁ、里見さん達の事を何か知ってるんじゃないですかねぇ？」

　珍めずらしい事に、解決策を示したのはゆりかだった。いつもはだらけているゆりかも、孝太郎が居なくなればだらけてはいられなかった。必死に頭を働かせたゆりかは、自分なりの解決策を見出したのだ。

「今日は冴さえてるわね、ゆりかちゃん。確かに、皇帝陛下に何も言わずに行くとは思えないわよね！」

　静香は笑顔を作ると胸の前で両手を合わせる。静香にはゆりかの言葉は正しいように感じられた。そしてそれは他の少女達にとっても同じだった。

「よし、早さつ速そく母上のところへ―――」

　ピピピピッピピピピッ

　だがそれを実行に移す直前、ルースの腕うで輪わがアラームを鳴らした。それは中程度の危険を示すアラームだったので、大きな音と光を伴ともなうものではなかったが、六人の少女達の顔にはすぐに緊きん張ちようが走った。そうして他の少女達が息を呑のんで見守る中、ルースは腕輪を操そう作さしてアラームが鳴った理由を調べた。

「殿下、一大事です！」

「何があった!?」

「合流ポイントへ向かっていた味方の艦かん隊たいの一部が、ヴァンダリオンの艦隊に襲おそわれた模様です！」

　ティア専用の宇宙戦せん艦かんである『青騎士』は強いが、それでもたった一隻せきでフォルトーゼ星系内をウロウロするのは正気の沙さ汰たではない。そこで味方の艦隊と合流して行動を起こす手て筈はずになっていた。しかしその一部が、合流前に皇国軍の艦隊に襲われた。合流されれば手を出しにくくなるので、合流前を狙うのは皇国軍としては当然だろう。

「ええいっ、母上の事は後回しじゃ！　者共、ブリッジへ参るぞ！」

「ティアミリスさん、私も行きます」

「ハルミはそのまま寝ねておれ！　どうせ艦隊戦じゃ！」

　孝太郎達の事は気になるが、どの道ティア達がすぐにどうこう出来る話ではない。今重要なのは目の前の危機にどう対応するかという事だった。










　ティア達がブリッジに駆かけ付つけると、既すでにメインコンピューターの人工知能が情報収集を開始していた。交戦する予定の場所についての情報や、味方と敵の数や配置といった情報が、次々に立体映像へ投とう影えいされていった。

「状じよう況きようは!?」

『戦力比二対三、放置すれば当とう該がい艦隊は壊かい滅めつ的てき打だ撃げきを受けると推定。信しん頼らい度どは九十五パーセント』

　攻撃を受けているのは戦艦一、空母一、駆く逐ちく艦かん一、防衛艦一という編成の、シンプルで小さな艦隊だ。それに対して皇国軍の艦隊は戦艦と駆逐艦が一隻ずつ多い。火力に大きな差が存在しており、このまま放置すれば一方的にやられてしまう可能性が高かった。

「味方の援えん軍ぐんは送れんのか!?」

『否定的推論。空間歪わい曲きよく航法の跳ちよう躍やく誤差により、壊滅前の合流は困難』

　問題の艦隊は空間歪曲航法、いわゆるワープの準備をしている最中に敵が接近してきたので、自力での脱だつ出しゆつは不可能に近い。またそこへ味方の援軍を送っても、ワープの誤差で合流まで十分以上かかる計算となり、合流前に戦せん闘とうが終しゆう了りようしている可能性が高かった。

「待て、この『青騎士』なら可能ではないのか!?」

　しかしティアはまだ希望を捨てていなかった。星図を見た限りでは、自身の『青騎士』であれば間に合うように思えたのだ。幸い『青騎士』は合流地点へ向かう為のワープの準備は済んでいた。艦隊が襲われたのは合流地点よりもずっと近い宙域なので、多少設定をいじるだけで辿たどり着つける。皇族の専用艦は、通常の戦闘用艦かん艇ていと比べるとワープの精度は桁けたが違う。つまり他の艦で十分の誤差なら『青騎士』は一分以内。その時間であれば、問題の艦隊が持ちこたえている可能性は高かった。

『否定的推論。当艦の合流により戦力差は埋うまるものの、交戦開始後の合流なので勝率は五割をやや下回ると推定。皇族の乗じよう艦かんでの実行は戦略的に推すい奨しようされず』

「ところが我らは普通ではない！　五割近いなら負けはせぬ！」

『警告、戦略的な判断を推奨』

「やかましい！　ごちゃごちゃ言うておらんで、当該宙域へ空間歪曲航法！」

『仰せのままに、マイプリンセス』

　人工知能は反対していたが、ティアは自信満々だ。勝算が五割を切ると言っても、それはあくまで普通の皇族級宇宙戦艦の話だ。孝太郎が居ないので今の『青騎士』は他ほかの皇族級宇宙戦艦とそう変わらないが、それでも乗員が普通ではない。魔ま法ほうと霊れい力りよくを備えた『青騎士』ならば、五割の勝算なら間違いなく勝てる。ティアはそう確信していた。










　ティアの『青騎士』が問題の宙域に辿り着いた時、戦闘はもう始まっていた。事前に得た情報の通り正規軍の艦かん船せんは四隻で、皇国軍の艦船六隻と真正面から砲ほう撃げき戦せんを繰り広ひろげていた。もちろん火力で劣おとるので状況は悪い。先頭に立って防ぼう御ぎよを専門に担当する防衛艦は既にバリアーが崩ほう壊かいしかかっていた。

「フラッグ！」

『警告、集中攻撃を受ける恐れがあります』

「そうさせたいのじゃ！　黙だまってやれ！」

『仰せのままに、マイプリンセス。ビームフラッグ展開、識別信号変へん更こう』

　ティアは戦闘宙域に入るなり『青騎士』に旗を上げさせた。旗といっても実物の旗ではなく、ビームが描えがき出だす特別製だ。金色に輝かがやくビームが『青騎士』の上方に花の形をした紋もん章しようを描き出す。同時に識別信号が通常のものから特別のものへ変わる。旗も信号も、ティアミリス皇女が乗艦している事を示すもの。二千年不敗のマスティル家が、出しゆつ陣じんして来ているという証あかしだった。

「殿下、戦艦一隻と駆逐艦二隻が回頭、こちらへ向かってきます！」

「慌あわてよったな！　それでは良い的じゃぞ！」

　ティアが自ら出陣して来ているという情報は、皇国軍の兵士達にとって重大な意味を持つ。既に世論が動いているので、皇家に対して弓を引くという行こう為いはそのまま士気の低下に繋つながる。そうならなかった者の多くは手て柄がら取りに躍やつ起きになる。どちらにも当てはまらない者だけが冷静に行動出来るのだが、残念ながら三隻の艦かん長ちようはそうではなかった。

「皇国軍駆逐艦大破、戦線を離り脱だつしていきます！　残る二艦は損傷軽けい微び、進路そのまま、こちらへ向かってきます！」

　もちろん目の前で横を向いた敵てき艦かんを見み逃のがす手はない。正規軍の艦艇は砲ほう撃げきを集中させ、駆逐艦のうち一隻を大破させた。残念ながら残る二隻は損傷は殆ほとんどなく、ティアを討つべく戦列を離れ『青騎士』へ向かってきた。

「上出来じゃ！　褒ほめて取らす！」

　敵が二手に分かれたおかげで、正規軍と皇国軍の戦力比が逆転した。正規軍の四隻せきと向かい合っているのは、皇国軍の戦せん艦かん、空母、防衛艦。数で勝まさるので、余程の悪手を打たねば酷ひどい事にはならない。あとは『青騎士』に向かって来ている戦艦と駆く逐ちく艦かんの一隻ずつをどうにか出来れば、正規軍の勝利は確実になるだろう。

「サナエ、ユリカ、頼む！」

「あいあいさー！」

「頑張りますぅ！」

「たかだか二隻で我らに勝てると思うなよ！」

　この『青騎士』の操そう艦かんには幾つかの方法があるが、今は戦せん闘とう機きのそれによく似た操縦席に座すわっているティアによって行われていた。ティアは『青騎士』の船首を接近してくる皇国軍ぐん艦かんの方へ向けると、推進器を全開にさせる。一見無防備な突とつ撃げきに見えるかもしれないが、実際はそうではない。

「おとめちっくぱわぁ、ふるちゃーじ！　あーんど、さなえちゃんねる！」

「グレーターパーフェクトイリュージョン・モディファー・エフェクティブエリア・コロッサル！」

　早苗のおかげでティアの反射神経は極限まで引き上げられ、また敵の攻撃を来る前に察知できる。加えてゆりかの魔法で『青騎士』の周囲に数隻ずつの偽にせ戦艦と偽駆逐艦が出現し、皇国軍を大混乱させていた。もちろんフォルトーゼ製のセンサーを騙だませるほどの完かん璧ぺきな幻げん影えいを極きわめて広い範はん囲いに作り出したので、ゆりかの魔力は殆ど使い果たされた。おかげで今のゆりかには応おう援えん以外に出来る事はない。だがこの状況においては、正しい選択だろう。

「よくやった二人とも！」

「ぶい！」

「後はよろしくお願いしますぅ」

　ティアは早苗とゆりかの働きに満足しながら、『青騎士』で敵の艦艇に向かって突っ込んでいった。敵の砲撃は周囲の幻影に対しても行われるので、『青騎士』に向かって飛んでくる数は少ない。そしてその数であれば、早苗の力を借りたティアなら回かい避ひするのも難しくはない。それでも多少は命中打を浴びるが、それではバリアーは破れない。ティアの突撃は決して蛮ばん勇ゆうではなかった。

「この分だと私とおじさまの出番は無いわね」

「ここは我らに任せよ！」

「シズカ様を出さずに済ませます！」

　そしてもちろん、攻撃されるままではない。ティアは『青騎士』を巧たくみに操あやつって敵の攻撃を避けながら、反はん撃げきを開始した。

「無人機を放出します！」

「主しゆ砲ほうの管制をわらわに回せ！」

『仰せのままに、マイプリンセス。火器管制変更、主砲を手動砲撃モードへ』

「今度はこちらの番じゃっ!!」

　ドンッドドドンッ

　ティアが主砲の対たい艦かんビーム砲ほうを連射すると『青騎士』の船体が僅わずかに揺ゆれる。彼女の射しや撃げきは自動で砲撃する場合よりも正確で、しかも速い。特に敵艦を爆散させないように倒たおす為ためには、彼女自身による砲撃が必要だった。

『敵駆逐艦、空間歪曲場消失』

　ティアのビーム砲撃は正確に駆逐艦のバリアーの上部に集中。『青騎士』と駆逐艦ではジェネレーターの出力が大きく異なるので、あっという間にバリアーは崩壊した。しかし狙ねらった場所が上部に集中していた為、この段階でのダメージはアンテナが数本破損した程度だった。

「ルース、今じゃ！」

「了りよう解かい、レーザー砲撃を開始します！」

　だがバリアーの破は壊かいが済んでしまえば、そこからはティア達たちのペースだった。ルースは『青騎士』に装備されているレーザー砲を十二門、同時に発射した。その狙いは駆逐艦ではない。何故なぜかその周囲の、何もない空間だった。だがレーザーはその何もない筈はずの場所で唐突に向きを変える。それはルースが前もってそこに配置しておいた無人機の影えい響きようだった。レーザーは無人機に装備されている反射板で跳はね返され、通常の砲撃では有り得ない角度から駆逐艦に襲い掛かかった。

「敵駆逐艦損傷軽微。しかし戦術上は大破です」

　レーザーは駆逐艦の火器管制や、船体のコントロール系統、推進関連の制せい御ぎよ系けいだけを撃うち抜いた。これにより駆逐艦は救命カプセル同然の状態に陥おちいった。損傷自体はごく僅かなのだが、攻撃も防御も出来ず、誰だれかが助けに来るまで宇宙を漂ただようしかなかった。

「恐ろしい事を平然とやりよるのう、ルースは………」

　元々は味方の艦船なので、どこを狙えばいいのかは分かっている訳なのだが、それでもこれはルースだからこそ出来る芸当と言えるだろう。普ふ通つうの人間にはこの攻撃を成功させる様な段取りが組めない。射撃が得意なティアだからこそ、その難易度がよく分かる。だからここまでの成功はしないだろうと思っていたのだが、結果はそうではなく、ティアを大きく驚かせていた。

「じゃがここからはわらわが得意な力押おしじゃ！」

　ティアは対宙レーザーシステムが防ぎ損そこねたミサイルを撃ち落おとしながら、不敵に笑う。駆逐艦が戦闘不能となり、正面の敵は戦艦一隻。ティアには一対一なら絶対に負けない自信があった。

「対艦エネルギーソード抜ばつ剣けん！　射撃モード！」

『仰せのままに、マイプリンセス。対艦エネルギーソード・シグナルティンを射撃モードで抜剣』

　ティアは右みぎ腕うでに装備された長大な剣を銃じゆうのように構える。この剣は大まかに言うと長大なビームソードであるが、そのエネルギーを銃じゆう弾だんのように撃ち出す事も可能な作りになっている。ティアはこの武器で戦艦と勝負をするつもりだった。

「これでどうじゃあぁっ!!」

　ドンッ

　発射と同時に、一ひと際きわ大きな衝撃が『青騎士』の船体を揺さぶる。右腕の対艦エネルギーソードは、左腕に装備されているジェネシス・バスター―――反物質砲に次ぐ攻こう撃げき力りよくを誇る。反物質砲は細かいコントロールが効かない武器であるから、純じゆん粋すいな破壊以外が目的で用いる武装の中では最強の武器だった。

　ドンッ、ドンッ

　衝撃は全部で三度起こった。一発目で目標のバリアーが不安定になり、続く二発目で完全に消失した。三発目は発射態勢に入っていた主砲の砲ほう身しんを打うち砕くだく。直後に発射する筈だった砲の砲身を砕かれ、皇国軍の戦艦は僅かな間だけ攻撃に空白が生じた。

「いけー、ティアー！　やっつけろぉぉぉぉっ!!」

「おおうっ!!　対艦エネルギーソード、モード変更！」

『仰せのままに、マイプリンセス。対艦エネルギーソード・シグナルティン、白兵戦モード』

　その隙すきに戦艦へ接近した『青騎士』は、右腕に持った長大な剣を思い切り前方へ突つき出した。二百万トンを超こえる重量を持つ物体が高速で飛来して繰り出した一撃なので、戦艦の装そう甲こうはまるで紙で出来ているかのように簡単に引ひき裂さかれた。そして剣の切っ先はティアが狙った通りの場所に突き立った。それは艦の全体をコントロールしているメインコンピューター。この一撃でメインコンピューターを失った皇国軍戦艦は、まるで火が消えたかのように沈黙した。

「よぉしっ!!」

　ティアは駆逐艦かんに続き戦艦も戦闘不能に追い込んだ。残っている敵は味方と交戦中の三隻のみ。ティアはこの時点で勝利を確信していた。

「大変です殿下っ！　重力波レーダーで敵てき影えいを捕ほ捉そく！　我々を囲むように新たに八隻の艦艇が出現しました！」

「なんじゃとっ!?」

「ジェネレーターを切って潜せん伏ぷくしていたステルス艦のようです!!」

「謀はかられたか!!」

　だが事態はティアの思うようにはならなかった。実はこの『青騎士』だけが救きゆう援えんに迎むかえる宙域での戦闘自体が、ティア達を誘おびき出す為の罠わなだったのだ。皇国軍は集結しようとする正規軍の動きを観察し、手て頃ごろな位置関係の艦隊を選んで攻撃した。ティアはその罠の中に飛び込んでしまったのだ。

　―――キリハがおればこのような事にはならんかったじゃろう。わらわの失策じゃ！

　今いま更さらながらに、キリハの不在が悔くやまれた。もしこの場にキリハがいてくれたなら、罠に嵌はまるような事はなかっただろう。もしくは人工知能の警告に従っていた場合も同じだろう。言うなれば大局観の欠けつ如じよと、自分達の力への過信が、この危機的状況を招いてしまった、という事になる。しかしこれを彼女の失策と責めるのは酷こくだろう。突とつ然ぜん仲間が居なくなって、誰もが動どう揺ようしている時に起こった事件なのだから。

「だからといって、このままおめおめとやられる訳にはいかん！　味方の艦隊に連れん絡らくして戦列を組み直す！」

「ティアちゃん、私とおじさまで出るわ！　死んじゃったら体重どころじゃないし！」

「任せる！」

「殿下、敵の全艦艇から高エネルギー反応！　ロックオン感知、攻撃してきます！」

「サナエも頼むぞ！　ユリカが魔力を使い切っている以上、そなただけが頼たよりじゃ！」

「うん！　任せて！」

　最初に居た皇国軍は六隻。追加で八隻。そのうちの三隻を無力化しているので、残りは十一隻。これに対してティア率いる正規軍は『青騎士』を含めても五隻。『青騎士』は通常の戦艦よりも強い事を計算に入れても、ほぼ二倍の戦力との激げき突とつになる。果たして自分の才覚だけでこの状況を切きり抜けられるのだろうか―――ティアにはそんな不安があったが、今はそれをあえて忘れて、全力で戦う以外に方法はなかった。

「全艦防ぼう御ぎよ態勢！」

「砲撃、来ます！」

　その瞬しゆん間かん、新たに現れた敵の砲撃が一いつ斉せいに始まった。最初から交戦状態だった三隻に加えて新たに八隻が砲撃を始めたので、周囲はレーザーとビームの嵐あらしと化していた。

「ティア！」

「うむ！」

　ティアは早苗の霊視に導かれ、攻こう撃げきの嵐の中をすり抜ぬけていく。まだ幾いくらか効果が残っているゆりかの幻影にも助けられ、被ひ弾だんは数発に止まった。その数発が一斉に当たっていたら危なかったが、幸い散発的な命中だったので、全すべてをバリアーで防ぐ事が出来た。だが残念ながら、味方の四隻はそういう訳にはいかなかった。

「防衛艦の広域防衛用歪曲場が過か負ふ荷かで機能停止！　機能の復旧まで二十四秒！　駆逐艦が中破、空母は小破、戦艦は損傷軽微！」

　防衛艦という艦種は、電波や重力波を撹かく乱らんしたり、バリアーや防御装置を利用して、味方を敵の攻撃から守る力を与あたえられている。だがその力をもってしても、倍の戦力の攻撃は防ぎ切れなかった。力の差がある別の国の軍隊が相手ならともかく、元が友軍で互ご角かくの相手なのだから、数の差がダイレクトに結果に影響していた。

「戦闘機隊を前に出し、わらわの後に続くように言え！」

「しかしそれではこの『青騎士』が集中砲ほう火かを浴びます！」

「そうせねば、どの道全ぜん滅めつするのじゃ！　我らが勝つにはこれしかない！」

　既に味方に損傷が出ている以上、普通に戦っていてはやられるだけだ。どんな危険があろうと、別の手を講じなければならない。ティアはこの状況を打開する為に、『青騎士』による接近戦を仕し掛かける事に決めた。接近すれば砲撃はしにくくなるし、敵は混乱する。ティア達が引き受けるリスクは極めて高いが、勝つ為の策としては妥だ当とうなものだった。

　―――わらわが捕つかまる事だけは何とか避けねば。母上の足手まといになる………最悪の場合、サナエ達を逃にがしてわらわはここで………。

　ティアは力強い言葉を発しながらも、実は胸の奥おくでは敗北を覚かく悟ごしていた。流石さすがの彼女も、負ける可能性の方が高い事は重々承知していたから。

　だが、実際にティアが突撃する直前、思いがけない事が起こった。

　ピー、ピピピピピッ

「発光信号確かく認にん！　皇国軍は攻撃を中止、後退していきます！」

「なんじゃとっ!?」

　皇国軍の旗き艦かんと思おぼしき大型の戦艦から、大きな輝く光の弾たまが三つ発射された。それは目に鮮あざやかな赤青黄の三色で、フォルトーゼでは伝統的に停戦を求める時の信号として使われてきたものだった。

「何故このタイミングで停戦なのだ!?　向こうの方が優勢であった筈じゃぞ!?」

　皇国軍はもう少し戦い続ければティアに勝っていた可能性が高い。にもかかわらず彼かれらは退いた。もしティアを捕とらえるか殺すかすれば勝利が大きく近付くのだから、ヴァンダリオンが兵を退ひく筈がない。この有り得ない状況に、ティアは混乱していた。

「殿下、理由が分かりました！　皇族会議がフォルトーゼ全土へ向けて停戦を呼よび掛けています！」

「皇族会議!?　じゃがそれだけではヴァンダリオンが退く理由にはならん!!」

　皇族会議は、皇族に対して強い権限を持っている。仮に皇こう帝ていであっても、皇族としての権利を停止する事で、間接的に皇帝の権限を奪うばう事が出来る。エルファリアが今そうなっているように。だが、その強力な力はあくまで皇族にのみ限定され、国や国民に対しては何の拘こう束そく力りよくも持たない。だからこそヴァンダリオンは皇族会議の意向を無視して、エルファリアと戦い続けていたのだ。

「理由ならあるのです！　停戦は皇帝代理セイレーシュの名の下に公布されています！　ヴァンダリオンは反逆者にならない為に、退くしかなかったのです！」

「皇帝代理じゃとぉっ!?」

　停戦を求めたのは厳密には皇族会議ではなく、皇族会議が定めた皇帝代理。代理であろうとも皇帝であれば、当然国家と国民に対して大きな権限を持つ。ヴァンダリオンであろうとも、その意志に逆らえば反逆者になる。そのリスクを避ける為に、ヴァンダリオンは退いたのだった。







その名はセイレーシュ　十二月十七日（金）







　皇帝代理セイレーシュの名の下に停戦が呼び掛けられた一週間後。皇族会議は大々的な記者会見を開いた。この記者会見には、多数のメディアが詰つめかけていた。古参の新聞社から個人で報道を行っている者まで、皇都フォルノーンにあるフォルトーゼ最大のホテルの会議場を使っても入り切れない程ほどだった。また中に入れなかった報道関係者や詰めかけた国民達がホテルを幾いく重えにも取り囲んでおり、注目度の高さは通常の皇族会議の記者会見とは桁けた違ちがいだった。

　この異常な盛り上がりの原因は、記者会見に先立って皇族会議が報道各社へ送った、事前通知にあった。そこには『皇帝代理の選出とその経けい緯い』に関する記者会見を開く旨むねが記されていたのだが、同時にある発表が行われる事も記されていた。『新生フォルトーゼ正規軍と行動を共にしている青い鎧よろいの騎き士し、コータロー・サトミ卿きように対する、皇族会議の正式見解』―――つまり孝こう太た郎ろうの存在を皇室がどのように解かい釈しやくしているのかを、国民に対して正式に発表するというのだ。

　もちろん否定的な発表なら、わざわざ皇帝代理の記者会見と一緒に発表するような事はない。仮に皇族会議が発表するにしても、プレスリリースを報道各社に送って終わりだろう。その為この時点で肯こう定てい的てきな発表になる事は明らかだった。多くの国民が想像している通りの内容が発表されるのではないか、それを期待してメディアも国民も会見場のホテルに詰めかけているのだった。

『御ご列れつ席せきの皆みな様さまに申し上げます。只ただ今いまより、皇族会議による記者会見を始めさせて頂きます』

　記者会見の進行役を務めるのは、皇族会議でも議長を務めている、先せん帝ていディルミオラの配はい偶ぐう者しやであったカルストフ卿。既に八十歳さい近い老ろう齢れいの人物だが、その振ふる舞まいといい、声といい、力強さは失われていない。その影響もあって、彼の声がスピーカーから飛び出した途端、会見場は水を打ったように静まり返った。

『本日はセイレーシュ殿でん下かが皇帝代理に選出された事を正式に発表する会見の場では御ご座ざいますが、それに先立って発表しなければならない事が御座います』

　だが会見場が静かだったのはここまでだった。カルストフ卿が会見の内容を口にした時から、会場はどよめきに包まれ、まるでタガが外れたかのような怒ど涛とうの勢いでカメラの撮さつ影えいが始まった。それが落ち着くまでのたっぷり数十秒間、カルストフ卿はただ待ち続けなければならなかった。

『その内容とは、新生フォルトーゼ正規軍と行動を共にしている、青い鎧を身に着けた人物についてであります』

　再び会場がどよめく。待ちに待った事実が明かされる。会見場はその事への期待で、一気にヒートアップした。

『かの人物の出生や身分については、御ご本ほん人にん及およびティアミリス皇女殿下が、明確にすべきではないとして伏せられて参られました。その為、断だん片ぺん的てきな情報を基もとにした憶おく測そくが数多く飛とび交かっているという状況となっております。そしてそれが国論を左右しかねない状況に至り、我々皇族会議はかの人物に対して、出生と身分について開示して頂けないかと内々に打だ診しんを行いました』

　どよめきは次し第だいに収まっていく。だがそれは決して興味が薄うすれたという訳ではない。この後に発表される事を、誰もが聞きき漏もらしたくないからなのだ。

『その結果、かの人物はこちらの考えに理解を示し、情報の扱あつかいには細心の注意を払はらって欲ほしいとの条件を付けた上て、御ご自じ身しんの出生と身分について、我々に明らかにして下さいました』

　カルストフ卿はここで一いつ旦たん言葉を切り、会見用のデスクの上に用意されていた飲料水を口に含ふくむ。この場所でこの発表をする重圧に、喉のどはカラカラだった。そして飲料水を飲みこんで喉を潤うるおした後、カルストフ卿は話を続けた。

『しかし彼が明かした事実は、我々の想像を遥はるかに超えるものでした。だからこそ、かの人物も秘密にしようとお考えになったのでしょう。その気持ちは私にも良く分かります。ですがそれ故ゆえに、我々はこの事実を秘密にしておく事が出来ませんでした。それほど我々フォルトーゼの国民にとって、重大な事実であったのです』

　カルストフ卿の声は淀よどみない。しかしその真まっ直すぐな声の向こう側から、強い緊張感が伝わってくる。

『そうした事を踏ふまえた上で、どうか国民の皆様、冷静になってお聞き下さい。かの人物は、我々が想像していたような、青あお騎き士しの子孫でも継けい承しよう者しやでもありません』

　彼には分かっているのだ。今から自分が口にする事が、フォルトーゼ全土を揺るがす事になるのだと。

『―――かの人物は、青騎士御ご本ほん人にんです』

　その瞬間、銀河を股またにかける超ちよう大たい国こく・神聖フォルトーゼ銀河皇国は、その全土を揺るがす激げき震しんに包まれた。










　青い鎧の騎士の正体を公表してから、会見場が落ち着きを取とり戻もどすまで、十数分の時間を要した。ただでさえ大おお騒さわぎだったのに、情報を伝えようと外へ飛び出していく者や、逆に入ってくる者、またカルストフ卿に駆け寄よろうとして警官に止められる者などが現れ、会見場は大混乱に陥った。それはカルストフ卿を一旦退場させた上で、会見場が落ち着くまでしばらく待たねばならない程だった。

　会見が再開すると、カルストフ卿は問題の人物を青騎士と認めるに至った経緯を順を追って説明していった。

　最大の証しよう拠ことなったのは、第二皇女クラリオーサが提出した数々のデータや資料だった。彼かの女じよが個人的に記録したものに加え、鎧のシステムが記録した映像や稼か働どうデータには強い説得力があった。クラリオーサ皇女が提出したデータや資料は膨ぼう大だいな量に及およぶ為、全てを矛む盾じゆんなく捏ねつ造ぞうするのはまず不可能。しかもマスティル家とは仲が悪いシュワイガ家の皇女が提出した所にも真しん実じつ味みがあった。

　また皇女が提出したデータや資料に従って、遺伝学的な調査が行われた。するとフォルトーゼの国民の多くに遺伝子操作の痕こん跡せきが発見された。その操作の元になっている遺伝子は問題の騎士の遺伝子と多くの部分が一いつ致ちしている。これにより皇女のデータや資料は正しいと裏付けられた。

　問題の騎士本人からの聞き取り調査も行われた。彼の口からは皇家ですらあまり知らないような情報が次々と飛び出し、その確認に多くの考古学者が奔ほん走そうする羽目になった。確認出来た情報は決して多くはないし、歴史書の記述との齟そ齬ごもあった。しかしアライア皇女の手記や、当時の正規軍の記録等との整合性に関してはほぼ完璧で、逆に考古学者が疑問に思っていた部分の答えが得られたケースも少なくなかった。

　そして彼やクラリオーサ皇女が持ち帰った品々にも調査が入った。考古学的な手法でそれらを調べた結果、全てが本物であるとする結論が得られた。素材から製法まで当時のものと全く同一で、むしろ今手に入るもので同じものを作り出すのは不可能と思われた。だが決定打はやはり、鎧の胸に取り付けられていた木製の階級章と、銀色の剣だった。

　木製の階級章からは、ごく微び量りようの生体サンプルが採取された。それは皇家の遺伝子情報との一致が多く、また現存している不完全なサンプルとの比ひ較かくからシャルル皇女のものである可能性が高い事が示し唆さされた。

　銀色の剣に関しては、騎士の証言によってラウストルの山中にある神しん殿でんに隠かくされていた台座を発見、その台座に残されていた朽くちた金きん属ぞく片へんとの比較が行われた。当然ながら腐ふ食しよくによって成分の変化は起こっていたものの、逆算してその影響を除いた場合、成分が酷こく似じしている事が分かった。またかの騎士が皇家ですら知らない隠された台座の存在を知っていて、しかもその台座は最低でも数百年誰も触ふれていなかった事からすると、銀色の剣が本物のシグナルティンである可能性が高く、同時にそれが騎士の身の証ともなった。

　これら以外にも多くの調査が行われた。その結果を踏まえた上で皇族会議が出した結論は、問題の騎士が青騎士本人であると認めざるを得ない、というものだった。それは同時に彼が口にした事故で過去へ行ったという事も事実として認定するという事になる。

　もちろん全てが偶ぐう然ぜんの産物で、たまたまそのように見えているだけである、という可能性もゼロではない。だがその偶然は宇宙の始まりから終わりまでを数えきれないほど繰くり返かえしてようやく一度現れるかどうかというごく微小な偶然だ。かの騎士が青騎士であると認める方が、よほど現実的だった。










　会見場での発表がフォルトーゼ全土に伝わると、国中が上へ下への大騒ぎになった。待ち侘びていた者が遂に帰き還かんした。しかも今また国と国民、皇家の為に戦っている。その事実は開戦から暗くなりがちだったフォルトーゼの国民の心を大きく慰めた。そして希望を持たせた。再び平和な時が訪おとずれる、と。

「………いやあ、大騒ぎだねえ………やってしまった後に何だけど、まさかこれ程の騒さわぎになるとは………」

　エゥレクシスは次々と立体映像を切り替えながら、感心と驚おどろきの入り混じった呟きを漏らした。彼は今、会見場があるホテルのＶＩＰルームにおり、設置されていたコンピューターを使って様々な情報を眺ながめていた。街は人々で溢れ返り、誰もが歓呼の声を上げている。どのニュースを見ても『青騎士の帰還』をトップニュースで扱い、しかもそのまま特別番組が続いていた。それはまるでありとあらゆるお祭りが一斉に始まったかのような様相で、内戦中とは思えない空気がフォルトーゼ全土を包んでいた。

「でも気持ちは良く分かるよ。私もコータロー君の正体を聞いた時には卒倒しそうになったからね」

　エゥレクシスは自身のチェアに深く腰掛けると、視線を立体映像からソファーの方へ向けた。この部屋にはソファーは二人掛けと一人掛けの物が置かれている。二人掛けの方にクランとキリハが座っている。一人掛けの方には孝太郎が座っていて、その背後には真ま希きが影かげのように寄り添っていた。そしてエゥレクシスの言葉を聞いた孝太郎は、意外そうに彼の顔を見た。

「お前、俺おれの正体に気付いてたんじゃないのか？」

「君が青騎士の力を持っているのは間ま違ちがいないと思っていたけれど、幾らなんでも青騎士本人だとは思っていなかったさ。二千年経っているからね。良い所で、子孫か継承者か、あるいはその両方か。私はこれでも常識人でね」

　エゥレクシスも孝太郎から正体を聞いた時には驚いた。もちろんやり手の経営者の常として表情には出さなかったのだが。その時点ではまだ証拠は提示されていなかったので、落ち着いた表情を崩さずに済んだのだ。心底驚いたのは、その後で提出された各種のデータや資料を見た後での事だ。その時は一度自分の正気を疑った後に、冷静になる為に強い酒を何杯か飲む羽目になった。孝太郎とは何度も死闘を繰り広げながらも、それでもエゥレクシスはやはりフォルトーゼの人間だった。

「私に言わせて貰もらえば、不思議なのは真ま耶やのリアクションが薄い事だね。フォルサリアの民はコータロー君に追放された訳だろう？」

「何百年も前の事だし、そもそも負けた方が悪いのよ」

　真耶はエゥレクシスの陰かげにいた。真希と同じく、目の前の人間を守っているのだ。つまり孝太郎もエゥレクシスも、お互いを完全には信用していないという事になるだろう。

「そういえば、ダークネスレインボゥはそういう人達の集まりだったね。既すでに本来の目的で活動する者は少ない、か」

「それに天下取りに王手がかかってる。無む駄だに騒ぎ立てるほど私は子供じゃないわ。もっともクリムゾン辺りはどうだか知らないけど」

　真耶は楽しそうだった。駆け引きや謀略という、彼女好みの展開で話が進んでいる。しかも勝利がすぐ傍そばまで迫せまっていた。また彼女は以前から孝太郎が青騎士の力を持っている事を知っていたので、いっしょくたにして考えてきた。そのおかげで孝太郎が青騎士本人であると分かった事では、心理的な変化は殆ど起こらなかった。

「一気に王手まで行けたのはクラリオーサ殿下のお力が大きいね。………その点は感謝申し上げます、皇女殿下」

　エゥレクシスは上流階級特有の上品さでクランに礼を言う。実はクランはこの一件で最重要の役割を担っていた。孝太郎の身の証を立てる各種の証拠はもちろんなのだが、シュワイガ家を始めとする皇家との接点は彼女が提供したものだった。シュワイガ家は仲が悪いマスティル家から権力を奪いとれる形になるので、快く協力を約束。皇族会議に孝太郎の事を伝え、その影えい響きよう力りよくを使って皇帝代理を選出する案を提案した。それ以降、クランはシュワイガ家から青騎士専門の窓口を任じられている。これは彼女の立場を悪くする事なく、正式に実家から青騎士のパートナーとして認められた格好になるだろう。むしろ青騎士をマスティル家から一本釣りした事を褒められた程だった。

「どの道帝てい政せいを終わらせようという男が、どの口で感謝などと」

　もちろんクラン本人はエゥレクシスを快く思っていない。孝太郎達たちの弱みに付け込むようなやり方は、指導者の資質を欠いているように思える。今のクランにとっては、エゥレクシスは受け入れられない男だった。

「本心ですよ。少なくとも、我々の休戦が終わるまではね」

「わたくしもそれまでは静かにしていましょう。無用の争いは、ヴァンダリオンを利するだけですもの」

「御賢明な判断です、殿下」

　だがクランにも状じよう況きようは分かっている。腹立たしい思いを抑おさえ込んで、今は協力態勢を維い持じし続ける事が肝心だった。最大の敵、ヴァンダリオンはまだ権力を維持しているのだから。

「孝太郎、そろそろ時間だ」

「やれやれ………裏方で居たかったんだがな………」

　キリハに促され、孝太郎は席を立つ。孝太郎には、ある重要な仕事があった。孝太郎は三人の少女達を連れて部屋の出口へ向かう。

「裏方なんてとんでもない。今日は君が主役だよ、コータロー君。ヒロインのセイレーシュ殿下のエスコートを、よろしく頼たのむよ」

「分かってる。お前も約束は守れよ？」

「エルファリア陛下とティアミリス殿下の身の安全だろう？　任せてくれたまえ、私は契けい約やくは守る主義だ」

「ならいい。ふぅ………まったく、厄やつ介かいな事になった………」

　孝太郎はこれから会見場へ向かい、記者相手に質疑応答を行う。その中で皇女セイレーシュが皇帝代理の座に就く事を明確に支持する必要があった。それをするべく、孝太郎が青騎士である事を公表する必要があった。青騎士の絶大な影響力を使って、国民がセイレーシュを支持するように仕向ける為に。そしてそうする事が、エゥレクシスにエルファリアとティアの身柄を守らせる、交換条件でもあった。










　第一皇女セイレーシュはティアに比べると長身だった。それもその筈で、彼女はティアよりも幾つか年上だ。地球の年齢に換算すると二十歳になるくらいだろうか。我々の感覚で言えばティアよりも四つ年上の計算なので、身長の差は仕方がないと言えるだろう。

「レイオス様、今日もよろしくお願いしますね」

「こちらこそ、セイレーシュ殿下」

　むしろ一番大きな違ちがいは、人格的な部分だろう。孝太郎が知るフォルトーゼの皇族の誰とも違っている。これまで孝太郎が見てきた皇族は、強い意志の力が感じられる者ばかりだった。ティアなどはその筆頭だろう。それに対してセイレーシュは包み込むような優しさが前面に出ている。アライアに雰ふん囲い気きは近いが、アライアの場合は芯に強いものがあった。しかしセイレーシュにはない。言うなればセイレーシュは武門の家の出というより、学者や神官を思わせる雰囲気を持っていたのだ。

　―――それ故に、御しやすいと踏んだんだろうな、エゥレクシスは………。

　セイレーシュの様子を見て、孝太郎はそう感じた。エゥレクシスが必要としているのはエルファリアとヴァンダリオンを追い落とすまでの操り人形。自分の意志で動く本物の指導者は必要としていないのだ。

「ところでレイオス様、少し質問をして宜よろしいでしょうか？」

「何なりと、皇女殿下」

　孝太郎とセイレーシュは一いつ緒しよに会見場へ移動していた。しかし孝太郎は騎士なので、セイレーシュから半歩遅れて歩いている。おかげで彼女がどういう顔をしているのかは分からなかった。

「レイオス様は、レイオス様、なのですよね？」

「結果的に、そのようになっております」

　孝太郎はセイレーシュの質問に軽い気持ちで答えていた。彼女が作り出だすふんわりとした空気が孝太郎にそのようにさせる。またこの時の質問も抽象的で、別段意味のあるものとも思えなかった。

「それでは、今もレイオス様なのですか？」

　しかし続くこの一言が、孝太郎のセイレーシュに対する評価を変えさせた。

　―――もしかするとこの方は、見た目通りの方ではないかもしれない………。

　この時のセイレーシュの質問には、明らかに特別な意味が込められている。今も青騎士として生きているのか―――孝太郎には彼女がそう尋たずねているように聞こえたのだ。

「………そのように生きる事が、かつて共に生きた、共に戦った者達への誠意や友情、感謝の………違うな。そうではなく………」

　孝太郎は懸命に言葉を探しながら、何とか自分に内在する曖あい昧まいな気持ちを伝えようとする。このセイレーシュの質問には、いい加減に答えてはいけないような気がしていた。

「今も胸を張って青騎士として生きる事が、私の騎士道であります」

「………そうですか。良き御お志こころざしです」

　セイレーシュはこの一言を口にする時、足を止めて孝太郎の方を向いた。その表情はとても美しく優しげな笑え顔がおであったが、どこか悲しそうでもあった。

「最後にもう一つだけ。ティアちゃんは………ティアミリス皇女は、どのようにして貴方あなたのお心を掴んだのですか？」

　セイレーシュの笑顔からは既に悲しげな雰囲気が消え失せていた。最初に顔を合わせた時と同じ、ただただ穏おだやかで優やさしい笑顔が孝太郎に向けられていた。

「それは私にも良く分かりません。何しろあいつは最初、俺を殺そうとしていたくらいですから」

　何故ティアの家臣になったのかと問われても、孝太郎にははっきりこれだという答えが用意出来なかった。そんなものは最初から存在していない。ただただ、ティアが困っているのを放っておきたくなかったのだ。

「ふふふ、レイオス様、お気付きですか？」

　セイレーシュは口元を押さえ、軽く小首を傾げる。とても楽しげな笑顔だった。

「えっ？」

「それは何もかもが好きだと言っているに等しいのですよ？」

　これという理由が無いという事は、全てが理由であるという事になる。それは絶対の忠誠心か、あるいは―――。セイレーシュは笑うしかなかった。

「セイレーシュ殿下………」

「参りましょう、レイオス様。私達でフォルトーゼを守らねばなりません」

　セイレーシュはこの言葉を口にする時だけ、孝太郎がよく知っている顔をした。

　―――やはりこの方は、見た目通りの方ではない………。

　それは戦いを決意した皇女の顔だった。










　会見場に姿を現したセイレーシュは、カメラの向こう側から届く全国民の視線に臆おくする事なく堂々と話し始めた。それはこれまで彼女が国民に見せてきた温和な姿とは異なり、フォルトーゼを率いる指導者に相応ふさわしいものだった。

『セイレーシュであります。まずはこの私、セイレーシュ・クーア・フォルトーゼが皇帝代理に就任した事を、国民の皆様に御報告申し上げます』

　そしてセイレーシュは順を追って、自分が皇帝代理に就任する事になった経緯を話していった。

　現在のフォルトーゼには皇帝が存在していない。これはエルファリアの皇権が停止されている為ためで、皇権を持たない者は皇帝になる事は出来ないので、間接的に皇帝の権限がエルファリアから取り上げられていた。そこで今は皇国議会が合議によって、皇帝の機能を代行していた。

　しかしこの状態は合理的とは言えない。全てが皇国議会の合議によって決定されるので決断が遅おそくなりがちで、しかも本来は立法府である皇国議会の本来の役目が滞とどこおりがちになる。この状態が長期間に亘わたって続けば政治的な空白が生じ、国全体が機能不全に陥おちいる。それを避さける為に、代理の皇帝を置く事となった。

　もちろんあくまで緊きん急きゆう事態への対処なので、帝位の譲位は行われない。これは皇帝が病床に伏せった場合などに、皇位継けい承しよう権の高いものが代行した慣例に基づく処置だった。だからセイレーシュは現在も皇女のままであり、皇帝代理に『就任』という表現が用いられている。これはエルファリアの疑惑が本当に捏ねつ造ぞうであった場合に備えたもので、その場合はエルファリアが帝位に戻らねば国の正当性を失う事になる。逆にエルファリアの疑惑が真実であった場合には、その時点で正式にエルファリアが退位となり、古来よりのしきたりに従って新たな皇帝が即そく位いする事になるだろう。

『この決定が最善ではない事は、私はもちろん、皇族会議も重々承知しております。しかしながらどれが最善であるのかの区別が付かない以上、取り得る策の中では最良の物を選せん択たくしたという自負があります。納なつ得とくされない国民の方も多いでしょうが、事態が完全に収拾されれば、この曖昧な状態も終わります。そこへ向けた御協力を、何なに卒とぞよろしくお願い致します』

　セイレーシュの演説は見事だった。出来る事、出来ない事、分かる事、分からない事を素す直なおに認めた上で、国民にその状態を解決する為の協力を求めた。エルファリアを支持するか軍部を支持するかを決めかねていた層にとっては、理想的な指導者の登場を予感させる演説だった。

『そしてこれまでの経緯を踏まえた上で、ここで改めて申し上げます。神聖フォルトーゼ銀河皇国軍と、新生フォルトーゼ正規軍は、直ちに戦せん闘とうを中止して下さい。これは皇帝の代理としての正式な命令であります』

　経緯を伝え終えたセイレーシュは、皇帝の権限を使って戦闘の停止を求めた。皇国軍は元々皇帝が最高司令官だが、それが不在であったから皇国議会が承しよう認にんする形でヴァンダリオンの行動が認められていた。だが今は代理とはいえ皇帝が戻った。その命令に従わないという事は、ヴァンダリオンは反逆者となり、皇国軍はクーデター軍となる。戦いを止めない訳にはいかないだろう。そして新生フォルトーゼ正規軍はヴァンダリオンの暴挙を止める為ために戦っているので、皇国軍が戦闘を停止するなら戦う理由はなかった。

『またエルファリア陛下の犯罪疑惑を糾きゆう弾だんしていた軍部は、直ちにその根こん拠きよとなる証拠を提示して下さい。裁判に先立ち、証拠能力の有無を子細に検討する必要があります』

　続いてセイレーシュは、ヴァンダリオン側に証拠の提出を求めた。これまではエルファリア側に渡すと改かい竄ざんされる恐おそれがあると拒否してきたのだが、セイレーシュは事件に関しては完全な第三者。しかも皇帝を代行する人物なので、ヴァンダリオンはこの要求を断るのは難しいだろう。断ってしまえば彼自身の正当性を失う事になるからだった。

『加えて裁判の公平性を担保する為に、専門の特別法廷を設定し、新たに裁判官及び関係職員の任命を行います』

　裁判官、とりわけ高位の裁判所の裁判官は、任にん免めん権けんを皇帝が握にぎっている。その為普ふ通つうに裁判を行うと公正であるとは言えない。またそれとは逆に、裁判官や関係職員がヴァンダリオンの買収や脅迫を受けている可能性が拭ぬぐえない。その両方の理由から、裁判官と職員は新規に決める必要があった。

『この裁判は証拠の事前確認作業や、裁判官及び関係職員の任命が済み次第、速やかに執り行われます。陛下にはこの裁判への出しゆつ廷ていを要請致します』

　そしてセイレーシュはエルファリアに対しても法に従うように求めた。幾ら証拠の捏造が疑われるからといって、エルファリアが法を破っているのは明白だ。裁判に公平性が戻るならば、エルファリアが裁判に出ない事に正当性はなくなる。エルファリアもこの要求には従わざるを得ないだろう。

『この問題に関わっている全ての皆様は、只今申し上げました事を速やかに実行して頂くよう、重ねてお願い申し上げます。繰り返しになりますが、これは要請ではありません。皇帝代理としての命令であります』

　セイレーシュの言葉は、最初から終わりまで矛盾のない、筋の通った話だった。残る問題はただ一つ。彼女とその言葉が支持されるのか、という点だった。もし支持されなければ、世論を盾たてにヴァンダリオンは従わないかもしれない。先日従ったのはあくまで、支持が読み切れなかったからなのだ。残念ながら幾ら正しかろうと、このタイミングで完全な第三者の彼女が介入しても、支持は伸びない可能性が高い。それを覆くつがえす鍵を握っているのは、彼女の演説の終しゆう了りようと共に壇上へ姿を現した、青い鎧の騎士だった。










　青い鎧の騎士―――孝太郎が壇上に姿を現した時、全員で集まって会見の中継を見ていたティア達たちは息を呑のんだ。数日姿を見なかっただけなのだが、随ずい分ぶん長い間離はなれていたかのような気にさせられる。ルースなどはその目に涙なみだを滲ませていた。そして会見場に姿を現した孝太郎は、詰めかけた記者達から質問を受け付け始めた。

『その………レイオス様、私達は貴方を、レイオス様とお呼びして宜しいのでしょうか？』

『それが質問なのか？』

『そ、そういう訳では、ないのですが………なにぶん、我々にとって特別な状況でありまして………失礼があってはいけないと』

『好きなように呼んでくれて構わない。アライア陛下は公式にはレイオスと、軍議などでは青騎士と、個人的にはコータローとお呼びになっておられたのでな』

『それでは、ここは公式の場ですので、アライア陛下の前例に倣ならいレイオス様とお呼び致します』
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　孝太郎の表情には多少の緊きん張ちようが見える。だが質問をする記者達の方が緊張の色は濃い。伝説上の人物を前にして、記者達は完全に浮うき足あし立だっている。それは見守る国民も同じだろう。今やフォルトーゼ全体が、異様な熱気に包まれていた。

『まず最初にお尋ねしたいのは、二千年前の世界へタイムスリップしたというのは、具体的にはどのような状況で発生したのでしょうか？』

『それに関しては予想外の事故が原因だ。クラリオーサ皇女殿下が開発中だった時空に関する装置の暴走に巻き込まれたのだ』

『行こうとして行った訳ではないのですね？』

『そうだ。そもそも過去へ行く事自体がやろうとして出来る事ではない。それに行こうとして行くなら、もっと近い過去へ行くだろう？　戻れなかった場合のリスクも小さいからな。君はどうだ？　遠い過去へ行くか？』

『いいえ、私もレイオス様と同じく近い過去にすると思います。それと、その戻ってくる時の事ですが………二千年間地中に埋まっていらっしゃったとか』

『ベルトリオン特別領だ。アライア陛下が不可侵にお定め下さったおかげで、何とか無事に帰還できた。特別領を調べれば、まだその痕跡が残っていると思う』

　孝太郎は記者達の質問に対して素直に答えていた。ティアやクランに関する部分では真実よりも多少表現を柔らかく言い換えている部分も散見されたが、大おお枠わくでは一切嘘うそをついていない。だから驚くような事実が次々と孝太郎の口から飛び出した。するとその度たびに記者達の一部が会見場の外へ飛び出していく。孝太郎が言った事の裏を取る為だった。

『フォルトーゼ・プラネットのゲイルズバーンです。レイオス様、貴方はこれまでエルファリア陛下を支持して来られた訳ですが、今後はセイレーシュ殿下を支持されるという事でしょうか？』

『支持不支持という目線なら、私は依い然ぜんとしてエルファリア陛下を支持している。エルファリア陛下は私が大変お世話になったマスティル家の御出身であらせられるから、その辺りの事情は御理解頂けるものと思う。しかしマスティル家の利益と国民の利益、その双そう方ほうを最大限大きくしようとした時、セイレーシュ殿下に皇こう帝てい代理に立って頂き、まずは事態の収拾にあたるべきであるという結論に至った』

『つまり正常な裁判が行われるなら、内戦を続ける意味はないとお考えになったと？』

『そうだ。私の考え方は今も、アライア陛下の理想と同じだ。国民に大きな負担と犠ぎ牲せいを強しいるならば、正義は押おし通すべきではない。これは全すべての皇族の方々にも共通する思いであると信じている。いかがでありましょうか、セイレーシュ殿下？』

『仰おつしやる通りです、レイオス様』

『私は今もエルファリア陛下を支持している。そしてその地位を国民に負担をかけずに回復する手段として、代理の皇帝を立てる事を支持した、という事になるだろう』

　質疑応答が進むにつれ、会見場はどんどんヒートアップしていく。それはそのままフォルトーゼ全体で起こっている事でもあった。そんなフォルトーゼの国民の高揚感とは裏腹に、孝太郎に置いて行かれてしまった少女達は混乱していた。そしてそれは話が進むにつれて深まっていった。それが頂点に達したのは、やはり孝太郎がセイレーシュの皇帝代理就任を明確に支持した時の事だった。

「あのあのぉっ、これはどういう事なんですかぁっ!?　なんで里さと見みさんはぁ、あの人の味方になっちゃったんですかぁっ!?」

　ゆりかの悲痛な声が『青騎士』のブリッジに響き渡る。考え事は苦手なゆりかだが、流石さすがに彼かの女じよでもこの状況の意味は分かる。先日のエゥレクシスとの密談はこの為のもの。つまり孝太郎はエゥレクシスの側についたのだ。それは同時にダークネスレインボゥと手を組んだという事でもある。ゆりかには想像もつかない出来事だった。

「あたしだって分かんないよぉっ!!　孝太郎っ!!　あんたあたし達をほったらかしにして、そこで何してんのよぉっ!!」

　早さ苗なえの場合はもっと単純だ。孝太郎が自分達を連れて行かなかった事に強い不満を感じていた。それに普ふ通つうなら霊れい波はを見ただけで孝太郎の気持ちは分かる。しかしテレビの立体映像越ごしでは何も分からない。早苗は寂しさともどかしさが同居した、複雑な感情を抱かかえていた。

「里見君、何か言ってくれなくちゃ、私達どうしようもないじゃない………」

　静しず香かの胸には、両親を失った時と同じような痛みがあった。居なくなったのは孝太郎だけではない。キリハや真希、クランも居なくなってしまった。居なくなった四人は、静香にとって家族も同然の相手。それを突とつ然ぜんもぎ取られた事で生じた痛みと空虚さは、計り知れないものだった。

「殿下、おやかたさまは本当に何も仰らなかったのですか？」

　ルースの口調には変化は見られない。だがその瞳ひとみには相変わらず涙が滲にじんでいる。孝太郎の為になら、何でもできる。その思いが空回りだったのかと思うと、ルースは酷くやるせない気持ちになる。向けていた想おもいが大きかった分だけ、やるせない気持ちも大きい。だからルースには、その気持ちが涙へ変わるのを、抑える事が出来なかった。

「分からぬ………あやつは馬ば鹿かのように信じていろとしか、言ってくれなんだ………」

　ルースに問われても、ティアは肩かたを落とす以外の事は出来なかった。孝太郎はこうする事がティアやエルファリアや少女達、そして国民達の為になると考えたのは間違いない。それに関しては質疑応答で口にしていた通りだろう。だがその決断がティアの居ない場所で下された事には大きな失望感がある。孝太郎の主君として、重要な決断は明かして欲しかったのだ。

「きっと私のせいなんです………私が倒れたりしたから………それで里見君は………」

　一番ショックを受けていたのは晴海はるみかもしれない。彼女にはもし自分が倒れたりしなければ、孝太郎はこの決断をせずに済んだのかもしれない、という思いがあった。晴海が倒れた事で、孝太郎は青騎士でありながら、その力を失った。そのせいで戦略に矛盾が生じた。ヴァンダリオンは青騎士がいる前提で攻こう撃げきを繰り出してくるのに、孝太郎は青騎士本来の力を発揮できない。正規軍が敗北するケースが増え国民の負担は増大、しかもその時に孝太郎が戦死でもした場合には、その先のありとあらゆるリスクが一気に増大する。それを嫌って孝太郎はエゥレクシスと手を組んだに違いない―――晴海はそのように考えていたのだ。

　自分は孝太郎のアキレス腱けんであり、しかも切れかけている。それを認める事は晴海にとって、彼女に内在するアライアにとって、とてつもなく重い意味を持つ。自分が孝太郎の騎き士し道を閉ざしたのなら、それは耐たえ難がたい苦痛だ。そして孝太郎はシグナルティンを持って行ったのに、晴海を連れて行かなかった。彼女にはそれが、自分が孝太郎の足手まといである証明のように感じられていた。

「どうすんのティア!?　このまま放っておいていいの!?」

「サナエ………しかし………」

「このままじゃ孝太郎をあいつに取られちゃうよ!!　孝太郎はあたし達やフォルトーゼの人達の為に、あの嫌味な男から安いお給料でこき使われるようになるんだよ!!　それでいいのっ!?」

　―――こき使われる………コータローが………安い………給料………。

　早苗の言葉によって、ティアの記き憶おくが呼び覚まされる。まだ地球にいた頃ころ、ティアは孝太郎に毎日騎士の給料を手渡ししていた。そうする事で、ティアはお姫ひめ様さま気分を味わっていたのだ。お姫様と騎士ごっこ、という表現が近いかもしれない。しかし今後はそれが出来なくなる。ティアには当然受け入れられなかった。

「い、嫌じゃあっ！　そんなのは嫌じゃあっ！　コータローの主人はわらわじゃ！　あやつに給料を、俸給を渡すのは―――」

　ティアは感情を爆ばく発はつさせ、髪かみを振り乱して感情を露あらわにする。だがその途中で、ティアの脳のう裏りに閃ひらめくものがあった。そしてそれが閃いた瞬しゆん間かん、ティアは呆然としてその場に立たち尽つくした。

「―――ほう………きゅう………？」

　それは酷く突とつ拍ぴよう子しもない考えであったのだが、もしそれが真実であったなら、これまで不可解であった孝太郎の行動に明確な目的が見えてくる。

「そうかコータロー、そなたはそんな事を考えておったのかっ!!」

　これまで暗かったティアの表情が一気に明るくなる。ティアはこの時に確信した。孝太郎は真の意味でエゥレクシスと手を組んだ訳ではなかったのだと。ある目的を果たす為の手段として、どうしても一時的に手を組む必要があったのだと。実際に孝太郎がそう考えている保証などどこにもなかったが、この状況で多くの問題を同時に解決し、その上で孝太郎が騎士道を通せる唯ゆい一いつの手段であったから、ティアは間違いないと考えていた。

「そうじゃっ！　それなら分かる！　わらわに何も言わなかった事も、連れて行かなかった事も、馬鹿みたいに信じていろと言った事も！　そういう事じゃったのか!!」

「殿でん下か、何か分かったのですか!?」

「ルース、すぐに出発の準備を!!」

「味方の艦かん隊たいとの合流地点にですか？　予定より早いですが………」

「違う、そうではないっ！　この『青騎士』でコータローを迎えに行くのじゃ！」

　ティアは小走りで操縦席へ向かうと、ジャンプして席へ飛び込んだ。ティアが元気を取り戻すと、それは次々と他ほかの少女達に伝でん播ぱしていく。最初はルース。やはりティアの変化に一番敏感なのは彼女だった。

「わらわの考えが正しければ、コータローは遠からず最大の危機に陥る！　急げ！」

「は、はいっ！　フォルトーゼ本星への航路を算出します!!」

　ルースはティアの求めに応じて、今孝太郎達がいるフォルトーゼ本星への航路を計算し始める。ルースはまだ深刻そうな表情のままであったが、既に彼女の悩なやみ事は内容が変わっていた。今の彼女の悩みは、ティアが言う危機から孝太郎を救う為に、最も敵と遭そう遇ぐうする可能性が低い航路を算定する事。もはや彼女の頭の中には、置いて行かれた事など欠片かけらも残っていなかった。

　そうして動き出した二人を見ていて表情を和らげたのが早苗とゆりかだった。状況を把は握あくするのは最後である事が多い二人だが、この時はそうではなかった。

「孝太郎ってば、なんか作戦立ててたみたいだね？」

「キリハさんかぁ、クランさんあたりがぁ、考えたんじゃないですかねぇ？」

「あー、あるある。絶対それだ」

　二人は顔を見合わせて笑顔を作ると、操縦席に移ったティアの方へ走っていく。どうせ詳くわしい事情は説明されてもよく分からない。だから二人には、孝太郎には秘密の大作戦があって、でも危ないから迎えに行くと分かればそれで十分だった。

「………ティアミリスさんには分かるのに………私には分からないのね………」

　ブリッジの空気が変わっても、晴海は寂しげに立ち尽くしていた。ティアは孝太郎の意図に気付き、出発の準備を始めている。ルースはその手伝いの最中。早苗とゆりかは何もしていなかったが、戦いになれば矢面に立つ二人だ。だが晴海は本当に何もしていない。戦いが始まっても、戦わせては貰えないだろう。しかもティアのように孝太郎の意図が分かる訳でもない。

「………私は………結局………何も………」

　これから起きる出来事は、晴海とは無関係に進んでいく。足手まといの現実は、結局何も変わっていない。アライアの生まれ変わりだとしても、晴海はこの瞬間、無力な少女でしかなかった。

「ハルミ、何を暗い顔をしておるか！　もっと胸を張れ！」

「でも、私は何の役にも立てなくて………」

　希望と強い意志に満ちたティア。落らく胆たんと弱々しい意志に覆われた晴海。どちらも孝太郎にとって大切なお姫様。しかしその様子はまるで鏡に映したかのように正反対だった。

「馬ば鹿か者もの！　もしコータローの狙ねらいがわらわの考えている通りなら、エゥレクシスの野望はそなたが打うち砕くだく！」

「えっ………？」

「じゃから楽しみに待っておれ！　そなたとわらわの騎士が、大逆転するその時を！」

　ティアの力強い声に導かれ、晴海は視線を上げた。すると視線の先では、ティアが操縦席から身を乗り出して不敵に笑っていた。その笑顔は、不思議と信じたくなる輝きに満ちているのだった。







青騎士　十二月十七日（金）







　セイレーシュと孝こう太た郎ろうの記者会見から数日後。ＤＫＩ本社の社長室にいるエゥレクシスは、いつになく上じよう機き嫌げんだった。それはつい先ほど届けられた最新の世論調査の結果を見たせいだった。世論調査は様々な事について行われたが、その中に彼かれが待ち続けていたものが含ふくまれていたのだ。

「期待以上だ！　国民の五十パーセント以上が、セイレーシュ殿下の皇帝代理就任を支持している！　態度を決めかねていた層の取り込みに完全に成功した！」

　どの勢力を支持するか、という点においては未いまだにエルファリアの支持率が高い。セイレーシュはそれに次ぐ二番手で、ヴァンダリオンは最下位という状況にあった。しかしセイレーシュが皇帝代理として活動する事に関しては、国民の過半数が支持している。この二つの世論調査の結果を組み合わせると、国民はセイレーシュの臨時的な統治のもとで、エルファリアの公正な裁判が行われ、疑惑が晴れる事を望んでいると考える事が出来る。これはエゥレクシスが想定していた結果の中では、上限に近い理想的な結果だった。

「これはあの坊やが本物の青騎士だった影えい響きようでしょうね」

　興奮気味のエゥレクシスに比べると、真ま耶やの反応はやや淡たん泊ぱくだ。これは元々の性格の違いが大きい。だが彼かの女じよをよく知る真ま希きが見れば、恐らく驚おどろいた事だろう。実は真耶は彼女なりに喜んでいて、しかもその表情は不思議と無防備だ。酒の消費量も普ふ段だんより格段に多い。真耶は基本的に他人を信じないから、彼女がこういう顔を見せているという事は稀け有うな例だ。もちろん他人の前で酒を飲んで酔っ払うなど有り得ない。ただしそれがこの状況を喜んでいるから起きたのか、それともエゥレクシスの前だから起きたのかは、真耶自身にも自覚はなかったのだが。

「そうだね。もしコータロー君が青騎士本人ではなく、ただの子孫や継けい承しよう者しやであれば、これほどの結果は出なかっただろう」

　そもそも、セイレーシュ単独ではエゥレクシスの策は実行できなかっただろう。このタイミングでの行動開始では、エルファリアとヴァンダリオンから国民の支持を切り取るのは難しい。そして国民の支持がなければ、皇帝代理など張り子の虎とらでしかない。神聖フォルトーゼ銀河皇国は帝政を執とっているが、国民の意志を無視するような後進的な統治にはなっていないのだ。

　そのセイレーシュが国民の支持を得る為に必要だったのが孝太郎だ。国民は孝太郎を青騎士の再来と考え始めていたから、孝太郎がセイレーシュを支持すると表明すれば、国民の心を動かせるかもしれないと期待しての事だ。それが実際は孝太郎が青騎士本人であったせいで、期待以上の結果となった。だから賭けに勝ったというよりは、予期せずジャックポット―――大当たりが出たという表現が近いだろう。実際世論調査でも、青騎士そのものの支持率は異常なまでに高かった。

「こうなってしまえば後は簡単だ」

「証しよう拠こを適てき宜ぎ握にぎり潰つぶして、裁判でエルファリアを負けさせる」

「そうだが………この状況なら負けさせるところまでやらなくていいかもしれない。疑惑が残る程度でね。それにコータロー君との約束もある」

　セイレーシュの皇帝代理就任は国民の支持が得られているから、あとはエルファリアを退位させれば、当初の目的は果たされる。エゥレクシスは当初、その為にエルファリアを裁判で有罪にする必要があると考えていた。しかし思った以上にセイレーシュの支持が伸びたおかげで、今はそこまではやらない方が良いのではないかと考えていた。

「お優しい事で。………貴方はあの坊やの事になると、途と端たんに甘あまくなるわね」

「別にコータロー君の為だけじゃないさ。国を安定させ、そしてフォルサリアを表舞台に引き戻すには、エルファリアの一派とはなるべく対立したくないのさ」

　エルファリアを有罪にしてしまうと、現在の彼女の支持者が猛反発するのは必至だ。すると国は再び混乱の中へと戻もどっていくだろう。それぐらいなら証拠不十分、しかし完全に疑惑を晴らす事も出来ない、という程度で決着させる方が効果的だ。その場合エルファリアは皇帝を続ける事は出来ないだろうが、刑に服す事はない。これなら孝太郎と交かわしたエルファリアとティアの身の安全を守るという約束が果たせるし、現在の世論の状態からするとエルファリアの支持者もそれなら仕方がないと考える公算が高い。その後のフォルサリアの帰き還かんや帝政の廃止には国民の支持が欠かせないので、国民が予想よりもセイレーシュの皇帝代理就任を高く支持している以上は、エルファリアを有罪にする事に拘こだわるべきではないというのが現時点でのエゥレクシスの結論だった。

「一応、私達の事も心配してくれているのね」

「君に嫌われたくはないからね」

「ビジネストークで言われても嬉しくもなんともないわ」

「私の言葉を全てビジネストーク扱あつかいするのはやめてくれないかい？」

「だったら仕事以外の話も積極的にする事ね」

「女性の扱いは難しいねえ」

　エゥレクシスと真耶のやり取りは、次し第だいに本題から外れていく。それが許されるほどに状じよう況きようは彼らの思おも惑わく通り進んでいた。

「この世の中に、簡単な事なんて無いわよ」

「実感があるよ、その事にはね」

「厄やつ介かいな女だって言いたい訳？」

「滅めつ相そうもない。私達を囲む状況の話をしているのさ」

「どうだかっ」

　そういう二人の軽快なやり取りがドアの外まで聞こえていたから、この時社長室を訪おとずれたＤＫＩの社員は、声をかけようか後回しにしようかしばらく悩んだ。

「あら、お客さんみたいよ」

「君と二人きりの甘い時間も終わりだね」

「………女の扱いを分かってるんだか、分かってないんだか………」

　しかし幸いな事に部屋の中の二人が悩める社員の存在に気付いてくれたので、彼は思い切って部屋の中へ入っていった。

「おくつろぎのところ、大変申し訳ありません」

「いいんだよ、入ってくれたまえ。それで、何かあったのかい？」

「あった、という程ほどではないのですが………エルファリア一派と思われる者の不思議な行動を発見しましたので、一応お耳に入れておこうかと」

　社長室へ入った社員は話し易やすい距きよ離りまで二人に近付くと、自分の携けい帯たい用よう端たん末まつを操作して社長室の中央に立体映像を投とう影えいした。それは何処どこかで行われた通信の記録だった。

「見たところ皇こう銀ぎんのアクセスログのようだけど………これがどうかしたのかい？」

　皇銀とは、正しくは神聖フォルトーゼ銀河皇国銀行と言い、フォルトーゼの中央銀行だった。その役目は国のお金を管理する事で、通貨の発行をしたり、一いつ般ぱんの銀行へ融ゆう資しを行ったりと、様々な役目を持つフォルトーゼ経済の心臓部だった。

　もちろん本来は一企き業ぎようであるＤＫＩでは、中央銀行の内部の情報は得られない。しかし実は複数の手段でそれを入手する事が可能になっている。スパイ・魔ま法ほう・人脈・金・ハッキング。国を獲ろうという今、ＤＫＩは非合法活動にも手を染めていた。

「この部分をご覧下さい」

　社員は大量の文字や数字の羅ら列れつの一部を拡大する。それを見たエゥレクシスは腕うで組ぐみして考え込んだ。

「………ウェンラインカー領からのアクセスで、日付は十日前か………正規の認証コードで口座の照会………口座の名義は『レイオス・ファトラ・ベルトリオン』だって？　なんなんだい、これは？」

　通常、中央銀行は個人との取り引きを行わない。にもかかわらず口座が存在しており、しかも名義が『レイオス・ファトラ・ベルトリオン』とくれば、エゥレクシスは注目せざるを得なかった。

「私も皇銀に青騎士の個人口座が存在する事を疑問に思いまして、探りを入れてみたのですが………預金額ゼロの休眠口座でした。記録を遡れるところまで遡ってみましたが、この口座に資金の入出があった記録はありませんでした」

　アライアの治世からコンピューター社会の到とう来らいまでは数百年の時間を要している。銀行業務がコンピューター化されたのはその後で、それ以降の資金の入出記録は正確に残っている。しかし問題の口座の場合、銀行業務がコンピューター化される以前の段階で残高がゼロであったらしく、データ上の記録では最初から残高はゼロ、以降なんの入出の記録もなかった。

「という事は、最低でも千数百年間ほったらかしの口座って事か」

「それ以前の情報は、古い手書きの帳簿を直接調べさせています」

「上出来だ。………それで、誰だれによるアクセスかは特定できたのかい？」

「それが途中で痕こん跡せきが途切れ、特定には至りませんでした」

「正規コードだったんだろう？」

「そうなのですが、どうやら高度なハッキングだったようで」

　正規コードが入力されているので、最初は皇銀内外問わず正規ユーザーのアクセスかと思われた。しかしそれならアクセスの履歴や経路を辿れる筈はず。だがそれが出来なかったから、結果的に正規コードを入力したとしか思えない程、高度なハッキングを受けたと考えざるを得なくなったのだ。

「じゃあ、口座のデータを書き換えられたのか？」

「いえ、その可能性はありません。バックアップとの比ひ較かくで、何も操作されていない事は確かく認にんされています」

「という事は、何者かが高度なハッキング技術を用いて、ただただ青騎士の休眠口座を覗のぞいただけという事なのか？」

「はい。ですから一応御報告に上がった次第でして………」

「いや、その判断は正しいよ。良く知らせてくれた。引き続きこの件に関しての調査を続行してくれたまえ。予算は幾いくら使っても構わん」

「分かりました。直ちにプロジェクトチームを立ち上げます」

　エゥレクシスから新たな指示を受け、社員は早足で社長室を出ていく。エゥレクシスはそんな社員の姿を一度も見る事無く、立体映像として表示されているデータを見つめて考え込んでいた。彼はこの謎なぞのアクセスに何かの意味があると考えている。目的もなく、自己の存在のアピールすらせず、去っていくハッキングなど聞いた事がない。きっとこの行こう為いには何かの意味がある。それを見付け出ださねば大変な事になる―――エゥレクシスの経営者としての経験が、この問題を放置してはいけないと警告していた。

「何だ………このアクセスには何の意味がある？　誰がやった？　目的は何だ？」

「私は坊や達だと思うけど」

「どうしてそう思う？」

「半分は勘かんね。もう半分は日付よ」

「日付？」

「気付いてないの？　この日付は例の会談の翌日よ」

「なんだって？」

　エゥレクシスも真耶に言われて気付いた。確かに青騎士の口座へのアクセスは会談を行った日の翌日だった。

「もしそうなら、あの会談の後にコータロー君は、何がしかの事情から口座を確認する必要が出来たという事になるが………いや、それはおかしいな。彼は我々と組む事にしたのだから、待っていれば確認はできる筈だ」

　皇族会議が青騎士と認定した後なら、孝太郎は皇銀にある自分の口座に真正面からアクセスできる。何もこそこそとハッキングして口座を確認する意味などない。エゥレクシスは真耶の考えには賛同出来なかった。

「じゃあこういう事になるんじゃないの？　坊やは自分の口座の残高を確認したから、貴方あなたの提案を受け入れる気になった。つまり口座の残高が、その判断する上で重要な要素だった」

「だが、彼らは残高ゼロを確認した上で我々の提案を受けている」

「残高がゼロであれば反はん撃げきの目がなく、次善の策で提案を受け入れるしかなかった。もしくは、残高がゼロなら後々私達たちに勝つ事が出来る、ってところじゃないかしら」

　真耶は今でこそ機械の身体からだで戦う戦士だが、かつては心を操あやつる藍あい色いろの魔ま法ほう使つかいだった。今も他人の心の動きを追うのは大の得意。アクセスが孝太郎達である前提では、この心の流れが一番自然だと思われた。

「勝つ事が出来る？　それは何故なぜだい？」

　エゥレクシスは真耶の言葉の後半に注目する。前半に関しては、なるほどその通りだと感じられた。しかし後半の部分はそうではない。お金がないから勝てるというのは、経営者の感覚としては自然には感じられなかった。

「そこまでは分からないわよ。そういう可能性が無視出来ないってだけ。もちろんアクセスが坊や達じゃなければ、当て嵌まらないわ」

　真耶は肩を竦すくめる。心の流れとして有り得るというだけで、現実にその為ための手法があるかどうかまでは分からない。それが不可能であるなら、単に諦めて次善の策を執ったという事になる、という程度の認にん識しきだった。

「口座の残高がゼロであれば我々に勝てる可能性………？」

　孝太郎達か、それ以外か。日付からすると、確かに孝太郎達である可能性が濃のう厚こうだ。しかし残高ゼロの口座がエゥレクシス達の脅威になるとはどうしても思えない。だが真耶の言葉を聞いてしまった時から、その可能性がどうも心に引っ掛かる。それは孝太郎が青騎士だから。安易に戦いを放棄するとは思えなかったのだ。

「参考までに訊ききたいんだけど、この口座に幾らぐらいお金があったら、あの坊やは私達に勝てたと思う？」

「そうだねえ、我々に勝つという事は、最低でもこのＤＫＩの経済力に勝たなきゃいけないんだから―――」

　エゥレクシスは真耶の言葉に従ってざっと必要な額を暗算しようとする。

　―――待った、『幾らぐらい』だって!?

　その途中で、ある考えが閃せん光こうのように脳裏を過よぎった。

「まさか！」

　エゥレクシスは暗算を中断し、猛然とした勢いでコンピューターの操作を始めた。憲法と法律の電子データを呼び出して、『青騎士』をキーワードにして全文の検索を開始。それと並行して先さき程ほどの社員に連れん絡らくを取り、手書きの帳簿の確認について進しん捗ちよくを問い質ただした。

「どうしたの、何か分かったの!?」

　エゥレクシスの様子から何かを感じ取り、真耶はグラスを置いて彼の元へ向かう。エゥレクシスの様子はただ事ではなかった。

「まだ分からない！」

　エゥレクシスは検索で該当した部分を細かく読んでいく。そしてそれが済む頃、先程の社員から再び連絡が入った。連絡は画像データが添付された電子メールだった。

「………そうか………そういう事だったのか………」

　そして添付されていた画像データとメッセージを確認したエゥレクシスは、ある結論に辿たどり着つき、大きく表情を歪めて絶句した。

「してやられた！　我々はまんまとコータロー君達―――あるいは伝説の皇帝アライアが仕し掛かけた罠わなに、飛び込んでしまったんだっ!!」

　ダンッ

　やがてエゥレクシスは拳こぶしを強く握り締め、自身の木製のデスクに叩たたき付けた。彼が辿り着いた結論は、想像を遥はるかに超こえるものだった。彼が除外して考えていた部分に、罠が隠かくれていたのだ。

「どういう事なの？」

「我々は―――というよりも、フォルトーゼ皇家は、コータロー君を青騎士だと認めてしまった！」

「それがなんだっていうのよ。良い事じゃない。支持率は予想よりずっと高かったんでしょう？」

　孝太郎を青騎士の継承者や子孫と認める事は、セイレーシュが皇帝代理として支持を集める為の要だ。実際には本人だったので予定よりも遥かに高い効果があった。真耶にはそこに問題があるとは思えなかった。

「問題はむしろそこに潜ひそんでいたんだ！　彼が継承者や子孫であれば、この問題は起こらなかった！」

　エゥレクシスは当初、孝太郎を青騎士の子孫か継承者だと考えていた。だから本人であった場合に起こる問題は初めから除外して考えていたのだ。これは一いつ般ぱん的てきな常識からすると仕方のない事だろう。そしてその思考の穴に、罠が隠されていた。

「コータロー君が青騎士本人であるなら、彼には俸ほう給きゆうを支払わねばならない！」

　青騎士にはアライアが定めた特例があり、その中には俸給が含まれている。孝太郎を青騎士と認めた以上は、神聖フォルトーゼ銀河皇国は俸給を支払う必要があった。

「せこい事言わずに、払えばいいじゃない」

「高額の俸給が二千年分なんだよ！　しかも複利で金利が付いている！　仮に金利二パーセントの年が五百年あったとしたら、それだけで二万倍だ！　実際はそれよりも遥かに多いだろう！」

　アライアは青騎士の俸給を軍事費の一パーセントと定めた。国家予算に対する軍事費の割合は十パーセント程度。つまり青騎士には毎年国家予算の〇・一パーセントが俸給として支払われる事になるのだ。

「しかもこれは初年度の俸給だけでの話だ！　俸給はそこから二千年続く！　さらに言えば国家予算の増大に比例して俸給それ自体も上がっているんだ！　物価の上昇分だけでは到とう底てい吸収しきれない規模だ！」

　アライアが特例を定めた時点では、フォルトーゼは世界の片かた隅すみにある国の一つだった。おかげで俸給の額もたかが知れており、当時一番経済力があった騎士家の収入を超えない程度の物でしかなかった。だがフォルトーゼの発展と共に経済規模は拡大。今では〇・一パーセントでも莫大な金額だった。

「青騎士は特例で守られているから、税金は免除されるし、休眠口座として俸給が没収される事もない！」

　救国の英えい雄ゆうである青騎士は、アライアが定めた幾つかの特例によって守られている。この特例は法律に優先するので、孝太郎には税金を支払う義務はなく、利子はそのまま孝太郎の口座に加算される。口座へのアクセスが無いからといって没収される事もない。実際に残高なしの口座が残っていたのがその証拠だった。

「でも俸給はきちんと積み立てられて―――あっ」

「そう、ないんだよ！　ある筈の俸給は、ずっと昔にあった災害と飢き饉きんへの対応で、超法規的に使われてしまった！」

　アライアの没後から三百年程が過ぎた頃、フォルトーゼで大規模な災害が起こった。そしてそれを引き金にして飢饉が発生。その対策にどうしてもお金が足りず、当時の皇帝は積み立てられていた青騎士の俸給に手を付けた。青騎士は三百年帰って来なかったので死んでいるだろうし、救国の英雄なら貸してくれるだろうという判断だった。それに万が一青騎士が戻った場合―――伝説のシグナルティンの不老不死の力などで―――は、その時点できちんと計算して返せばいい。国が亡ほろべば俸給自体が途切れるのだから、これは正しい判断だったと言えるだろう。

「それから千数百年間、俸給は支払われていない！　だがその権利は依然として青騎士に存在しているんだ！」

　災害と飢饉対策に青騎士の資産を充当した翌年から、積み立ては省略され、帰ってきたらちゃんと計算して返そうという方針になった。だから俸給は予算として計上されるものの、そのまま国庫へ戻すという処理が行われるようになった。災害と飢饉から国を復興させるには、国家予算の〇・一パーセントは非常に大きい。これもまた正しい判断だっただだろう。青騎士への返済に責任を持つなら、わざわざ毎年積み立てる意味はないのだ。しかしそこに誤算が潜んでいた。

「まさか………」

　誤算に気付いた真耶の表情が引き攣つる。

「そうだ！　二千年分の俸給に、二千年分の金利！　それがどれだけの金額になるのか、私には想像もつかない！　分かっている事は、フォルトーゼの国家予算を全額使っても、間ま違ちがいなく金利すら支払えない天文学的な額だという事だ！」

　誤算はただ一つ。

　二千年という途方もない時を経へて、青騎士が本当に帰還してしまった事だった。

「だからコータロー君は自身の口座の残高がゼロである―――フォルトーゼに支払い能力がない事を確認してから我々と手を組んだ！　我々を使って皇族会議を動かし青騎士であると認めさせ、フォルトーゼに多額の負債を背負わせる為に！」

　孝太郎達は何もかも計算尽くだったのだ。皇権が停止されたエルファリアには、皇族会議は動かせない。騒動の当事者なのだから当然だろう。だから孝太郎達は皇族会議を動かす手段として、エゥレクシスとＤＫＩを利用した。セイレーシュを皇帝代理として立たせ、国を正常化する手段として青騎士の存在を認めさせた。それが孝太郎にどんな力を持たせる事になるのかを誰にも気付かせないよう、慎しん重ちように慎重を期して。

「今のコータロー君は、その気になれば指先一つでフォルトーゼを崩ほう壊かいさせられる、史上最大の債権者！」

　その隠された意図に気付かず、エゥレクシスと皇族会議は孝太郎を青騎士だと認めてしまった。それが結果的に孝太郎に凄まじい力を与あたえた。その力とは、フォルトーゼの支払い能力を遥かに上回るような、天文学的な経済力。

「言うなれば残高ゼロの口座は、白銀の姫ひめアライアが予期せず生み出した、二本目のシグナルティン！」

　神聖フォルトーゼ銀河皇国は、孝太郎の資産を勝手に食い潰した。当然、それを返済する義務がある。青騎士相手には借金を帳消しにする徳政令も出せない。そして恐おそらく国家予算を全額つぎ込んでも、一年間に生じる利息すら払えない。国家は財政破は綻たんし、債権者である孝太郎によって再建される事になるだろう。

「それは神授の宝ほう剣けん、王権の剣！　フォルトーゼはコータロー君の物になるっ!!」

　孝太郎によって再建されるという事は、どんな国作りも思いのままという事。それはつまり、孝太郎が皇こう帝ていになるに等しい。そうである以上、エルファリアを皇帝に戻す事も思うままとなる。

「これは我々の失策だ！　コータロー君を利用するのはともかく、青騎士と認めてしまったのは大きな間違いだった！」

　孝太郎が青騎士本人でなければ、ここまでの問題にはならなかった。アライアが定めた特例のうち子孫や継承者にも該当するものはそれほど多くはない。俸給だって本人に限られた権利だし、それを相続する場合は普ふ通つうに税金がかかる。つまり本人だと分かっても、本人と認める事だけはしてはならなかったのだ。

　もちろん、これはアライアが狙ってやった事ではない。彼女が狙ったのは、孝太郎に感謝を示す事と、非常時に備えて国とは全く別の場所に強い力を用意する事だった。それがたまたま予定よりもずっと早く災害と飢饉に使われ、補ほ填てんされないまま現在に至った。孝太郎がここまでの力を持つに至ったのは、単なる成り行きに過ぎなかった。

「私には、あの坊やがそこまでするとは思えないけれど」

　真耶は肩を竦める。孝太郎が債権者としての権利を行使した時、フォルトーゼにどのような影響が出るか。それを考えると、真耶は孝太郎がそれを本当に実行するようには思えなかった。

「もちろんそうだろうね。彼はフォルトーゼを愛している。だからそうなるのは恐らく、我々が最後まで抵てい抗こうした場合に限られるだろう」

「私達たちがエルファリアの裁判を公正化し、証拠についてもきちんと捏ねつ造ぞうを暴けば、彼は何もしない」

「ああ。彼はフォルトーゼが乱れ、国民が苦しむ事を良しとしない。それは歴史が既すでに証明している」

　エゥレクシスも、孝太郎が無闇に経済力という強大な力を振ふるわないだろうという点では真耶と意見が一いつ致ちしていた。剣を得たからといって振るう必然はない。人によっては倉庫の奥おくにしまっておくだろう。それが本当に必要になる、その時まで。

「でも正しい裁判を行ったら、セイレーシュがそのまま皇帝に即そく位いする可能性は非常に低くなるわね。それに備えて、何か対策を考えなくては………」

　孝太郎に剣を抜かせない為には、証拠の捏造を暴き、公正な裁判を行わなければならない。その場合エルファリアが無罪になる可能性が極きわめて高くなる。そして無罪になれば当然皇権停止は解除され、自動的にエルファリアは皇帝に返り咲く。逆にセイレーシュが皇帝になるには、エルファリアの判決が出るまでに皇帝としての高い資質を内外に示し、国民からの絶大な支持を集めねばならない。残念ながら普通にやっていてはその可能性は小さいと言わざるを得ない。だから真耶は、何か特別な対策が必要だと考えていた。

「いいや、このままだとセイレーシュ殿下が皇帝に即位する可能性は、限りなくゼロに近くなるよ」

　エゥレクシスは首を横に振った。彼の頭の中には、セイレーシュが皇帝に即位する事はないと考えるに足るだけの、十分な根こん拠きよがあった。

「どうして？　今とパワーバランスが逆転するだけじゃないの？」

「それだけで済めばよかったんだが、実はコータロー君がこの先何をするにせよ、一つだけ確実にやってくる攻こう撃げきがある」

「どういう事？」

「コータロー君はその絶大な経済力を、小指の先を動かすぐらいほんの僅かに行使して、このＤＫＩの株式を買い占める。つまりＤＫＩは彼の会社になるのさ」

「すると貴方は解任され、ＤＫＩはこの争いから手を引く、か………私達の負けね」

　セイレーシュが皇帝になるには、ＤＫＩが裏から手を回す事が必ひつ須すとなる。だが孝太郎がＤＫＩを買収すれば、それを認める筈がない。孝太郎の買収を防ぐには株式は非公開で親族だけが持っているというような状況が必要であるが、不幸にしてＤＫＩの株は公開されており積極的に売買されている。だから孝太郎がその財力で株式を高値で買い続ければ筆頭株主になれるし、過半数の株式を取得する事も不可能ではない。そしてＤＫＩを買収する程度の資金であれば、フォルトーゼもすぐに用意する事が出来る。これではエゥレクシス達の負けは確定的だった。

「救国の英雄を甘く見過ぎた。まさか経済力で攻撃してくるとは！」

　ダンッ

　エゥレクシスの拳が再びデスクに叩き付けられる。最先端の複合企業を率いる若き指導者が、二千年前の伝説の英雄に騙し合いと経済力で負けた。これは言葉通りまさかの展開で、エゥレクシスのプライドを大きく傷付けていた。

「………英雄と皇族を利用するつもりが、逆に利用されてしまった訳ね」

「こうなれば残る手段は一つしかない！　コータロー君が実際に動き出す前に、彼を排はい除じよする必要がある！」

　エゥレクシス達には辛かろうじて、逆転の目が残されていた。孝太郎が買収を行う前に倒してしまえばいいのだ。

　孝太郎は世論調査の結果を待つ必要があったので、今日まで動く事が出来なかった。セイレーシュの代行就任や青あお騎き士しそのものが国民から支持されていなければ、買収までは辿り着けない。どうしても今日を待つ必要があった。

　そして世論調査の結果が出た今の時点で既に時計は深夜を回っており、株式市場も皇銀も取引を終えている。その為、孝太郎が動き出すのは最速でも夜が明けて皇銀が取り引きを開始した後になる。その前に孝太郎を倒す事が出来れば、ＤＫＩの買収を阻止できるという訳なのだった。

「やるの？　こちらから休戦を破は棄きする事になるわよ？」

「仕方がない！　既にコータロー君―――青騎士には、セイレーシュ殿でん下かの支持は表明して貰もらっている！　必要な事は済んだ！」

　孝太郎とエゥレクシスの休戦は、ヴァンダリオンから権力を取り上げる時までという取り決めだった。しかしヴァンダリオンは兵力を展開させたまま沈ちん黙もくを守っている。このままヴァンダリオンが動くのを待っていては取り返しが付かない事になる。だから休戦破りの汚名を着てでも、エゥレクシスは行動を起こす事に決めた。それが必要なほど、彼は追い詰つめられていた。










　エゥレクシス達たちの動きを察知したのはクランだった。昔取った杵きね柄づか、敵を監かん視しする事に関しては彼女はエキスパートだった。とはいえＤＫＩ本社相手に直接的な監視は難しい。ＤＫＩはクランであっても油断ならない技術を持っているのだ。その本拠地のガードは当然堅かたい。そこで彼女が目を付けたのは、通信の相手とその量を監視する事。流石さすがに相手先のガードはＤＫＩ程ではないから、監視は難しくなかった。

　クランが監視していたのは主に皇銀と公文書館。より細かく言うと皇銀の孝太郎の口座に対するアクセスと、王立公文書館の憲法と法律の原本へのアクセスだ。これらに対するＤＫＩからのアクセスがあれば、ＤＫＩが孝太郎の狙いに気付いたという事になる。

　そうなると次に起こる事は当然孝太郎への攻撃なので、ＤＫＩの本社から軍事部門の施し設せつへの通信量が急激に増える筈だ。ＤＫＩ相手なので通信の中身を知るのは難しいが、通信量だけなら外を通る通信回線を調べればいいのでそう難しくはない。

　もちろんこれだけでは早計なので、本社の人の出入りも監視を忘れない。特に重要なのは屋上の航空機の発着場だ。ここから社長専用機が軍事部門の施設の方へ飛んでいくかどうか、もしくはここに軍用機が迎えに来るかどうか。その確認は必須だった。そして今しがた、発着場からは社長専用機が飛び立った。

　クランはこれらの変化が実際に起こった事を確認し、エゥレクシス達が動き出したと判断したのだった。

「ベルトリオン、どうやら向こうにこっちの狙いを気付かれたようですわ！」

「やれやれ、あとちょっとで完勝だったっていうのに」

「仕方ありませんわ。なんだかんだでＤＫＩの最高経営責任者ですもの」

　孝太郎はクランの言葉にも驚いた様子はなかった。これは薄うす々うすこうなるだろうと予想していた事と、こうなった場合の準備が済んでいるおかげだった。

　孝太郎達はこれまで、出来る限りバラバラにならないように行動してきた。だからこの時も、滞在していた部屋には孝太郎とクラン、真希とキリハの全員が揃そろっていた。また各人の装備もこの部屋に用意してあり、身に着けるだけで良いようにしてあった。そういった訳で、クランが警告を発した三十秒後には、脱だつ出しゆつの準備は整っていた。

「クラン殿どの、向こうの様子はどうなっているだろうか？」

　いち早く出発の準備を済ませたキリハは、カーテンを僅かに開けてその隙すき間まから外の様子を確認する。この時、狙撃が怖こわいので埴はに輪わ達がバリアーを張ってキリハを守っていたのだが、幸い杞き憂ゆうに終わった。また外の様子にも異常は感じられなかった。

「軍用機の離陸はまだですわ。でも発着場に待機中。この様子だと、流石に迎げい賓ひん館かんへの直接攻撃は考えていないようですわね。こっちが動くのを待っているのでしょう」

　箱入りお姫ひめ様さま育ちのクランなので、準備が一番遅おそいのは彼女だった。キリハの質問に答えながら、今まで使っていた愛用のコンピューターや関連する装置を、もたもたとバッグに詰めていく。最終的には見かねた孝太郎が一気に荷物をバッグに放り込んだ。

「幾ら状況が悪くても、皇宮への強攻は避けたみたいですね。クリムゾンを止めるのは苦労したでしょうけど」

　真希はいつの間にか準備を済ませ、孝太郎の近くに立っていた。彼女は戦いの日々を送ってきたおかげで、この状況でもあまり普段と変化がない。今の段階ではまだ危険がない事をよく知っているのだ。だから友人の事を思い出して、笑え顔がおを作る余よ裕ゆうがあった。

「でも時間が経てばダークネスレインボゥの幹部達だけで入ってくると思います。だから急いで逃にげましょう。それこそクリムゾンとは、屋内で戦いたくないです」

　孝太郎達は今、フォルトーゼ皇宮の敷地内にある迎賓館にいた。エゥレクシス達もそれは知っている筈だが、直接ここに攻撃してくるような事はなかった。皇宮への攻撃ともなれば多くのリスクが存在するからだろう。しかし時間が経てばダークネスレインボゥの魔法少女達を忍び込ませるくらいはやってくるかもしれない。証拠を残さない攻撃は彼かの女じよ達の得とく意い技わざと言っても良い。それを四人だけで相手にするのは厳しいから、ここは逃げの一手だった。










　迎賓館の廊ろう下かは静かだった。元々要人が泊まったり休んだりする為の場所なので、一般のホテルのように人の出入りがある訳ではない。特に今は深夜なので、時折警備員が通る以外には人通りはなかった。

「………まだ大だい丈じよう夫ぶそうですわね」

「お前、ビビり過ぎだぞ。幾らなんでもこんなに早く来る訳ないだろ。まだ何分も経ってないぞ」

　孝太郎達は静まり返った廊下を進んでいく。一行の足音と、時折交わされる言葉だけが廊下に反響している。造りが豪ごう華かなだけに、どこか寂しげな印象があった。

『分かったホ！　クランちゃんはあらかじめ潜せん伏ぷくしていた暗殺者を恐れているホ！』

「そ、それですわ！　そういう事もあるのではなくて!?」

「………お前、やっぱりただビビってるだけだろ」

『だけだホー』

「そんな事ありませんわっ！」

　銀河を股またに掛ける超ちよう大たい国こくフォルトーゼの迎賓館なので、その敷地面積は広い。孝太郎達は玄関へ向かっているのだが、念の為にエレベーターを避けた事もあって、使っていた部屋を出てから既に数分が過ぎようとしていた。それでようやく、通路の先に玄関が見えてくる。それを確認した真希は、隣となりを歩くキリハに話しかけた。

「キリハさん、そろそろ例のやつをやった方が良いんじゃないでしょうか？」

「そうだな、やっておこう」

　敵はＤＫＩ、そしてダークネスレインボゥ。襲しゆう撃げきは未来予知を参考に行われるから、多くの脱出プランを作成してランダムに決定する事で予知をすり抜ける。そのランダムを生み出すのが、キリハがいつも持ち歩いているアニメのトレーディングカードだった。

「今日はいつもより枚数が多いんですね？」

「我々の人数が少ないので、念の為にな」

　キリハは十数枚のカードを取り出すと、手際よくシャッフルする。それはまるで手品師のようで、彼かの女じよの手の上でカードが美しく躍おどった。

「では真希―――」

「待った、それは後だ」

　しかしキリハがカードを扇おうぎ状じように広げて真希に差し出した直後、孝太郎がそれを止やめさせた。孝太郎の横顔には緊きん張ちよう感が色濃く滲にじんでおり、止める声も鋭かった。

「どうした？」

「玄関のホールに誰かが居る。殺気はないが………案外、クランの言う通りかもな」

　少し先にある迎賓館のエントランスホール、孝太郎はそこから人の霊れい力りよくを感じ取っていた。これは早さ苗なえが孝太郎に書き込んでくれている能力によるものなので、彼女ほどではないものの、その人物の感情を感じ取る事が出来る。しかし殺気や警けい戒かい心のようなものは感じられない。また警備員とは違ちがって動き回ったりもしていない。その人物は静かにホールに佇たたずんでいる。もしこれが敵であるなら、余よ程ほどの訓練を積んだ達人に違いないだろう。だから孝太郎達は慎重にホールへ近付いていく。別のルートへ向かう事も考えたが、本当に敵だった場合に背後を取られる危険を無視できなかった。

「………ごきげんよう、レイオス様」

　しかし孝太郎の心配は杞憂だった。ホールで待っていたのは、先日皇帝代理に就任したセイレーシュ。彼女はホールに入ってきた孝太郎に、春先の陽ひだまりのような温和な笑顔を向けた。

「セイレーシュ殿下………どうしてここに？」

「あの男がレイオス様の足止めをして欲ほしいと言うので」

　あの男というのは、もちろんエゥレクシスの事だ。彼女はエゥレクシスに言われてこの場所へやってきた。そして彼女の周りには多数の無人兵器。だというのに、セイレーシュは全く表情を変えずに微笑ほほえんでいた。

「それで殿下、どうなさるおつもりなのですか？」

　孝太郎も同じ調子で話し続ける。相変わらずセイレーシュからは敵意は感じない。

「もちろんこうです」

　ホールにいた無人兵器は全部で三十二機。もしその全すべてが牙きばを剥むけば、孝太郎達は危なかっただろう。

「………貴方あなた達、同士討ちをなさい」

『仰おおせのままに、マイプリンセス』

　だがセイレーシュが命じたのは同士討ちだった。三十二機の無人兵器はお互たがいに狙ねらいを定めると容よう赦しやなく攻撃を開始。幾らも経たたないうちにスクラップの山となった。そしてそれを見届けると、セイレーシュは無言で道を空けた。孝太郎が感じた通り、彼女は最初から孝太郎達を傷付けるつもりはなかったのだ。

「………御武運をお祈りしています、レイオス様」

「セイレーシュ殿下、殿下は何故私達の味方をして下さるのですか？　状じよう況きようからして、それは難しい筈です」

　孝太郎は驚おどろいていた。エゥレクシスが選んで皇帝代理に据えた以上、セイレーシュはエゥレクシスには逆らえない筈だった。何故ならセイレーシュが操り人形でなければ、エゥレクシスの最終的な目的は達成されないからだ。何らかの利益の為にエゥレクシスに協力したか、あるいは弱みを握られているか、そのどちらかである筈だ。なのに彼女は道を空ける。その行動は奇き妙みようだった。

「………その質問だけは、されたくありませんでした」

　これまでずっと笑顔だったセイレーシュ。だが今は悲しげだった。

「随ずい分ぶん、悩なやみました。父を………父を救うべきか、それとも国を守るべきか」

「………あの野郎………」

　孝太郎は拳を握り締め、怒いかりを露あらわにする。孝太郎もセイレーシュの父親が重病である事は知っている。どうしても彼女の報道に付随して出てくる情報なのだ。そしてその父親が彼女の弱みだった。言う事を聞けば病床にある父親を治ち療りようしてやる、それがエゥレクシスの出した条件。科学の力では不可能でも、霊力と魔ま法ほうを併用すれば治療は可能だった。

「それでも結局、父を見捨てられず………私はあの男に従う事に決めました………」

　だからセイレーシュはその条件を呑むより他ほかになかった。その気持ちは母親を亡くしている孝太郎には痛いほど分かる。言ってみれば、エゥレクシスは希望を使ってセイレーシュの自由を奪ったのだ。

「あの男に従って、父を救うつもりでいました。本当にそう思っていたんです。………貴方と初めて出会った、あの日までは」

　だが記者会見の数日前に孝太郎―――伝説の皇女アライアと共に国を救った青騎士に引き合わされた時、セイレーシュはある思いに取とり憑つかれた。

『自分はこの人が、そして多くの人々が命を懸かけて守った祖国を、憎むべき敵に売り渡そうとしている』

　その思いがずっとセイレーシュを苛さいなんだ。国を守りたい。しかし父親を失いたくない。そんな相反する二つの思いに挟まれ、彼女は悩みに悩み、苦しみ続けた。だから彼女は記者会見のあの日、縋すがるような思いで孝太郎に尋たずねた。孝太郎は今も青騎士なのかと。それに対する孝太郎の答えを聞いて、彼女はようやく自分の道を見み出いだした。

「私は今も、フォルトーゼの皇女なのです」

　セイレーシュは長い歴史と伝統、そして誇ほこりを裏切れなかった。命を懸けて戦った人々の願いを無視出来なかった。何より、父親もそれに命を懸けて来た筈。国を売るという事は、父親の人生を踏ふみにじる事でもある。そこに気付いた時、彼女は身を裂かれる思いで決断した。セイレーシュは、フォルトーゼの皇女である事を選んだのだ。

「たとえそれで、何を失おうとも………」

　セイレーシュの瞳ひとみから涙なみだが零こぼれる。彼女が皇女である事を選んでしまった以上、父親は助からない。その悲しみは堪こらえようもなかった。そうやって涙する彼女の姿は、孝太郎に収しゆう穫かく祭さいの夜のアライアを思い出させる。ならば孝太郎がする事は一つだった。

「殿下、この私が必ずやお父上をお助け致します。我が名と、この剣に誓ちかって。ですからお心を強く持って、今しばらくお待ち下さい」

　希望を与えられた人間が、正しい事をする為にそれを手放し、再び絶望の底へ落ちた。それはきっと、父親が死ぬと知った時に倍する苦しみを彼女にもたらした筈はずだ。だから孝太郎は誓う。この気高き皇女を守らねばならない。そして救わねばならない。我が身の無力さに涙する皇女を。どれだけ時が過ぎようとも、孝太郎のする事は変わらなかった。

「レイオス様………そのお言葉だけで何もかも報われた思いです」

　セイレーシュは涙を拭い、懸命に笑顔を作ろうとした。しかし彼女はそれに失敗した。涙は止まる事無く、笑顔は歪んだままだった。

「どうか御無事で。私の為ではなく、フォルトーゼとそこに生きる人々の為に」

「………勿もつ体たいないお言葉です」

　孝太郎はセイレーシュに頭を下げる。孝太郎はこの時、本気で怒おこっていた。エゥレクシスを打ち負かし、セイレーシュとその父親を救う、今はそれだけで頭が一杯だった。

「それでは、失礼致します」

　頭を上げた孝太郎は、セイレーシュに別れを告げた。本当ならもっと話をして彼女を慰めたり安心させたりするべきだろう。しかし今は状況が許さない。のんびりしていては何もかも台無しになる。孝太郎は今のセイレーシュの姿を胸の奥に刻み込むと、足早にその前を通り過ぎた。そしてセイレーシュもそれがよく分かっているから、何も言わずに孝太郎を見送った。

「我らも行くぞ」

「ええ。里さと見み君、待って！」

　キリハと真希は孝太郎の後を追う。その二人が走り出だした事で、涙するセイレーシュに気を取られていたクランは、自分が置いてきぼりになりかけている事に気が付いた。

　―――いけない、わたくしも行かなくては………。

　クランは慌あわてて走り出し、セイレーシュの前を通り過ぎようとする。だがその時、セイレーシュはクランを呼び止めた。

「クラリオーサさん」

「な、なんですの？」

　クランは驚いて立ち止まる。正直に言うと、クランは他人との付き合い方を学び始めたばかりなので、泣いている人間が苦手だった。

「………アライア様は、どのようにして迷いを振り払はらったのですか？」

　セイレーシュはもう一度涙なみだを拭ぬぐう。すると今度はそれに成功した。おかげでクランの動どう揺ようは大分収まってくれた。

「それは私にも分かりませんわ」

　クランは首を軽く横に振ると、いつになく優しげに微笑んだ。

「でも、一つだけはっきりしている事がありますの」

「それは？」

「アライアさんは愛していたのですわ。このフォルトーゼと、あの男の事を。だからその為に精せい一いつ杯ぱい、やれる事をやった。ただ、それだけですわ」

「クラリオーサさん………そうですね、私も精一杯やってみます。私にやれる事を」

　続いてセイレーシュは笑顔になろうとする。幸いな事に、セイレーシュはこれにも成功した。

「それがいいですわ。………では、また後程」

　クランはセイレーシュが笑顔を取とり戻もどした事に安あん堵どしながら、大急ぎで孝太郎達たちの後を追いかけた。その足取りは軽く、そこに迷いは微み塵じんも感じられない。

「………私はやはり、皇帝の器ではない………とても残念な事だけれど………」

　走っていくクランと、立たち尽つくしたままの自分。同じ皇女であるのに、こんなにも違っている―――それを感じて、セイレーシュは悟さとった。自分は皇帝に向かないと。そしてエルファリアを皇帝の座に戻す事こそが、自分の天命であるのだと。
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　孝太郎達はクランの宇宙戦せん艦かん『朧ろう月げつ』へ帰りたい訳なのだが、瞬しゆん間かん移動のゲートを使って直接『朧月』へ移動してしまうと、空間を歪めて移動した事で生じる重力波を探知されてしまう。そうなれば『朧月』の位置を知られてしまい、艦かん隊たいが急行してくる。味方の艦隊に守って貰えるならそれでも問題は無いのだが、現状では『朧月』は孤立している。そこで開けた場所で『揺ゆり籠かご』に乗り込み『朧月』を目指すか、頻繁にゲートが使用されている市街地へ逃げ込むか、という二択になる。前者はゲートを使わない方法で、後者は多くのゲートに紛まぎれ込ませる方法だ。そのどちらを選せん択たくするにせよ、皇宮にいる間は出来ないので、皇宮から脱出するのが孝太郎達の第一の目標だった。

　孝太郎達が滞在していた迎賓館から皇宮の外へ出るルートは幾いくつか存在している。そして真希がキリハから引いたカードはカブトンガーアトラスの必殺技わざカード。そのカードを引いた場合は、池の排水管を利用して外へ向かうというルートを取る事になっていた。

「………非常時とはいえ、皇宮を破は壊かいしながら進むのは気が引けるなあ………」

「汝なんじが破壊するなら、誰だれも文句は言わないだろう。汝が造ったも同然なのだからな」

「そうは言ってもなあ………」

　孝太郎達は池の浄化施設から排水管内に侵しん入にゆうし、管内のメンテナンス用の通路を進んでいた。もちろんところどころに人が通れないように柵さくや金網が設置されている。孝太郎はそれを順番に破壊し続けていた。

　ガシャッ、バキバキッ

「それにしても、なんで警報が鳴らないんだろう？」

　孝太郎は新たな柵を破壊しながら首を傾げる。柵も金網も外から皇宮へ侵入しようとする者を阻止する為ためにある。当然破壊されれば侵入者が来たという事になるので、警報が鳴る筈だった。にもかかわらず、幾つ壊そうが壁かべの警報機は何の音も出さない。また周囲に設置された監視カメラも沈黙したままだった。おかげで本来はクランがやる筈だった仕事がなくなっていた。

「普通に考えると、ダークネスレインボゥが切った、という事になるんじゃないかと」

　真希の考えは単純だった。ダークネスレインボゥが皇宮への侵入を企てており、その為に警報機や監視カメラを切ったのではないかと考えていたのだ。

「って事は、連中がこの排水管の出口から来てるって事か？」

「排水管とは限りません。システムをまとめて切った方が色々便利ですから」

　味方が居る場所のシステムだけを無効化するというのは、確かに効果的なのだが手間と時間がかかる。状況によっては全体を無効化する方が効率が良い場合もあるだろう。今のようにダークネスレインボゥの幹部のみという少人数で、しかも時間制限がある場合での侵入作戦を想定すると、特にそうだった。だから真希はこの排水管でダークネスレインボゥと遭そう遇ぐうする可能性は低いと考えていた。

「………わたくしはセイレーシュさんだと思いますわ」

　クランの意見は真希とは正反対だった。彼女は味方の支し援えんだと考えていたのだ。

「殿下が？」

「後ろをご覧になって。貴方あなたがさっき破壊した金網の辺りですわ」

　クランは歩くのを止めず、指先だけで背後を示す。孝太郎も首と上半身をひねるだけで後ろを振り返った。

「………特に何もないぞ」

　排水管内の様子は先さき程ほどとは変化はない。孝太郎の見た限りでは、敵の姿もなければ、何かの場所が変わったという事もなかった。

「もっとよくご覧になって。監視カメラが動いているでしょう？」

「言われてみればランプが点ついてるな」

　これまで孝太郎達たちが見てきた警戒用の装置はどれも動いていなかった。装置の作動状態を示すランプも消えたままだった。だが孝太郎達が通り過ぎた直後から、そのランプが点灯している。装置類が再び働き出したのだろうという事が見て取れた。

「恐らく、皇宮のセキュリティルームにセイレーシュさんがいらっしゃるんだと思いますわ。そしてわたくし達だけを通そうとして下さっているに違いありませんわ」

　クランはこの時、別わかれ際ぎわのセイレーシュの言葉を思い出していた。自分に出来る事を精一杯やる。そしてセイレーシュはその言葉通りに助けてくれているに違いない―――クランはそう確信していた。

「セイレーシュ殿下は立派な皇女様だな、クラン」

　セイレーシュの置かれた状況は複雑だ。父親を救う為にエゥレクシスに付いたが、今はそれを裏切ってしまっている。彼女にとっても状況は危険極まりない。だがそれでも孝太郎達を助けてくれようとしている。孝太郎はそれを高く評価していた。

「………何か言いたげですわね？」

　クランは孝太郎の物言いに眉をひそめる。いつも孝太郎が彼女をからかう時の表現によく似ていたのだ。

「ああ。ちょっとだけホッとしてるんだ。万が一俺おれ達がやられても、希望が残るかもしれないってな」

「………」

　しかし孝太郎の本音が全く違う所にあったので、クランは目を丸くする。頭の中には文句や恨み言だけが詰まっていたので、上手い返しの言葉が出てこなかった。

「やられて貰っては困るのだがな、孝太郎。我らにも将来設計というものがある」

「そうですよ、里見君。里見君が負けるなんて有り得ないです」

　だが言うべき事はキリハと真希が代わりに言ってくれた。そして二人の言葉が終わる頃ころには、クランにも言うべき言葉が思い浮かんでいた。

「心配要りませんわ、ベルトリオン」

「まあな、お前らが居るからな」

「ふふふ、やっぱり貴方は際限なく怒っている時の方が紳士ですわね」

　クランは知っている。孝太郎が本気で怒っている時は、クランをからかう余裕がなくなる。本音を明かす事への恥ずかしさも感じない。だから紳士的になる。逆に言うとクランに対して紳士的な時の孝太郎は、茶化してはいけない特別な状況を除けば、概おおむね本気で怒っているのだ。

「クラン………」

「そして怒っている貴方は誰にも負けませんわ。それは歴史的な事実ですの」

　クランは孝太郎の怒りを何度も見ている。最初はそれを向けられた事さえある。だから分かるのだ。怒っている孝太郎が負ける事はないと。そして信じている。いずれ孝太郎は再びクランに意地悪を言うようになると。

「………ああ」

「お好きになさい。それが叶うように、わたくし達が手伝って差し上げますわ」

　実はこの時、同じ事を孝太郎も感じていた。普ふ段だんは我わがままが多く頼たよりない部分が目立つクランだが、本当に怒っている時はとても知的で立派な皇女に変身する。今がまさしくそう。そしてそれと似たような事は、キリハや真希についても言えた。

　―――セイレーシュ殿下だけじゃない。こいつらにこういう顔をさせたツケは、キッチリ払わせるからな、エゥレクシス………。

　だがもちろん孝太郎はクランに、立派な皇女である事は望んでいない。いつもの少し頼りないぐらいのクランを望んでいる。キリハや真希についてもそう。だからエゥレクシスに対する怒りは高まる一方だった。










　既に深夜を回っているので、排水管の出口に近付いてもすぐにはそれと分からない。孝太郎達がそこが出口だとはっきり理解したのは、孝太郎が行く手を遮る最後の柵を破壊した後の事だった。

「おいみんな、あれって出口だよな？」

「そのようですわね。この狭くて息苦しい場所と、ようやくお別れできますわ」

　排水管は川に続いていた。その川の向こう側には高層ビルが建っているのが見える。そして孝太郎達が出口に近付くにつれて視界は広がり、窓から漏れる明かりできらびやかに輝かがやくビルの群れが姿を現していった。

「しかし、結局ダークネスレインボゥとは会いませんでしたね」

　迎賓館からこの場所まで、敵らしい敵は現れなかった。孝太郎達はいつ来るかいつ来るかと気を張っていたので、拍ひよう子し抜けといったところだった。

「どうせ我らが皇宮にいる間は大掛かりには攻せめられない。皇宮から出た後で捕ほ捉そくするつもりなのだろう。脱出後に我らが向かう場所は限られるからな」

　皇宮からの脱出ルートは十以上ある。ダークネスレインボゥの幹部クラスは真耶を加えても七人なので、バラバラに配置しても隙は出来る。ならばあえて守らず、孝太郎達が皇宮から脱出した後で勝負すれば全員で攻められる。その方が総合的には勝率が高いと考えたに違いない、というのがキリハの推測だった。

「って事は、ここからが本番って訳か」

　孝太郎は出口から外に出る直前で足を止めた。見た目にはただの夜の街。だがここから一歩踏み出せば、そこは戦場だった。

「そういう事になるな。カラマ、コラマ、頼たのむ」

『了りよう解かいだホー！』

『任せて欲しいホー！』

　二体の埴はに輪わは遮しや蔽へいモード―――内蔵されている透明化の装置―――を作動させて姿を消すと、排水管の出口に向かって歩いていく。そして出口の縁から慎しん重ちように顔を出し、周囲の様子を窺った。

『………ラッキーだホー。近くには誰も居ないみたいだホー』

　埴輪達には近くに人間はいないように感じられた。彼かれらには霊れい子し力りよくセンサーが付いているので、早苗と同じように人間の霊力を感知できる。それに加えて音響、電波、振しん動どう、赤外線のセンサーがあるので、魔法でも使わない限り埴輪達の感覚を誤魔化す事は出来ない。近くに誰も居ないというのはほぼ間ま違ちがいない筈だった。

『………でも上から見られている気がするホー。おいら達人気者だホー』

　だが上空には何かが居るような気配がある。しかし無人のステルス機なのか、はっきりとは感知できない。距きよ離りがあるので埴輪達の能力にも限界があった。

「代わりますわ」

「私も行きます」

　近くに人が居ないなら、クランと真希の出番だった。クランは科学的な分野に関しては埴輪以上の力を持っているので、上空の何かを探る事が出来る。そして真希は念の為に魔法で周囲を探る。これで周囲の様子はよりはっきりと分かるだろう。

「………どうやら小型の無人機みたいですわね」

「確かか？」

「ええ。パルドムシーハが普段から使っているのと同じようなものですわ。大きさは一メートルを超えたくらいでしてよ」

　クランが腕うで輪わに接続したセンサーが上空を飛ぶ物体を捉えた。自動的に飛び回って周囲を偵察する小型の飛行機で、それがセンサーにかかりにくい素材で作られていた為に、埴輪達には感知し切れなかったのだ。

「まずい状況です。上空で魔ま力りよくの反応が動き回っています。多分、その小型の無人機に魔法がかけられているんです」

　真希は排水管の天井を見上げながら顔をしかめる。彼女には情報系の緑の魔力が上空で動き回っているのが感じられた。つまり上空を飛ぶ無人機には、情報収集の為の魔法がかけられているのだ。

「なるほど………どうやらそれが皇宮へ攻め込まなかった理由のようだな」

「どういう事だ？」

「その魔法の掛けられた無人機に余程の自信があるのだ。これさえあれば、我らを確実に捕まえられる、とな」

「まずい事になったな」

「うむ、どうしたものか………」

　仲間達が集めた情報を元に、キリハは次なる策を検討する。このまま無策に飛び出していけばあっという間に見付かってしまう。戦力では劣おとっているから、ここで見付かるような事だけは避けたかった。










　上空を飛び回る無人機は全部で二十機。そのうちの十五機を皇宮から脱出してくるルート上に配置して見張らせながら、残りの五機がその死角を調べていくという、実に丁てい寧ねいな監視網を作り上げていた。そして真希が感じ取った通り、二十機の無人機には情報収集の為の魔法がかけられている。それはダークネスレインボゥの幹部、ダークグリーンの仕業だった。

「早く出て来なさいネイビー………今度こそ殺してやるわ」

　グリーンは個人的な恨みからネイビー―――真希を敵視していた。真希はグリーンが大切に思っているクリムゾンと仲が良いので、それを妬んでの事だった。孝太郎達と一時的に手を組むようになって真希とクリムゾンが話をする機会が増えていたから、グリーンが抱かかえている憎悪は極限まで高まっている。休戦を破棄して攻こう撃げきすると決まった時には、内向的な彼女が小躍りしたくなったくらいだった。

「どこにいるの………隠かくれたって私の目からは逃れられないんだから！」

　だからグリーンが捜しているのは真希の姿。二十機の無人機に掛けられた魔法も、真希を見付ける為の魔法だ。それは使用された魔法の魔力を感知する、レーダーの役割を持つ魔法。その魔法は全てグリーンの精神に接続されているから、二十機の無人機がいる場所の全てに彼女が居るのと同じ効果がある。彼女はそうやって真希が魔法を使うのを待ち続けていた。

　そして彼女が真希を捜し始めてから十数分の時間が過ぎた頃。グリーンの意識の中に魔力の反応が飛び込んできた。

「見付けた!!　そこにいたのねっ、ネイビー!!」

　二十機の無人機のうち、四機が魔力を探知していた。魔法を二十機にかけるのは大変な事なので、探知の魔法自体は距離が分かるだけのシンプルなものだ。だが複数の場所からの距離が分かれば、測量技術を利用して正確な位置が分かる。四機が探知していれば十分だった。

「真耶っ、測量に使うこの四機のコントロールを私に！　それ以外の機体でネイビーを追って！」

「そう興奮しないの。可愛かわいい顔が台無しよ？」

「良いから早くっ!!」

「ハイハイ」

　グリーンの指示に従い、十六機の無人機が魔力の反応があった場所に急行する。残りの四機は反応の位置から付かず離はなれずの距離を保ち、魔力の反応を見失わないように追つい跡せきを続けた。魔力の反応はおよそ毎分九十メートルで移動している。かなりの早足で移動している計算になるが、無人機が見失う恐おそれはなかった。










　未だ排水管の出口から動いていない孝太郎達の頭上を、沢たく山さんの無人機が通過していく。その飛行速度がかなりのものであったから、キリハは自分が賭けに勝った事を悟った。

「ふむ………どうやら予想した通りのようだ。探知の魔法は距離しか分からず、動きが鈍い四機で最初の測量をしたようだ。すると三機だけでは測量範はん囲いギリギリだった事になるから、探知が出来る範囲は最大でもここまでだ」

　キリハは自分の考えを整理すると、クランが表示させている立体映像の地図に大きく円を描いた。その円はキリハが予想した敵が魔力を探知できる範囲。今から孝太郎達は一いつ旦たんその円の外側へ逃げる。これで大分時間が稼かせげる筈だった。

「………キィ、そのうち貴女あなたの頭の精密検査をさせて下さいまし………」

　そんなキリハの様子にクランが呆れたように溜ため息いきをついた。グリーンが発見した魔力は、キリハが用意した囮おとりだったのだ。

「それは困る」

「別に切ったりしませんわ。貴女の頭脳が使えなくなったらみんな困りますもの。今だってそうですわ」

　キリハの指示に従い、クランは小型の探査装置を用意した。そして真希がその探査装置に二つの魔法をかけた。一つは魔力の遮蔽で、もう一つは孝太郎達の姿を模した幻げん覚かくだった。その探査装置を遠くへ飛ばし、魔力の遮蔽を解除。わざとグリーンに発見させた。

　これは囮作戦であると同時に、相手が使っている魔法やその探知範囲を調べる為の作戦でもあった。場合によっては囮の役にしか立たない可能性もあったのだが、幸いな事にそうはならなかった。孝太郎達は幸運だったのだ。

「そうは言っても、これは単なる時間稼ぎだ。ここからは時間との勝負になる」

　四機はまだ広い範囲に散っているが、十六機は囮のすぐ傍そばにいる。発見される前に上手うまく四機の探知範囲の外側に出られれば、真希が比ひ較かく的てき大きな魔法を使えるようになる。そうなれば包囲を突とつ破ぱする可能性がグッと高くなるだろう。

「急ごう、孝太郎」

「ああ、出発しよう。………クラン、おんぶは要るか？」

「大丈夫ですわっ！　………まだ………」

「駄だ目めそうならすぐに言えよ。これは意地悪やギャグじゃない」

「分かってますわ！」

　孝太郎達は闇の中へ飛び出していく。エゥレクシスとダークネスレインボゥはすぐに囮に気付き、二十機の無人機を使って捜索を始めるだろう。感知範囲の外へ出るのが先か、見付かってしまうのが先か、ここからは脚力と運だけの勝負だった。










　孝太郎達は無人機に発見される前に、辛うじて感知範囲の外へ出る事が出来た。おかげで真希は変装の魔法と、その魔力を隠す魔法を使う事が出来た。それにより新たに稼いだ時間で、四人は市街地へ向かっている。本来は反対方向にある森へ向かう予定だったのだが、感知範囲から逃れる為の移動で市街地の方が近くなった。孝太郎達は市街地の駅周辺や商業地帯など、元々転送用ゲートが多用されている場所で『朧ろう月げつ』へ移動するつもりだった。

「それでクラン、具体的には何処どこへ向かえばいいんだ？」

「事前にセットしておいた最寄りのゲートは二つ。フォルノーンのセントラルステーションか、ラシュターク墓地ですわ」

　転送用ゲートは瞬間移動の為の道具だが、人間を送る為に使う場合はやり直しが利かないので、事前に一時間ほど準備が必要になる。クランはその準備を、皇宮の周辺二十カ所で行っていた。そして孝太郎達の現在位置からは、そのうちの二つが近かった。

「なるべく人が少ない方がいいな」

「この時間ならラシュターク墓地ですわ。有名な場所ですからこの時間でも人はおりますけれど、セントラルステーションよりはずっとましでしてよ」

「よし、決まりだ」

　上手く逃にげる事だけを考えるなら、人間の多いセントラルステーションがいいに決まっている。人が多ければ紛れ込むのは簡単だし、転送用ゲートも頻繁に使われている。だが追い詰つめられたエゥレクシス達は、何をしてくるかが分からない。周囲の犠ぎ牲せいを避さけるならば、ラシュターク墓地が比較的ましになる。ラシュターク墓地はいわゆる一いつ般ぱん的てきな墓地ではなく、戦せん没ぼつ者しや慰い霊れい碑ひが建てられた公園という表現が近い。フォルノーン観光の定番と言ってもいい場所なので、夜になっても敷地全体がライトアップされ、人通りは絶える事がない。しかしそれでも二十四時間眠らないセントラルステーションよりは、遥はるかに人通りは少なかった。

「ラシュターク墓地なら、敷地内にある駅の傍の広場にゲートを作る設定になっていますわ」

「駅なのは同じなんですね」

「それは元々ゲートの多い場所の傍に作る必要があるからですわ。工場なら搬入口やなんかの傍になるんですけれど」

「クラン、息が上がって来ているみたいだが、平気か？」

「ええ、まだ何とか」

「よし、急ごう」

　孝太郎達は人込みを縫うようにして街を走る。流石さすがにフォルトーゼの首都、フォルノーン。深夜でも人が多く、急ごうにもあまり急げない。孝太郎達にとって不安と焦りが入り混じった時間がしばらく続いた。だがそれが十数分続いた辺りで、それまでは周囲をビルに囲まれて狭かった星空が一気に広くなる。孝太郎達はラシュターク墓地へ辿たどり着ついたのだ。

『ラシュターク墓地　国と国民の為に戦った勇者達の安息地』

「………ここで良いみたいだな」

　鎧よろいのシステムが看板の文字を翻訳してくれたので、孝太郎にもこの場所が目的地だと分かった。ラシュターク墓地は、戦没者の為の慰霊の地だった。

　―――あの頃の仲間達も、ここにいるんだろうか………。

　二千年前の世界で出会った戦友達。可能な限り犠牲を少なくしようとしたが、それでも戦いの中で多くの戦友達が散っていった。それを思うと、懐かしさと悲しさが半々に混じりあった独特の感情が胸に溢れる。そしてその向こう側から、ここに眠る仲間達に恥じない生き方をしようという強い感情が湧き上がる。仲間達は孝太郎に後を託たくして死んでいった。ならば孝太郎は青あお騎き士しとして最後まで胸を張って生きていきたい。それを今、改めて感じていた。

「………ここへは改めて来よう。今は………」

　今はかつての仲間達を慰霊している暇ひまはない。いや、むしろ彼らの為にこそ、今は急がねばならない。そうでなければフォルトーゼと国民は守れない。そしてこの場所に眠る勇者を増やさない為にも。

「里見君」

「分かってる」

　孝太郎が立ち止まっていたのはほんの数秒の事だ。孝太郎はすぐに、今の仲間達と共に走り出した。目的地は敷地内にある駅の広場。ゴールはもうすぐそこだった。

　この墓地は広く、差し渡しで一キロ以上の大きさがあった。その大半が丁寧に整備された森林で、中央部には大きな湖がある。この湖の中心には島があり、そこに慰霊碑が建てられていた。孝太郎達はそれを横目に見ながら、湖の東側へ回り込んでいく。

「しかし、何とか無事に着けそうだな。藍あい華かさんのおかげだ」

　目的地の広場は目前まで迫せまっている。幸いここまでＤＫＩやダークネスレインボゥの追っ手には遭遇していない。真希が施した変装の魔法は完かん璧ぺきで、頭上を無人機が飛んでいく事はあっても、それで敵がやってくるような事はなかった。

「そんな………それにまだ着いた訳じゃありませんし」

　真希はほんの僅かな間だけ頬ほおを染めて照れたが、すぐに元に戻った。まだ気を抜ぬいていい時ではないという事を、彼かの女じよは誰よりも良く知っていた。そしてそれは、彼女がよく知る人物の声によって証明された。

「謙けん遜そんする事は無いわ、真希」

「この声っ、真耶様!?」

　周囲を囲む闇の中から染み出るように聞こえてきたその声は、真希の師し匠しようにして元ダークネイビー、真耶の声だった。そしてそれが聞こえてきたという事は、ダークネスレインボゥに見付かってしまったという事でもあった。

「どうしてこの場所がっ!?」

　驚おどろきに真希の表情が歪む。フォルノーンはフォルトーゼの首都なので、夜とはいえ人は多い。その中から孝太郎達四人を発見するのは難しい筈だ。それに真希の魔法が破られた訳ではないから、特にそうだろう。にもかかわらずダークネスレインボゥはあっさりとやってのけたので、真希は驚かずにはいられなかった。

「それはグリーンとパープルのおかげよ」

「貴女あなた達たちの目的地は、私の予知で幾つかの場所に絞れていた。だけどこれという決定打に欠けていたから、戦力を分散させる必要があった」

「けれどこの場所で霊れい達が騒さわぎ出した。『青騎士が帰ってきた』………ってね。それで私達はここへ急行したって訳」

「そうか、パープルは死霊系魔法の達人！」

　キリハがカードを使って行うランダムな作戦決定のおかげで、基本的にグリーンの予知ではキリハの作戦は読み辛づらい。常に予知の像がぼやけてしまい、複数の未来が重なって見えていた。また真希の変装が解けるまでは正確な位置も分からない。

　それをはっきりとさせたのがパープルだった。パープルは霊や霊力を扱あつかう死霊系の魔法を得意としている。だから霊が騒ぎ出せばすぐに分かる。霊達には変装の魔法など関係ないから、青騎士―――孝太郎の接近を感じ取って騒ぎ始めてしまったのだ。

　予知の候補の一つで霊が騒ぎ始めた。それを偶ぐう然ぜんだと考えるほどダークネスレインボゥは甘あまくない。手分けして予知の候補に向かいつつあった仲間達を呼び戻し、この場所へ急行したのだった。

「本当に見事だったわ、真希。もし貴女達が向かった場所がここではなかったら、私達の完全な負けだったでしょうね」

「早苗さんを連れて来なかったのが裏目に出たのね………」

　これは孝太郎達の失策ではない。孝太郎も埴はに輪わ達も、早苗ほどには霊の感情を読み取れない。だから周囲の霊力が高いという事までは分かっても、それに何の意味があるかまでは分からない。元々こうした墓地や霊場は霊力が高いから、その量的な変化も読み辛い。敵の中に早苗と同じぐらい霊の感情が読めるパープルが居た事が問題だったのだ。

「理由はどうあれ、私達は最大の危機を脱したという事さ、コータロー君」

　少女達の背後にエゥレクシスが姿を現す。彼は以前も使っていた身長五メートルの巨人型兵器に搭乗していたから、少女達の背後に居ても姿が隠れる事はない。その正面装そう甲こうを開き、自らの目で孝太郎を見下ろしている。対する孝太郎は、臆する事無くエゥレクシスの視線を真っ向から受け止めた。

「やはりお前達は一ひと筋すじ縄なわではいかないな。あと何時間か騙だまされたままでいてくれれば、こちらの思惑通りだったんだが」

　朝になれば孝太郎は皇銀から資金を調達し、ＤＫＩの買収を開始する。そうなれば完全にチェックメイト。孝太郎達の勝利の筈だった。
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「危なかったよ。まさか伝説の英えい雄ゆうが剣けんではなく、経済力で攻撃してくるなんて、誰も思わないからね」

　もうすぐ戦いが始まる。だがエゥレクシスの口調はまるで友達と無む駄だ話をしているかのような調子で、敵のそれとは到とう底てい思えなかった。肩かたを竦すくめる姿も、その時の表情も同様だった。

「ところでコータロー君、一つ訊ききたい事があるんだが、いいかい？」

「答えられるやつならな」

　対する孝太郎も落ち着いた様子で対応している。だがその後ろ姿を見つめるクランには分かっている。その落ち着いた声の裏に、凄まじい怒いかりが渦うず巻いている事を。

「伝説のアライア帝は、こうなる事を知っていたのかい？」

「詳くわしくは話していない。だが聡そう明めいな方だ。俺おれがティアから鎧や剣を貰もらった事から、何かトラブルがあるに違ちがいないという事ぐらいは分かっていたんじゃないだろうか」

　皇女が一介の騎士に、自身の名を含ふくむ称号と、宝ほう剣けんを与あたえた意味は大きい。余よ程ほど大きな危機と遭遇する事は間違いないと推測するに足る状じよう況きようと言えるだろう。同じ皇女であり、聡明さには定評があったアライアだから、それに気付いていないとは思えなかった。

「だから俸給を残したって事か。君にフォルトーゼを守って貰う為に」

「結果として残らなかったんだけどな」

「それが予定以上の力を発揮した。フォルトーゼはもはや、債権者である君には決して逆らえないだろう」

「何も言う気はない」

「だろうね。二千年前も君はそうした」

　救国の英雄である孝太郎は、アライアと結婚する事も出来た。それを放棄して帰き還かんしたのだから、エゥレクシスは孝太郎が国政に口出しをしないという事は分かっていた。

「だがどんな気分なんだい？」

「何の話だ？」

「フォルトーゼを我が物にした気分は？」

「別にそんな事はしていないだろう」

「それがしているんだよ。この国は債権者である君には逆らえない。しかも君は法律で縛しばられない。つまり君はこの国の皇こう帝てい………いいや、神であるに等しい。だから訊いてみたいのさ。歴史上初めてフォルトーゼの侵略に成功した、君の気分をね！」

　アライアの治世から数えて二千年余りが経過したが、その間にフォルトーゼが他国に征せい服ふくされた、あるいは乗っ取られた例はない。今回の孝太郎が初めての例となる。だからエゥレクシスは知りたかった。無関係の者がフォルトーゼの頂点に立った、その感想を。

「この国を守るには便利だった」

　だが孝太郎はあくまで青騎士だった。勝つ為に一時的に力を預かる事はあっても、それを大々的に行使するつもりはない。フォルトーゼを守る以外の事は考えていないのだ。それがこの場所に眠る多くの者達との約束。そしてアライアやティア達の願いだった。

「………君は本当に、騎士の鑑かがみだよ。その気になれば全すべてを支配出来るというのに」

　バシュゥゥゥン

　孝太郎の答えを聞いたエゥレクシスは鎧の前面装甲を閉じる。するとその周りを固めている真耶と六人の魔ま法ほう少女がそれぞれに武器を構えた。孝太郎とエゥレクシスの話は終わりが近付いている。戦いは間近だった。

「全能の神が幸せだと思っているなら、それは間違いだ。全てを支配するという事は、何もやる事がないという事だ。俺が求めるものはもっとずっと下にある」

『おかげで私は助かっているよ。神ならぬ身なら、辛うじて倒す事が出来るからね』

　マイクとスピーカー越ごしになったので、エゥレクシスの声は曇り気味だ。だがその意志には全く曇りがない。エゥレクシスは孝太郎を倒し、いずれ孝太郎が不要だと断じたものを手に入れるつもりでいる。エゥレクシスにとっては、ここが正念場。死力を尽くして孝太郎を倒す、エゥレクシスはその強い意志に満ちていた。

「だがお前には俺を倒す事は出来ん」

　ジャキン

　孝太郎は強大な敵を前にしても退かず、逆に踏ふみ出だしてサグラティンを抜いた。そして剣を構えてエゥレクシスを睨み付ける。

『何故なぜそう言い切れるんだい？』

「今日の俺は怒おこっているからだ」

『全能の神の座を捨てて、怒れる騎士か………。意外にそっちの方が危険かもしれないね』

　エゥレクシスだけでなく、孝太郎の意志も強い。青騎士は皇国とそこに生きる者達の希望。皇家の絶対の守護者。この局面を生き抜いて、国と国民、皇家を守らねばならない。孝太郎もまた死力を尽くしてエゥレクシスの一派を倒すつもりだった。










　孝太郎に攻撃を仕し掛かけてきたのは、エゥレクシスとクリムゾンの二人。残りの六人でキリハ達を抑おさえている内に、攻こう撃げき力りよくに優れる二人で孝太郎を倒す作戦なのだ。これには孝太郎がシグナルティンを使ってくる事も計算に入っていた。

「エクスプロージョンッ!!」

　ドコォォンッ

　クリムゾンの杖つえの下部に取り付けられた砲ほう身しんから、直径三センチあまりの砲ほう弾だんが発射された。爆ばく発はつの魔法を砲身の一番奥おくで発動させると、エネルギーは砲身に沿って砲口へ向かう。砲弾はそのエネルギーで押おし出されるので、エクスプロージョンの魔法の威い力りよくがそのまま弾速に転化されている。おかげでその弾速は驚くほど速い。霊力によって反射神経が強化されている孝太郎であっても、発射したのとほぼ同時に着弾しているように感じるほどの速さだった。

　ギィン

「ぐぅっ!?」

　鎧の追加装備であるガーブオブロード―――ＧＯＬには小さいが強固なバリアーを敵の攻撃に合わせて展開するアクティブバリアーシステムが装備されている。だが孝太郎はそのバリアーの自動制せい御ぎよを解除し、左ひだり腕うでに固定して盾たてのように使っている。クリムゾンの砲弾が余りにも速く、しかも攻こう撃げきの前兆が人工知能には把は握あくし辛いから、孝太郎が霊力を読んで予め配置しておかねば間に合わないのだ。そして間に合ってもその衝しよう撃げきは大きい。斜めに弾いても衝撃を殺し切れず、一いつ瞬しゆん動きが止まってしまう威力だった。

『やはりこのコンビネーションには手を焼いているようだね！』

　当然、砲ほう撃げきで孝太郎の動きが止まればエゥレクシスが攻撃を仕掛けてくる。

「ちぃぃっ!!」

　ガキィンッ

　サグラティンと巨きよ大だいな斧おのの刃はが激げき突とつした。エゥレクシスが使っている巨人型兵器ウォーロードは元々大きな力を持っている。また斧自体も霊子力で強化され、威力の向上が図られている。おかげで斧の威力は絶大で、ＧＯＬが鎧の力を強化してくれているにもかかわらず、後ろに跳ね飛ばされるのを防げなかった。

　ズザザザザザザッ

　だが鎧のバランサーにも助けられ、辛うじて転倒は免れた。孝太郎は右肩のレーザー砲を乱射させながら素す早ばやくその場を離れる。その直後、クリムゾンのレーザーを発生させる攻撃魔ま法ほうと巨人兵器の小型ミサイルが降り注ぐ。動かずにいたら孝太郎はやられていただろう。

『しかしコータロー君、どうして君はシグナルティンを使わないんだい？　ちゃんと腰に下がっているじゃないか』

　エゥレクシスとクリムゾンが組んで攻撃している事には、攻撃力が高いという事以外にも訳がある。両者共にシグナルティンに無効化されない攻撃が出来るからなのだ。シグナルティンには魔法を無力化する能力があるので、普ふ通つうの攻撃魔法や魔法を帯びた武器は通じない。だがエゥレクシスの巨人兵器が使う武器には、対孝太郎用の魔法を含まない武器が用意されている。またクリムゾンも魔力を一旦別のエネルギーに変え、砲弾やレーザーを飛ばす形で攻撃している。どちらもシグナルティンに無効化されず、しかも通常の防ぼう御ぎよ魔法を突破するのに十分な攻撃力があった。無効化されず、威力が高い、孝太郎との戦いに向いている二人だったのだ。

　だが不思議な事に孝太郎はシグナルティンを使わない。持って来てはいるのに、何故か使おうとはしていなかった。それがエゥレクシスには不気味に感じられ、何となく攻め切れないようなところがあった。

「お前達が相手なら、この剣で戦う方がいいのさ。まあ、見ていろ」

　この言葉はハッタリだ。孝太郎がシグナルティンを使わない理由はもちろん晴海はるみへの負担を考えての事だ。ようやく目を覚ました晴海がもう一度倒たおれる事だけは避けなければならない。この戦いはシグナルティンを使っても簡単に勝てるとは思えないから、使えば晴海の負担は大きい。孝太郎にはシグナルティンを使う選せん択たく肢しはなかった。

「………ねぇエゥレクシス、もしかしたら使わないんじゃなくて、使えないんじゃないかしら？」

　エゥレクシスと孝太郎のやり取りを聞いた事で、クリムゾンはこの時初めて孝太郎の腰に下がっているシグナルティンに注目した。すると魔ま法ほう使つかいとしての感覚が、剣に宿る魔力を感じ取る。奇き妙みような事に、シグナルティンの力は非常に低いレベルで安定していた。かつては鞘さやに入ったままでも、もっと大きな力を発していたというのに。だからクリムゾンはこう考えた。何かの理由で力が出せなくなっているのではないか、と。

『なるほど、確かにその線はあるかもしれないね。そうなると………シグナルティンが使えなくなった事も、我々と手を組む事を考える原因の一つであったのかもしれないね』

　クリムゾンの言葉でエゥレクシスは孝太郎の事情を悟った。シグナルティン抜きで戦い続ければ遠からず孝太郎は死ぬ。すると支持を失った新生フォルトーゼ正規軍が負ける可能性が高くなる。魔法使い相手でシグナルティンを使わない理由は無いから、エゥレクシスはクリムゾンの考えは正しいように感じられた。

「って事は、一気に押していいって事よね？」

『油断をしなければね』

　この時点でエゥレクシスとクリムゾンは、強気で押す方向に方針を改めた。もちろん百パーセントの保証はないものの、孝太郎はシグナルティンが使えないと考える事にしたのだ。慎重になり過ぎると余計な時間がかかるので、そちらのリスクを重視したという事になるだろう。

　―――まずい………サグラティンだけでこの二人に勝てるのか………？

　孝太郎はほんの一瞬、腰に下がっているシグナルティンの事を考えた。しかしこれまで連戦続きだった以上、使うという事は晴海の命を削るという事に繋つながる。だから結局孝太郎は頭の中からシグナルティンの事を追い払い、サグラティンを構えた。










　真希とクラン、キリハの三人と戦っていたのは、残りの魔法少女達と真耶の合わせて六人だった。真希達の作戦はただ一つ。キリハを生き残らせるというものだった。

「キィ、絶対に前に出てくるんじゃありませんわよ！」

「そうです！　貴女が生き残らなくては勝てるものも勝てなくなります！」

　孝太郎達にとって最大のダメージは何かと考えると、もちろんトップは孝太郎自身の死であるが、次いで問題が大きいのはキリハの死だった。キリハは孝太郎達の頭脳と言うべき存在であったから、その死は手足となって働く仲間達の力が十分に発揮されなくなるという事を意味する。プロボクサーの精神を手足を振り回すだけの素人に入いれ替かえるようなものだ。

「しかし二人だけでは支え切れる相手ではない！」

　敵は真耶と五人の魔法少女。イエローが土塊から作り出した四体の魔法生物―――クレイゴーレムが最前列を形成し、真耶もそこに加わっている。パープルは周囲にいる霊を操あやつって遊撃部隊を形成。遠隔攻撃や撹かく乱らんが得意なブルーとオレンジが後方から魔法で攻撃を担当。そして最さい後こう尾びのグリーンがあらゆる情報を集め、全員に提供する。

　これに対するのはたったの三人。埴輪二体を加えても五人しかいない。この五人で倍以上の敵を相手にしなければならない。しかもダークネスレインボゥは一人一人が強力な戦せん闘とう能力を誇ほこる。にもかかわらず、クランと真希はキリハに積極的な戦いを禁じようとしている。これではそう長くは持ち堪えられない筈はずだった。

「それは三人でも同じ事ですわ。ならば全ぜん滅めつよりは貴女を逃がす。論理的ですわ！」

「どの道孝太郎が死ねば遠からず全滅する！　この場は勝つ事を考えなくては！」

　キリハはクランと真希の提案を無視して二人の傍に立つ。キリハだけが逃げても結末はそう大きく変わらない。クランと真希が倒れれば次は孝太郎だ。それを避けるにはキリハが逃げない事が肝心だった。キリハは両手で自身の武器を構える。キリハの霊力を攻撃力に転てん換かんする機能を持った薙刀なぎなただった。

「そう、それが唯ゆい一いつの正解。流石に良く分かっているわね、クラノ家のお嬢さん」

　真耶は左右に二体ずつのクレイゴーレムを従え、悠然と近付いてくる。その表情はいつも通り楽しげだが、その瞳ひとみからはまるで油断が感じられない。キリハが勝つ為ために残ると口にした時点から、心の底では冷徹な計算を始めていた。

「しかし正解を選んだからといって、望ましい結果が得られるとは限らないのよ！」

　突とつ然ぜん真耶のスピードが上がる。この速度にはクレイゴーレムはついてこられず、真耶一人が突出する形になった。油断はしていないが、真耶は臆病ではない。真希は魔法で全身を強化して戦うスタイルなので、一いつ瞬しゆん出で遅おくれる。キリハは頭脳を除けばただの人間だ。クランは極きわめて高い技術力を誇るものの、まだ危険な武装は呼び寄せていない。だからこの瞬しゆん間かんに限れば、突出しての先制攻撃が可能だった。

「………本当に、真耶様が一人で飛び出して来ました………」

「『あいつらは追い詰められた事で参さん謀ぼうを逃がそうとしたが、その参謀は負けない為に残る必要がある事に気付き、あえて残った。だがだからこそ、今の時点では無策だ』―――手て練だれはそう考える」

「キィ、貴女やっぱり頭の出来がどうにかなっていますわ」

『百四十二番、爆ばく破はするホー！』

『総員退避だホー！』

「馬ば鹿かなっ!?」

　ドコォォォォォォン

　真耶のすぐ近くで何かが爆発する。直撃ではなかった事と強固な人造の肉体だったからダメージは少なかったものの、真耶は爆風に跳ね飛ばされ、巻き上げられた砂塵の影えい響きようで一時的に視界を失った。そして砂塵が晴れた時、真耶の目の前には五機の機動兵器が出現していた。それがキリハ達たちのものである事は明らかだった。

「無策であるフリをしていたのね、貴女達は………」

　ギリッ

　真耶は悔しそうに奥歯を噛み締める。この場所はキリハ達が自分で選んだ逃とう走そうルートだった。しかも念の為に用意されたルートではなく、朝には確実に使う予定だった。そのルート上に迎げい撃げきの為の用意がしてあるのは当たり前だ。爆ばく弾だんも機動兵器も最初からすぐに使える状態になっていたのだ。だがキリハ達の追い詰められたやり取りを見て、真耶はその可能性を失念した。真耶は完全に手玉に取られ、要らぬダメージを負った。致命的ではないものの、このダメージの影響で手足のモーターの動きが僅かに悪くなっていた。

「今の汝なんじらは追い詰められた焦りと、我らに追いついた安あん堵どから心の隙すきが多い。だからあえて汝の言葉を返そう。………汝らが我らを追ってきたのは唯一の正解だ。だが正解であるからといって、望ましい結果が得られるとは限らない」

　表情を歪める真耶とは反対に、キリハは不敵に笑う。その表情には強者の余よ裕ゆうが滲み、その瞳には絶対の自信が宿っている。

　―――さて、これで多少勝利の可能性が出てきたが………ここからが問題だ………。

　しかしその笑え顔がおはあくまで駆け引きの一環だ。キリハは現状を正確に把握している。準備されていた仕掛けや兵器を全て使ったとしても、それほど勝算は高くない。相手の心に疑惑を植え付けた事で一気に負けてしまう心配がなくなったという程度なのだ。だからキリハは自信満々の笑顔の裏で頭をフル回転させ、ダークネスレインボゥ達を出し抜く為の作戦を考え始めた。










　単独の武器として比ひ較かくした場合、サグラティンは決してシグナルティンに劣おとる武器ではない。今回はフォルトーゼの先進科学で武装した巨人型兵器―――ウォーロードが相手なので、霊力を使う武器であるサグラティンはむしろ適切な武器だと言える。フォルトーゼのバリアーは霊力による攻こう撃げきを防げないからだ。

　ガキィィンッ

「浅いっ!?」

　孝太郎の一いち撃げきがエゥレクシスのウォーロードの脚を捉えた。しかし残念ながら装そう甲こうの表面に傷を刻んだだけで終わった。以前の機体なら両断出来ていた筈だが、装甲の防ぼう御ぎよ力が以前よりも大幅に向上しており、歯が立たなかった。

『今回のバージョンⅢでは装甲にも大幅な改修が施されている。魔法による強化は当然として、微細振しん動どう装甲と液状化装甲をハイブリットで採用した。君の剣の威力は装甲に触れた時点で散らされてしまうという訳さ』

　エゥレクシスが使っている巨人兵器は、正式にはウォーロードⅢと命名されている。この機体は孝太郎達のデータが得られる度に改良を繰くり返かえしてきたので、孝太郎の攻撃方法に合わせた強化が施されている。歯が立たなかったのはその為だった。

『それでも君には幾いくらか及およばない計算なんだ。しかし、今回はその差を埋める助っ人が居るのでね』

「あら、意外と頼たよりにしてくれてたって事？」

　ドコォォォンッ

　剣が弾はじかれた直後に、クリムゾンの砲弾が孝太郎に襲おそい掛かかる。

　ビキィッ

　砲弾は孝太郎の鎧を掠かすめ、装甲に大きな亀き裂れつを作る。来ると分かっていてもかわし切れないクリムゾンの高速砲弾は脅威だった。

『何時いつだって頼りにしているさ』

「………真耶がインチキくさいと言う理由が分かってきたわ」

　孝太郎がエゥレクシスを斬ろうとすればクリムゾンが狙ねらってくるので、どうしても即そく時じ離り脱だつが前提となり、踏み込みが甘くなる。そして装甲は以前よりも強化されている訳なので、思ったようにダメージが与えられない。二人の連携は脅威だった。

『そんな事言わずに頼たのむよ、クリムゾン』

「はいはい、面白い所は私にも残しておきなさいよね」

　クリムゾンが再び杖を構える。だがその時の敵意の範囲は直前のそれとは違って、広い範囲に向けられていた。

「また散さん弾だんかっ!?」

　ドンッ、ドンドンッ

　孝太郎が大きく身をかわした直後、クリムゾンの砲から砲弾が発射された。それは孝太郎の予想通り広い範囲に飛び散る散弾だが、元々砲の威力が高いので、弾は通常の散弾銃じゆうとは比べ物にならないくらい広こう範はん囲いに広がった。散弾の壁かべが飛んでくるという表現が近いだろう。

「ぐうぅぅっ!!」

『クリティカルアラート、左さ腕わん駆く動どう系回路損傷、バイパス処理不可。パワーカット、システム切り離はなし処理中』

　この広い面の攻撃が孝太郎を追い詰めていた。ただでさえこの散弾の壁をかわすのは困難だった。しかもそれが二発三発と続く。そしてその全てが、エゥレクシスの前に孝太郎を追い込む為に利用される。散弾の壁によって動きが極きよく端たんに制限されている所に、エゥレクシスの斧やビーム、誘導ミサイルが襲ってくる。これをかわすのは不可能に近く、既すでにバリアーは機能しておらず、鎧は普ふ段だんの半分の能力も発揮していなかった。

『この状況でよく向かってくるな、コータロー君！』

「逃げていては勝てないからなっ！」

　ガキィィッ

　孝太郎のサグラティンとエゥレクシスの斧が激突する。その激しい衝撃に孝太郎の息が詰まる。だが今回は孝太郎の動きはこれで終わりではない。剣に添そえられていた左腕が急激に輝き始めた。

「こいつでどうだぁっ!!」

　バリバリバリィッ

　鎧の左腕に組み込まれている、キリハから貰った籠こ手て。この籠手には孝太郎の霊力を変換して電気や炎を作る力がある。今回はそれを使って強力な電撃を作り出した。その電撃は剣から斧へと伝わり、ウォーロードに襲い掛かった。

『発想は悪くない。だが無駄だ！　その攻撃は既に対策が施されている！』

　ドンッ

　電撃をものともせず、ウォーロードは孝太郎を蹴けりつける。ウォーロードはかつての交戦データやダークネスレインボゥの記録から、孝太郎や埴輪達が電撃や火か炎えんを使う事を想定されて作られている。絶縁処理は完璧で、電撃は装甲の表面を伝ってそのまま地面に抜けてしまった。

「がふっ」

　電撃が効果を発揮しなかったので、ウォーロードの蹴りはまともに孝太郎に叩たたき込まれた。孝太郎は大きく跳ね飛ばされて地面に転がる。鎧の胸部装甲には大きなへこみが出来ていて、口からは血が溢れ出している。この一撃で孝太郎は内臓を痛めていた。

「そろそろ意地を張らずにシグナルティンを使うべきじゃないの？」

　このクリムゾンの言葉は正しい。もしシグナルティンが使えれば、魔法で対応した局面だろう。幻術でも目隠かくしでも何でも構わない。エゥレクシスとクリムゾンの連携を断てればここからでも逆転の可能性はある。そしてクリムゾンはその時を待っていた。彼女が戦いたいのは全力の青騎士。だからエゥレクシスの援えん護ごなどという、地味な仕事を続けていたのだ。

「ごほっ………そ、そういう訳にはいかないんだ。俺は青騎士だからな」

　ガシャッ

　孝太郎は剣を地面に突つき立て、それで身体からだを支えるようにして立ち上がる。そして立ち上がると剣を引き抜き、口元の血を拭ぬぐった。

「よく分からないけれど………そろそろ死ぬわよ、あんた」

「やってみなければ分からん！　この程度の危機はこれまでに何度もあった！」

　ジャキッ

　孝太郎は再びサグラティンを構える。その瞳には微塵も迷いはない。あくまでサグラティンで勝つという考えは微動だにしていなかった。

『何が君をそうさせるのかは分からないが………どうやら騎士だからこその理由があるようだね。見事だよ、コータロー君。だが、それでも手は抜かないよ。我々にも退ひけない理由があるのだから』

「かかってこい、エゥレクシス。俺が何故青騎士なのかを教えてやる」

『望む所だ！　行くぞ、コータロー君！』

　孝太郎とエゥレクシスは同時に動き出した。孝太郎の身体には大きなダメージの蓄ちく積せきがあるが、突き進すすむ姿からは弱々しさは感じられない。大きな傷を負おうとも、堂々と進む力強い姿がそこにあった。だからもしその姿を見る者があれば、きっと納なつ得とくしただろう。孝太郎が青騎士である、という事を。










　孝太郎が苦境に立たされていた時、キリハ達も徐々に追い込まれつつあった。事前に用意していた機動兵器や武装、仕掛けを駆使しても、魔法使い五人と真耶を相手にするのは荷が重かった。

「決して貴女達が弱い訳じゃない。私達を相手にたった三人で戦えている事自体がおかしいのよ。ナナじゃあるまいし………」

　そんなキリハ達の事を真耶は高く評価していた。真耶の感覚で言うと、自分達を相手に半分の人数で戦えている事は驚くべき事だ。一人で引き分けたナナと同じとは言わないまでも、それに次ぐ戦いぶりである事は明らかだった。実際、真耶達も無傷ではない。それぞれが手傷を負っていた。

「しかしここまでよ。そろそろ限界でしょう？　機動兵器も、真希の幻術も」

　キリハ達は五機の機動兵器に真希の幻術を被せて戦っていた。そうする事でキリハ達を二人ずつにしたのだ。またキリハは真希に、適宜幻術の姿を組み換えさせた。更さらには本人を別人に変えたりもしたし、単に何もない場所に幻術で人を出したりもした。これによりグリーンの未来予知が混乱を始めた。見た目が滅茶苦茶に入れ替わるので、誰だれの未来なのかが区別できなくなってしまったのだ。これがキリハ達が健闘していた理由だった。

「なんの、こちらにはまだ次の手がある」

　キリハは余裕の表情を浮かべながらも、内心では舌打ちをしていた。

　―――予知が混乱した段階でもう少しダメージが与えられていれば………。

　既に五機の機動兵器はダメージにより動きが鈍にぶってきている。中には機能停止寸前のものもあった。幻術を使い続けた真希の魔ま力りよくも限界が近く、この戦い方が維い持じできるのもあと僅かの時間だった。この時点でダークネスレインボゥにもう少しダメージを与える事が出来ていれば勝てる見込みもあったのだが、残念ながらそこまでは至らなかった。キリハの頭の中では今も様々な可能性が検討されて続けているが、見込みがありそうな作戦は出て来なかった。

「何かあるなら急いだ方が良いわよ。そろそろ向こうの決着が付きそうだから」

「里見君!?」

「まさか、そんなっ!?」

　キリハは既に孝太郎の様子に気付いていたのだが、真希とクランが気付いたのはこのタイミングでの事だった。この時点で孝太郎は満身創そう痍いだった。身体のあちこちから出血しており、その上鎧よろいがまともに機能していない。まだ立ってはいたが、限界が近いのは誰の目にも明らかだった。

「いいわよクリムゾン！　そのまま殺してしまいなさい！」

　同じ事に気付いたグリーンが興奮気味に叫ぶ。普段のグリーンは知的で大人しい印象を持つが、真希に対しては過剰な敵対心を抱いている。その真希が大切にしている孝太郎が死ねば、真希は悲しむ。それを期待する暗い喜びが、彼かの女じよを衝つき動かしていた。

「そうはいかないわ！」

　咄嗟に真希は孝太郎の援護に向かおうとする。

「おっと。真希、貴女あなたの相手は私達の筈よね？」

「真耶様………」

　しかしもちろんそれをさせるほど真耶達は甘くはない。真希の進路を塞ふさぐように移動すると、再び攻撃を仕掛けてきた。先頭はやはり真耶。その手から伸びる戦闘用ブレードが墓地のライトを浴びてギラリと光る。

「実現するわよ、真希！」

　ガキィンッ

　真耶のブレードが真希の剣―――魔法で杖を変化させたもの―――と激突する。するとお互たがいに武器に帯びさせていた攻撃魔法が相殺され、激しい閃せん光こうを放った。

「一体ッ、何がですかっ!?」

　ガンッ

　真希は真耶の身体を蹴り付ける。しかし真耶は余裕でそれを受け止めた。ネイビーの称号を真希に譲っても、その実力は衰えていない。機械の身体を得た事でより危険な存在になっていた。

「死して真なる故郷へ帰れ―――ここが貴女の終しゆう焉えんの地よ！」

　真耶が口にした言葉はフォルサリアでしばしば用いられる慣用句。『くたばれ、絶対にやっつけてやる』程度の意味だが、そこには真なる故郷―――フォルトーゼへの望郷の念が込められている。そしてこの場所はラシュターク墓地。戦いで死んだフォルトーゼの戦士達たちが眠る安息の地。フォルサリアの人間の死に場所としては、これほど相応ふさわしい場所もないだろう。真耶はこの場所で、愛まな弟で子しとの決着を付けるつもりだった。

「一度お下がりなさいっ、マキ！」

「でも、里見君がっ！」

「突っ込んでも辿り着けない！　それは真耶の弟子の汝が一番分かっている筈だ！」

「くぅっ」

　ただでさえ状況は悪い。しかも孝太郎がやられそうになっている。なのに真希達は足止めされ、動く事が出来ない。真希達には孝太郎の死という絶望的な未来が近付いていた。それが分かっていても、彼女達には祈る事しか出来なかった。










　孝太郎が地面に倒れたのは一体何度目だろうか。エゥレクシスもクリムゾンも、孝太郎を殺すつもりで何度も攻撃した。手応えはあった。殺したと思った。なのにその度に孝太郎は立ち上がるのだ。

『何が君をそこまでさせるのだ、コータロー君………』

　既に鎧は機能しておらず、文字通りの意味での鎧に成り下がっている。穴やへこみが目立ち、その中がどうなっているのかは言うまでもないだろう。立てる筈がないのだ。どう考えても。それでも孝太郎は今も、立ち上がろうとしている。エゥレクシスには信じられない光景だった。

「………さ、さあな。不思議と立てちまうんだな、これが………」

　孝太郎の声は弱く、聞き取り辛づらい。声が聞き取り辛くなってしまう程ほどに、大きなダメージを受けていたのだ。

『もう寝ねていたまえ。その方が楽に死ねるぞ』

「………そういう訳にはいかない。俺おれは青あお騎き士しだからな………」

　ポタ、ポタタッ

　孝太郎が身体を起こすと、大量の血が滴したたり落ちる。身体中にある傷から流れ出した血が、鎧の隙間から溢れ出していた。

「………そうか、ハハハッ、それが理由かもしれない。お、俺は、青騎士なんだよ、エゥレクシス………」

『コータロー君………』

「………俺は………ここに眠ねむっている連中を率いて戦場へ向かった、青騎士なんだよ。その俺が、起き上がらない訳にはいかないだろうが………」

　ラシュターク墓地には、大昔からの戦没者が眠っているとされている。その中には孝太郎と共に戦った者達も含まれている。彼かれらは孝太郎に後を託たくして死んでいった。孝太郎がフォルトーゼを救うと信じたのだ。

「………お、俺が倒れたまんまじゃ、ここにいる連中は何の為に死んだんだって事に、なっちまうだろうが………顔向け、できねえだろうが………」

　だから孝太郎は倒れたままでいられなかった。それで何かが出来るかどうかは問題ではない。自分から戦う事を放棄する事が出来なかったのだ。命を落とす、その時まで。

「俺はなぁっ、寝ている訳にはいかないんだよっ！」

　孝太郎は引き摺っていた剣けんを構えようとする。だが腕うでが動いてくれない。全身全ぜん霊れいの力を込めると、ようやく剣が持ち上がる。腕にも大きな傷があり、激痛が走る。しかし孝太郎は強い意志で剣を構えた。

『………何故かつての人々が君に続いたのか、その意味が分かった気がするよ。本当に見事だコータロー君。だから私も最後まで付き合おう』

　ジャキッ

　エゥレクシスもウォーロードに斧を構えさせる。もはやクリムゾンの助けは要らない。最後は一対一で戦うつもりだった。

『行くぞコータロー君』

「かかってこい、エゥレクシス」

　ドンッ

　ウォーロードが力強く大地を蹴る。するとその巨きよ体たいは流れるように前に出た。ウォーロードは五メートルの巨体を感じさせない滑なめらかな加速で一気に孝太郎に迫せまる。

　―――済まない、みんな………俺はここまでのようだ………。

　逆に孝太郎は動けない。剣を大上段で構えるだけで精せい一いつ杯ぱいだった。その間にもウォーロードが、その巨大な斧が迫る。

　―――だが！　俺は最後の最後まで止めない！　俺は青騎士なんだからなっ!!

　孝太郎は剣を振ふり下おろすべく両腕に力を込めた。だがこの時の孝太郎は、既に意識が薄れ始めており、腕が動いているのかさえ分からない有様だった。それでも腕は動いていると信じて、孝太郎は力を込め続けた。やがて孝太郎の意識は真っ白い光に包まれ、溶けるように消えていく。そして意識が消える最後の瞬間まで、腕の力は緩めなかった。










　気が付くと、孝太郎は一人で小高い丘に立たち尽つくしていた。その丘はどこまでも続く広い草原の中にある。風に揺ゆれる草原には夕日の穏やかな光が降り注ぎ、金色に輝かがやかせている。その様子はまるで、金色の海のようだった。

「ここは………確か………」

　孝太郎にはこの場所に見覚えがあった。アライアとシャルルに最後の別れを告げた、あの草原だった。

「俺は死んで………ここへやってきたのか」

　孝太郎は自分に何が起こったのかをちゃんと覚えていた。ここへ来る前の一番最後の記き憶おくは、迫りくるウォーロードの巨体と、その腕が振るう巨大な斧。だから孝太郎はそれらが自分をここに送り込んだのだろうと考えていた。

「意外と俺もロマンチストだった訳だな」

　これではティアを笑えない。意外な結果に孝太郎は一人苦く笑しようする。するとまるでその声に合わせるかのように、沢たく山さんの人々の笑い声が辺りに響いた。驚おどろいた孝太郎は慌あわてて背後を振り返る。するとそこには沢山の人々の姿があった。いつの間にか、丘を埋め尽くさんばかりの、数え切れないほどの人々がそこに集っていた。

『違ちがいますよ、青騎士閣下。ここはさっきまで閣下がおられた場所です。もっとも、我々に合わせて二千年前の姿なんですがね』

　その中に一部、孝太郎がよく知っている顔が交じっていた。

「そうだったのか、ラシュターク墓地はこの場所だったんだな………。はははっ、それで君達たちが迎えに来てくれたんだな？」

　見覚えがある顔は、全すべて孝太郎が二千年前の世界で出会った人々だった。それも戦いの中で死んでいった、騎士や兵士達。ラシュターク墓地で眠っている筈の人々だった。どうやら自分もそこへ加わるらしい―――そう考えると、孝太郎は不思議とそれも悪くないような気がし始めていた。精一杯やったと胸を張れる最後だったと思うから。

『半分当たりで、半分外れっすかね』

　孝太郎の質問には、最初に声をかけてきた兵士とは別の兵士が答える。彼は新生フォルトーゼ正規軍が旗揚げした直後の防衛戦で死んだ。孝太郎直属の部隊の一兵卒だった。

『俺達の仲間にお迎えする前に、レイオス様には訊ききたい事があるんですよ』

　今度はフォルノーンへの進軍中に奇き襲しゆうに遭って死んだ騎士。孝太郎は仲間の死をきちんと全て覚えている。その数は決して少なくないが、忘れてしまわないようにきちんと胸に刻み込んであった。孝太郎が戦場に連れ出だした人々だったから。

「何でも訊いてくれ。君達に隠すような事なんて何もない」

『でしたら………レイオス様、どうして最後の最後まで、シグナルティンを使わなかったんですか？　せめて守護の力ぐらい使っても良かったじゃありませんか。それを何もかも拒絶して………アライア陛下が可哀想です』

「おいおい、みんなで恨み言を言いに来たのか？」

『そうじゃないっすけど………、理由がよく分からなかったもので』

「そうだなぁ………アライア陛下は、もう十分に戦ったと思うんだ。国の為に、全てを捧ささげた方だもの」

『だから何もかも、拒絶したんですかい？』

「そうだ。二千年もの時が流れて、陛下はようやく望みが叶って、普通の女の子として平凡な人生を生きている。だから俺はもう、あの方を戦わせたくはないんだ。あの方にもう一度全すべてを捧げさせるような事は、させられないだろう？」

　アライアの願いが平凡な人生であった事は想像に難かたくない。元々争いを好まない心優やさしい少女だったのだから。そしてアライアは晴海に生まれ変わり、今は平凡な人生を歩んでいる。それを再び戦いに引き戻もどしただけではなく、再びフォルトーゼの為に命を捧げさせるというのか―――孝太郎にはどうしても、それが許容出来なかった。だから最後までシグナルティンを抜かなかった。守護や再生の力さえも拒絶した。平凡な少女のままで、いさせる為に。

『………相変わらず頑固っすね～、閣下ぁ』

『ですが実にレイオス様らしいお考えです』

『ホラ、俺が言った通りだったろ？　最初から俺の言う通りにすりゃあ良かったんだ』

「………？　一体何の話だ？」

　彼らは再び楽しそうに笑い声を上げた。だが孝太郎には彼らがそういう反応をする理由が分からず、首を傾げるばかりだった。

『レイオス様を仲間にするのは止めにするっていう話です。やっぱり追い返す事にしました』

「追い返してどうしようっていうんだ？　俺は死んだんだぞ？」

　孝太郎は斧にやられて死んでいる筈だ。追い返されたところでどうしようもない。孝太郎には彼らの言っている事がさっぱり分からなかった。

『いいえ、閣下はまだ死んでないっす』

「なに!?」

『そうなる前に、ちょっと訊いてみたかったんですよ。どうしてシグナルティンを使わなかったのか』

『でも相変わらず閣下は閣下だったから、心置きなく追い返す事にしたんっす』

『レイオス様にはまだやるべき事が沢山ある筈ですから』

「ちょっと待て、俺には何が何だか―――」

　死んでないとか、追い返すとか、いきなりそんな事を言われても、孝太郎にはさっぱり理解できない。そして理解する為の時間も与えては貰もらえない。孝太郎が来た時と同様に、辺りが真っ白な光に包まれ始めていた。

『閣下はアライア陛下の平凡な人生を守ると仰おつしやった。それが全てです』

『祖国と、そこに生きる人々の平凡な人生を守り続ける―――それがここに我々が二千年間留まり続けた理由。そして守るべきものの中にアライア陛下が加わったというのなら、我々の選択肢は一つだけです』

『レイオス様、我々も共に戦います。出来る事は限られますが、先さき程ほどまでとは幾らか違う筈です』

『どうか我々を導いて下さい。二千年前にそうして下さったように―――』

　眩まばゆく輝く真っ白な光の中で、彼らは微笑ほほえんでいた。そして一人、また一人と、自分の武器を高々と頭上へ掲げていく。それはかつて孝太郎と共に戦った者達だけに限った話ではない。その行動はこの場に集った全ての者達に波及していった。彼らはラシュターク墓地で眠っていた戦士達。フォルトーゼと国民を守る為に戦って命を落とした、誇り高き守護者達だった。










　孝太郎が大上段に構えていたサグラティンは、振り下ろされていく途中から光を放ち始めた。それは最初白い光だったのだが、輝きを増しながら金色へと変化していく。その輝きは孝太郎に、夕日に染まる草原と、ティアの髪かみの色を思い出させるものだった。

「うおおぉぉぉぉぉぉぉぉっ!!」

『ハァァァァァァァァァァッ!!』

　そして金色に輝くサグラティンの刀身が、ウォーロードが振るう斧の分厚く鋭するどい刃やいばと激げき突とつする。少し前までなら両者の力の大半が相殺され、多少孝太郎が押される形で終わっていただろう。

　ジャキィィィィィィィンッ

『な、なんだっ!?』

　だが今回は違った。金色に光輝くサグラティンの刀身は、斧に接せつ触しよくしても全くスピードが衰えず、そのまま斧それ自体を両断していた。

『今、何が起こった!?　それにあの光は!?』

　思わぬ出来事にエゥレクシスは動どう揺ようを隠せない。これまでは斧自体の強度と各種技術により、サグラティンの攻撃を完全に防げていた。なのに突然防げなくなった。しかも弾はじかれたとか押されたとかではなく、二つに斬られた。切り口はまるで鏡のような断面を覗のぞかせており、金属疲労で折れたのとは明らかに違っている。つまりサグラティンの切れ味が急激に高まったとしか考えられなかった。

『コータロー君、それは何だ!?　君は一体何をしたんだ!?』

「俺にも良く分からない。俺自身は何もしていないんだ」

　多くのダメージを受け、身体を引き摺るようにしていた孝太郎。それが今は何故なぜか普ふ通つうに歩いている。そして何事もなかったかのように再び剣を構えた。光はなおも強さを増しており、今では孝太郎の身体全体を包み込んでいた。

「一つだけ分かっているのは、お前達たちは考かんがえ違いをしていたって事だ」

『考え違いだって？』

「お前達はさっきこう言ったな。俺達がここへ逃にげ込まなかったら、お前達の負けだったと。最大の危機を脱したと」

『そうだ。だから君らに追い付く事が出来た』

「だが実はそうじゃないんだ。お前らは俺達がここへ逃げ込んだから負ける」

　孝太郎は確信していた。この場にいる戦士達の霊が味方をしてくれている。決して負ける事はないと。理屈など分からない。だが堅かたくそう信じていた。

　―――どういう事なんだ………コータロー君に何が起こっているというんだ!?

　逆に混乱していたのがエゥレクシスだった。重傷でまともに動けない筈の孝太郎が、斧をあっさりと両断、今もエゥレクシスに近付いてきている。完全に勝ちを手中に収めた筈のタイミングで起こったこの奇き妙みような出来事に混乱するなと言うのも無理な話だろう。

『青あお騎き士しとまともに組んじゃ駄だ目めよ、エゥレクシス！』

『パープルか!?　これは何が起きているんだ!?』

　混乱するエゥレクシスの元に、仲間からの通信が届く。そしてこの通信が、エゥレクシスに答えを与えてくれた。

『この土地に存在している霊れい力りよくの九十九パーセント以上が青騎士にコントロールされているわ！　私が魔ま法ほうで操あやつっていた霊達もコントロールを奪われた！　支配力が強過ぎて、取り返す事も出来ない！』

『馬鹿な、ありえない、そんな事！』

『でも事実なのよ！　まともに戦えば貴方あなたの負けよ！』

　孝太郎は決して霊達をコントロールしている訳ではない。孝太郎の意志に沿って、霊達が勝手に行動しているに過ぎない。明確な目的意識を持った霊達なので、パープルのコントロールも受け付けない。結果的に孝太郎がコントロールしているように見えるのだが、現実的にもその解かい釈しやくで間ま違ちがいはないだろう。

『墓地に眠る兵士や騎士達が力を貸しているとでも言うのか!?　ええいっ!!』

　ここでようやくエゥレクシスにも孝太郎の言葉の意味が理解出来た。その仕組みがどうあれ、孝太郎はラシュターク墓地のほぼ全ての霊の力に守られている。総霊力は孝太郎一人だった時とは桁けたが違う。接近戦はやられに行くようなものだった。

『クリムゾン、同時に行くぞ!!』

「アハハハッ、面白くなってきたじゃないの!!」
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　この事に狂喜していたのはクリムゾンだった。彼かの女じよにとっては強敵との戦いが全て。シグナルティンを使わない孝太郎には興味がなかった。だが今は違う。シグナルティンとは全く違う巨きよ大だいな力の気配に、クリムゾンの魂たましいは喜びに震えていた。

『これでどうだぁっ!!』

　ウォーロードは腰に取り付けられていた金属製の球体を投げる。これは対青騎士用の手投げ弾で、作動すれば半径数メートルの範はん囲いに強烈な電撃が生じる。コンピューターが任意のタイミングで作動させるので、外れても地雷として使える優れ物だった。

「その程度！」

　ガキィン

　孝太郎は大きくサグラティンを振った。すると剣の先から伸びた金色の光が球体を弾き飛ばし、作動には至らない。だが剣を振るその瞬しゆん間かんは、孝太郎の動きは通常より鈍る。これを待っていたのがクリムゾンだった。

「グレーターエクスプロージョンッ!!」

　ドゴォォォンッ

　クリムゾンは通常よりも大きな爆ばく発はつの魔法を使って砲ほう弾だんを発射する。これをやると負担が大きくなり砲ほう身しんが歪ゆがみやすく、何発も撃うてない。だが彼女の天性の勘かんが今の孝太郎にはこれが必要だと訴えていたのだ。

「流石さすがにこれは避けられないわよねぇっ！　孝太郎ぉっ！」

　目にも留まらぬ速さ、という言葉があるが、この時の砲弾がまさしくそうだった。人間の目では発射された事さえ分からない。砲弾による風圧や音以外には、その存在を知る術すべはない。知っていたとしても剣を振ったばかりの孝太郎にはかわす余裕はなかった。

「ああ、だから避けない」

「なんですってっ!?」

　だが砲弾は何故か孝太郎の頬ほおを掠めて飛び去ってしまった。皮膚が切れて軽く血が滲にじんでいたものの、ダメージらしいダメージにはならなかった。

「なんなのよっ、それはっ！」

　クリムゾンはきちんと狙った。決して外れるような距きよ離りではない。孝太郎も動いていない。なのに当たらなかった。クリムゾンは詐さ欺ぎに遭ったかのような感覚に陥おちいっていた。

『コータロー君の周囲の霊場が異常だ！　これでは弾は真まっ直すぐに飛ばない！』

　もしこの場に早苗が居たら、盾たてを構えて孝太郎を守る騎士達の姿を見ただろう。ウォーロードの霊子力センサーはそれを霊場の異常として捉とらえていたのだ。

「霊場の………へへっ、そうこなくっちゃ！」

　強敵との遭そう遇ぐうに興奮したクリムゾンは、両手で杖つえを構えて孝太郎に突進する。その横顔は生き生きと輝いていた。

『早まるんじゃない、クリムゾンッ!!』

　霊場の異常は孝太郎の周りにだけある訳ではない。クリムゾンやウォーロードの周りにも発生しつつあった。エゥレクシスはそれを察してウォーロードを後退させたが、クリムゾンはまともにそこへ飛び込んでしまった。

「きゃあぁっ!?」

　ドサァッ

　クリムゾンの脚から急激に力が抜け、そのまま前方に倒れ込む。彼女には何が起こったのか分からない。だが次に何が起こるのかは彼女にも分かる。クリムゾンは大慌てで身体を横に回転させ、地面を転がった。

　ザンッ

　すると直前までクリムゾンが居た場所に、サグラティンの先せん端たんから伸びた金色の輝きがめり込む。それによって彼女の髪が何本か宙に舞った。

「い、一体何が………」

『下がるんだクリムゾン！　コータロー君は剣が強くなっただけじゃない！　恐おそらく霊の軍団に守られているんだ！』

　エゥレクシスのこの想像は当たっている。実はクリムゾンの脚を攻撃したのは槍やりを持った歩兵達だった。クリムゾンの脚に命中した槍の穂先から霊力を吸い取り、一時的に動かなくしたのだ。

「そういう事か！　アストラルサイト！」

　クリムゾンはエゥレクシスの援護を受けて後退しながら、霊が見えるようになる魔法を使用した。すると彼女の目にも霊の姿が見えるようになる。形まで明確に分かる訳ではないのだが、自分達を取り囲もうとしている事ははっきりと分かった。

「こんなの馬ば鹿かげてる！　どうするの、エゥレクシス！」

『からくりが分かれば戦いようはある！　援えん軍ぐんが間に合ってくれた！』

　キィィィィィン

　兵員輸送用の航空機が二機、二人の後方に着陸する。そこにはＤＫＩの非合法活動を担当する兵士達が乗っている。彼らが霊子力兵器を持って駆け付けてくれば、霊れい体たいの軍団にも対応できるだろう。

「奇遇だな。俺達にも援軍が来たぞ」

　孝太郎達の頭上を金色の旗が通り過ぎていく。その後ろには全長二十メートルを超こえる巨大な竜が続く。そして竜の背中には五人の少女の姿があった。

『コータロー、助けに参ったぞ！』

　旗を出して先頭を飛んでいるのはティア。竜は静しず香か自身、その背中にはルース、早苗、ゆりか、ナナ、そして晴海。孝太郎に置いて行かれてしまった少女達だった。

『ええいっ、皇女達か！』

　エゥレクシスは忌いま々いましげに奥歯を噛み締める。双そう方ほうに援軍が来てしまっては、結末は全く読めない。折角の勝機が遠退いたのは痛かった。

「俺はいい！　向こうを頼たのむ！」

「そーそー、孝太郎の方はあたしだけで十分だって！　こっちのみんながやる気になってるから！」

　竜が頭上を通り過ぎた直後、早苗がくるくると回転しながら落ちてくる。だがその落下速度は途中から急激に落ち、まるで羽毛のようにふわりと着地した。

『アライア様が御自ら出しゆつ陣じんなされたぞ！』

『シャルル殿でん下かまでおいでになられたか………』

『気張れよお前達、クラン様と併あわせて三人の皇族が出陣されておられるのだからな！』

『これで負けたら末代までの恥だ！』

　そしてティア達の登場に沸き立ったのが孝太郎を守っていた霊達だった。元々高かった士気は、天井知らずに高まり続けていた。

「………全軍、戦せん闘とう態勢。これより敵主力部隊を撃滅する。陣じん形けいは鶴かく翼よく陣じん。新兵は古参兵に合わせて動け」

　だが霊達が騒いでいたのは孝太郎の命令が下る時までだった。霊達は孝太郎の命令に従い、一糸乱れぬ動きで両翼が張り出した陣形を形作った。その陣形を構成する兵種は様々だ。二千年分のありとあらゆる兵種の姿がそこにある。だがその目的はただ一つ。青騎士と共に、国と国民、皇家を守る。彼らの心は一つだった。

『………クリムゾン、真耶達に合流しろ！』

「平気なの!?」

『私にも援軍が来るから大だい丈じよう夫ぶだ！　だがこのタイミングで皇女達が出てきたら、向こうは支え切れん！』

「わかった！」

　それに対するのはエゥレクシスとＤＫＩの戦闘部隊。クリムゾンは真耶達の救きゆう援えんに向かったので若じやつ干かん楽にはなったが、それでも簡単には勝たせて貰えないだろう。数の上では孝太郎達の方が多いのだが、霊子力兵器で武装した戦闘部隊は強い。

『コータロー君、いよいよ大おお詰づめだな』

「この戦いに勝った方の意志が通るって訳だ。勝負だ、エゥレクシス！」

　孝太郎とその仲間達がこれまでの世界を守るのか。それともエゥレクシスとその仲間達がこれからの世界を作るのか。長い間対立を続けた両者の最後の戦いは、こうして幕を開けたのだった。










　お互い魔ま法ほう少女の称号を後進に譲っても、真耶とナナは今も変わらず宿命のライバルのままだ。特に同じ世代の最後の二人なので、その戦いが持つ意味は大きかった。

「今日はいきなり全力!?　相変わらず思い切りが良いわねっ、ナナ!!」

「のんびりやってもいい事はないでしょう、今日は！」

　高速で動き回る真耶に対し、ナナは正確な射しや撃げきで対たい抗こうしていた。身体からだの性能では真耶の方が上だが、武装などまで合わせた総合力ならナナも負けていない。それにこの戦いは二人の強さだけで決まるような単純なものではなかった。

「ハァァァッ!!」

「真希!?」

　ナナが銃じゆうの連射で真耶を追い込んだ先には、真希が待ち構えていた。真希は杖に魔法をかけて変化させた大剣を思いきり横に薙ぎ払い、向かってくる真耶を狙ねらう。だがナナに真希がいるように、真耶にも味方が居た。

「まだ頑張るじゃないのっ、真希ぃっ！」

「クリムゾン！」

　ガキィンッ

　だが真希の大剣はクリムゾンの両手斧―――やはり杖を魔力で変化させたもの―――で受け止められた。しかもこの時クリムゾンは斧に攻こう撃げき魔法を込めていたので、その分だけ打だ撃げきが重い。真希はそれを支え切れずに身体が後方へ泳ぐ。するとクリムゾンはその隙すきを見逃さず、至近距離から詠唱の短い初歩の雷撃の魔法で止とどめを刺そうとした。

「サンダーボ―――」

「駄目よクリムゾンッ！　そのまま右へ抜ぬけて！」

「ポイズンミストッ！」

　ボッ

　だがクリムゾンは呪文の詠唱を途中で止め、そのまま右側、真希にとっては左側へ走り抜けた。すると直前までクリムゾンが居た場所に暗緑色の霧が発生する。もし彼女がそのまま詠唱を続けていれば、その毒性の強い霧に包み込まれていただろう。また霧は電気を通し易やすいので、電撃は真希ではなくクリムゾン自身を傷付けたに違いなかった。

「助かったわ、グリーン」

「気を付けて、レインボゥはこっちの隙を的確に狙ってくるわ。毒以外にも、酸や腐敗の未来が見えていたわ」

　毒の霧を作り出したのは真希の後方にいたゆりかだ。だが幸いグリーンが予知でその危険を察知したので、クリムゾンは上手うまく危機を脱した形になっていた。

「………あのコ、こっちに付いた方が良いんじゃないかしら？」

　そして同じく危機を脱した真耶は、ゆりかの的確な魔法の使い方に脅威を感じていた。ナナが後こう継けい者しやに選んだのも納なつ得とくの戦いぶりだった。

「大丈夫ですか、真希ちゃん!?」

「ええ、ありがとう」

　尻餅をついた真希にゆりかが手を差し伸べる。真希は迷わずその手に掴つかまると、素す早ばやく立ち上がった。そんな二人を守るように立っていたナナは、二人が再び戦闘態勢に入った事を確かく認にんすると走り出した。

「休ませてはくれないのね、ナナ！」

「相変わらず冗じよう談だんが好きね、真耶。こちらが油断するのを待っていた癖に」

　止まっている時間は短い方が良い。隙があればあっという間に倒されるという事を、ナナは誰だれよりもよく知っているのだった。










　魔法に携わる者達の宿命の対決が始まったのに前後して、ティアと静香、クランとルースの戦いも始まっていた。相手はダークネスレインボゥの残りの四人の幹部、パープルとオレンジ、そしてイエローとブルーだった。

　ドドドドドドッ

「殿下、弾を撃ち過ぎです！　それではすぐに弾が尽きます！」

「相手は魔法使いの集団じゃ！　後手に回ればそれこそすぐに倒されるぞ！」

　ティアの作戦は単純だった。上空から不意打ちして先手を取り、そのまま攻こう撃げきを続けて魔法を使わせない事。幸いな事に作戦は今のところ順調で、魔法使い達は防ぼう御ぎよ魔法を使いながら後退するので精一杯。ティアの火力が魔法少女達を圧倒していた。

「どうすんのパープル！　このままじゃ削り切られるよ!?」

　いつもはふざけている事が多いオレンジだったが、流石さすがに状じよう況きようの悪さは理解しており、真しん剣けんな表情でリーダー格のパープルに意見を求めた。彼女達はティア達がやってくる前にもキリハ達と交戦していたので、残りの魔ま力りよくの量は半分ほどまで減っている。このままティアに撃たれ続ければ防御魔法だけで魔力を使い果たしかねなかった。

「落ち着きなさい、オレンジ」

　オレンジが焦る気持ちはパープルにも良く分かる。防御魔法で止めてはいるが、銃じゆう弾だんが身体の傍そばに次々飛んでくるのは生きた心地がしない。しかしここはあくまで冷静になるべき時だった。

「でもさぁ！」

「どれだけ科学が進もうとも、無限に撃てる武器など存在しないわ。弾数には制限があるだろうし、銃身も過熱して真っ赤。そろそろ止まる筈はずよ」

　このパープルの指し摘てきは正しい。ティアが際限なく射撃を続けたせいで、彼女が両手で抱かかえているマシーンカノン―――速射型の実弾砲ほう―――の残弾数は十パーセントを切り、銃身は過熱して歪みが出始めている。おかげで残り少ない貴重な弾を、いい加減な狙いでばらまくような状じよう況きようになりつつあった。

「パープルの言う通りだわ、オレンジ。問題はそれよりも、こっちが動けない事を良い事に、接近して来ているあいつの方よ」

　いつも口数が少ないブルーも、この局面では黙だまっていない。ティアが弾をばら撒いている間に、静香が大きく回り込んで来ている。静香が何をするつもりなのかは明らかだ。放っておけば銃じゆう撃げきが止やんだ瞬間に飛び掛かってくるだろう。

「接近して来ている子は私が引き受ける。一いち撃げきであれば私なら受け止められる。あの子にまともにダメージを与あたえられるのはオレンジ、貴女あなたしかいない！　その隙にお願い！」

「う、うん、わかった、やってみる！」

　静香の戦闘力の高さは群を抜いている。遠距離戦は得意ではないが、近距離での攻撃力と圧あつ倒とう的てきな魔力を背景にした防御力は桁けた違ちがいで、まともな攻撃は通用しない。だが変性系が得意なオレンジだけは倒す可能性を秘めている。その攻撃を当てる隙を作る為ために、防御や強化の魔法のスペシャリスト、イエローが囮になる。これがこの四人の能力の組み合わせでは、一番妥だ当とうな作戦だと思われた。

　キュゥゥゥン

　ティアの銃撃が止む。彼女らにはそれ以上考えている時間はなかった。イエローは防御魔法を維い持じしたまま静香へ接近していく。オレンジはその背後で攻撃の為の魔法を準備する。パープルとブルーはそれぞれの魔法でティア達の方への攻撃を開始した。

「たああぁあぁぁぁぁぁぁぁっ!!」

　静香の右の拳こぶしがイエローの防御魔法に激突する。半竜形態になった静香の拳は威い力りよくが絶大で、その一撃でイエローの防御魔法は崩ほう壊かいした。だが目的は果たした。イエローの防御魔法の強度が高かったために、静香の前進も一いつ旦たんそこでストップしていたのだ。

「ディクリーズアイアーンッ!!」

　その瞬間、静香にオレンジの魔法が襲おそい掛かかった。その魔法は効果範はん囲い内ないにある鉄を急激に減らすもので、厳密には攻撃魔法ではない。しかしどんな生き物でも酸素を運ぶ鉄分を急に奪われれば、意識が朦もう朧ろうとなり身動きが取れなくなる。それは巨きよ竜りゆうの力を宿す静香でも同じ事だった。

「うあっ!?」

『大だい丈じよう夫ぶか、シズカ!?』

「だ、だいじょぶ、なんとか………」

　だが辛うじて静香は耐たえた。魔法への耐性が普通の人間より高かった事と、体組織が強かった事がその原因だった。辛そうな様子でふらふらとしていたが、倒れる事は無かった。

「勝てる！」

　オレンジは引き続き攻撃をする事にした。この様子なら、もう一度同じ魔法をぶつければ、幾いくら静香でも耐え切れないだろう。少し前までの動揺は消え去り、オレンジには勝利への勇気が蘇ってきていた。

「そうはいかんぞっ！」

　だが自身もオレンジの攻撃を受けた事があるティアがいち早く静香の危機に気付いた。彼女が戦闘時に使うコンバットドレスから四発の誘導ミサイルが発射され、呪文の詠唱を始めようとしていたオレンジに襲い掛かった。

「もぉっ、いつも可愛かわいくないなぁっ、お姫ひめ様さまはぁっ！」

「そう何度も好きにさせてたまるものか！」

　オレンジは呪文を中断して走り出し、ミサイルから逃のがれようとする。だが実際に逃れる事が出来たのは二発だけ。残りの二発はそのまま彼女を追い続けた。

「ミラーイメージ！」

「インスタントインビジブル！」

　だがそれが命中するよりも早く、パープルとブルーの魔法がオレンジを守った。パープルの魔法がオレンジの偽にせ物ものを作り、直後にブルーがオレンジの姿を消した。これにより偽物のオレンジを追って行ったミサイルは地面に激突して爆発した。

「ありがと、みんな！」

　ドォンッ

「きゃあぁあぁっ!!」

　無事だった安あん堵ども束の間、イエローの悲鳴が上がる。オレンジから外れた筈のミサイルが、死角からイエローに襲い掛かったのだ。

「………相変わらずこの手の策略は芸術的じゃの、クラン」

「大きなお世話ですわ！」

　これはクランの仕業だった。途中からミサイルの制せい御ぎよを奪い取って、無防備になっていたイエローを狙ったのだ。これにはダークネスレインボゥも流石にお手上げだった。

『シズカ様、今のうちに』

「ありがと、ちょっと油断してたわ」

　そしてイエローに注目が集まっている隙に、ルースが操っている無人機の群れが静香を後退させる。これにより戦いは仕切り直しの様相を呈ていしていた。

「………しかし、流石にダークネスレインボゥと言ったところじゃのう。簡単には勝たせて貰えん。気を引き締めてかからねば」

　ティアは弾切れを起こしたマシーンカノンを無造作に投げ捨てると、いつも使っている速射型ビームライフルを構え直した。

「さて、どうしたものか………」

　ミサイルでイエローにかなりのダメージを与えたものの、静香も同じぐらいのダメージを負っている。敵と味方には勝敗を決定付けるほどの差は生じていない。戦いはまだ始まったばかりだった。










　六畳じよう間まの少女達の残る二人、キリハと晴海は戦いから距離を置いていた。病み上がりの晴海は今回の戦いには参加させて貰えていない。孝太郎がシグナルティンに力を使うなと命じているので、晴海のコントロールを受け付けないのだ。だからこの時の晴海に出来た事は、この場所で戦いを眺ながめている事だけだった。

「………みんなが戦っているのに、私は見ている事しか出来ない………」

　晴海は食い入るように戦いを眺めながら、もどかしげに顔をしかめる。自分だけが戦いに参加出来ずにいる事は、彼女にとって大きな苦痛だった。

「それに関しては我も同じだ。恥はじる事はない」

「キリハさんはそれが仕事じゃないですか。それに引き換かえ私は………」

　キリハがここにいるのは、その方が全体が強くなるからだ。安全な場所から戦いの様子を眺め、適切な助言や援えん護ごをする。今も時折銃を撃ったり、埴はに輪わ達たちに指示を出したりしている。彼女こそが戦場全体をコントロールしているのだった。

「この戦いの功労者は間違いなく汝なんじだ。汝が孝太郎に俸給を出してくれたからこそ、最小の犠ぎ牲せいでＤＫＩを無力化し、ヴァンダリオンから権力を切きり離はなす道筋が見えた。汝を無力だなどと笑う者は何処どこにも居ない」

　この時、キリハは晴海とアライアを区別せずに話をしていた。倒れた後の晴海は、髪を銀色に輝かがやかせている時に限っては、その区別が要らなくなっている事を漠ばく然ぜんと感じ取っていたのだ。

「キリハさん………」

　晴海の方もそこに違い和わ感かんはない。アライアの行こう為いは晴海の行為、今はそのように認にん識しきするようになっていた。

「それに今ああして孝太郎を守っている勇者達は、汝が立派にフォルトーゼを守ったからあそこにいる。汝が遺のこした意志が、孝太郎を守っているのだ」

「………はい、そのように思う事にします」

　キリハのおかげで、晴海はようやく小さな笑えみを浮かべる事が出来た。直接戦う事が全すべてではない。孝太郎の役に立っている。はっきりとそう言葉にして貰えたのはとても有あり難かった。

「ちなみに汝がやるべき事がここでも一つだけある」

「それは？」

「あそこで戦う者達の勝利を願う事だ。それが恐らく彼かれらの力になり、孝太郎とこの国を守るだろう」

「そうかもしれませんね。私がこの場所で嘆なげいているよりは、ずっと………」

　そして晴海は祈り始めた。この場所で戦う全ての者達が、決して犠牲になる事が無いようにと。そこには敵と味方の区別はない。晴海は、そしてアライアは、フォルトーゼの国民を愛しているのだった。










　ラシュターク墓地で眠ねむっていた勇者達は、数え切れないほどの数に及およぶ。だが現実に影えい響きようを与える為には強い霊力や意志の力が居る。だから実際に孝太郎と共に戦っている勇者は百人を超えていない。そう出来なかった者達は、サグラティンや仲間に力を与え、間接的に戦いに参加していた。

　対するＤＫＩの実戦部隊は四十人。数の上では勇者達に劣おとるが、逆に武装では優すぐれている。霊れい子し力りよくを使った武器や防具を使用しているので、霊達に対しては強い力を発揮するのだ。兵力と装備を合わせて考えれば、総合的にはほぼ互ご角かくと言える状況だった。

『鶴翼陣とは古風だね！　だが確かに数で勝まさる時には正しい作戦だ！』

「あとは俺おれ達たち次第という訳さ！」

　互角の戦いであるなら、後は作戦の違ちがいが問題となる。孝太郎が選せん択たくした鶴翼陣は、最初に兵力をＶ字形に配置しておき、最終的には敵を取り囲む陣形だ。戦力としては互角でも人数では勝っているので、包囲しての攻撃が有効となる。全ての兵力を有効に活用できるからだ。

　反面この陣形には欠点もある。Ｖ字の頂点部分が突とつ破ぱされてしまうと包囲を閉じる事が出来ず、各個撃げき破はの憂うき目めに遭いやすい。その為、古来より好んで使われてきた陣形ではあるが、敗戦の記録も多いのがこの陣形だった。もちろんエゥレクシスもそれをよく知っている。だから彼はＶ字の頂点部分―――孝太郎と早苗、古参兵達―――に攻撃を集中させるべく縦長の三角形に兵を配し、自身が先頭に立って突っ込んできていた。

　こうなると戦いの行方は、孝太郎とエゥレクシスの戦いの結果次第という事になる。孝太郎が敗れればそこで終わりだ。逆にエゥレクシスが敗れれば、包囲が完成して孝太郎の勝ちになる。小規模であっても近代戦では滅多に起こらない大将同士の一騎打ちが、この戦いの結末を決める事になるのだった。

『この戦いの結末がどうあれ、君との戦いは恐らくこれが最後だろう！　それが多少惜しくもあるよ！』

　エゥレクシスは左ひだり腕うでに装備されているビームを拡散して打ち出だすショットガンを連射しながら、孝太郎に迫せまる。霊達の力を借りている今の孝太郎は、普通の射撃では到とう底てい捉とらえられない。ビームの拡散範囲を最大限広く取っても、その一部が装そう甲こうを焦こがすのがせいぜいで、大きなダメージに繋つながらない。このショットガンの連射は孝太郎の移動を制限する為のものだった。

「俺おれは惜しいとは思わん！　戦いなんかない方が良いんだ！」

　孝太郎の方はＧＯＬも鎧よろいそのものも機能が殆ほとんど停止していた。だが身体を覆おおっている霊達の力が普ふ段だん以上の速度での行動を可能にしてくれていた。そしてもちろん、サグラティンの力も大きく増している。孝太郎はショットガンの連射を掻かい潜くぐってウォーロードに斬きりかかった。

『それは君が言うと意義深い言葉だね！』

　ギィンッ

　サグラティンはウォーロードが右手で持っている小さなナイフに受け止められた。これは霊力をナイフの刃というごく狭せまい範囲に集中させたものなので、接触している部分だけに限ればサグラティンにも霊力の密度では負けていない。あとは実際に孝太郎の一撃を受け止められるかどうかが問題だが、そこは得意の自動制御で成し遂げている。ウォーロードは自動的にサグラティンを受け止めたのだ。流石さすがに孝太郎の速度は、普通の人間で対応できる速度を超過していた。

「誰が言ってもそうだ！」

『そこは見解の相違だね！』

　一旦受け止めてしまえば、後はパワー勝負になる。そうなれば五メートルの巨きよ体たいがモノを言う。孝太郎はウォーロードに押されてズルズルと後退を始めた。そこで孝太郎はサグラティンに集中させている霊力の一部を左腕に回した。

『むっ!?』

　バリバリバリィッ

　孝太郎の左腕が強力な電撃を発する。それは孝太郎が自分の力だけでやった場合に比べると桁違いの威力だった。だがウォーロードは電撃を浴びる直前に身体ごと離れた。おかげで電撃は空中で拡散して威力が衰え、ウォーロードに流れ込んだ分だけでは絶縁処理を破れなかった。

『危ない危ない、そういえばその技わざもあったね』

「ええい、あと少しだったのに………」

『孝太郎、孝太郎、気を付けて』

　その時だった。孝太郎の耳元に早苗の声が届く。早苗は遠くで霊達と一いつ緒しよにＤＫＩ部隊と戦っていたのだが、その合間を縫って霊能力で話しかけてきたのだ。

『多分だけど、向こうに攻撃がバレちゃってるよ』

「本当か？」

『今の孝太郎は霊能力が高過ぎるから、れーしりょくせんさー？　だったかで、何をやろうとしてるか丸分かりなんだよ』

　攻撃する前にサグラティンや左腕に霊れい力りよくが集まれば、それで攻撃を受ける事は明らか。しかも今は身体を動かすのにも大量の霊力を使っている。霊力の流れを追っていれば、思い切り攻撃するタイミングは自然と分かってくるのだ。

「なるほど、そういう事か」

『うん？　何の話だい？』

「お前とその機体がどうやって俺の動きを読んでるのかって話だ」

『どうやらバレてしまったようだね』

　ウォーロードがナイフでサグラティンを自動的に受け止める時も、通常のカメラの映像だけでなく、霊力の流れも参考にしている。だから強くなっている筈の孝太郎の攻撃が防がれてしまっていたのだ。

『それに孝太郎、そろそろみんながまずいよ。まだ負けてはいないんだけど、このままだと大怪我けがしたり、場合によっては………』

　なお悪い事に、他ほかの少女達の戦せん況きようが危険域に入りつつあった。勝ち負けだけで論じるならまだ何ら問題がない状況だった。だが敵味方双方にダメージの蓄ちく積せきがあり、次の一撃が致命傷になりかねない。勝ったはいいが少女達に犠ぎ牲せい者しやが出た、というのでは喜ぶに喜べない。

「仕方ない、そろそろ決着を付けるとしよう」

　霊力が読まれている、味方がそろそろ危ない。その両方の問題を同時に解決する唯ゆい一いつの方法がある。それは最初から全身に霊力を漲みなぎらせ、行動の際の霊力の増減がないようにする事だ。しかしこれは大量に霊力を浪費する事になるから、チャンスは何度もない。一度きりだと考えるべきだろう。

『やはりそう来るか。本来は付き合う義理はないのだが………とはいえ、こっちもあまり悠長にはしていられない。付き合うよ、コータロー君』

　ウォーロードのセンサーが、孝太郎の体内で急激に高まった霊力を感知していた。逃にげ回って霊力を浪費させるのがベストなのだが、エゥレクシスの側にも勝負を急ぎたい事情があった。ウォーロードは高度な技術をふんだんに使った機体なので、機体そのものの作動限界が近付いていたのだ。

　―――それに真耶達もそろそろ限界だろう………こんな事を言えば、彼女らを傷付けるだろうが………。

　そしてエゥレクシスの心の片かた隅すみに引っ掛かっている、小さな思い。そんな二つの事情が、彼に最後の勝負に出る事を決断させた。

『ジェネレーターコアが燃え尽きても構わん。全力で行くぞ、ウォーロード!!』

　孝太郎の霊力と同じく、ウォーロードの動力がうなりを上げる。お互たがいにこれで最後。可能な限りの力を込め、最大の攻撃を繰り出そうとしていた。

「うぉおおおおぉぉぉぉぉぉっ!!」

『うるぁああぁぁあぁぁぁぁっ!!』

　二人は同時に前に出た。双方が並の人間よりもずっと速いから、二人の距離はほんの一いつ瞬しゆんで詰まった。

　―――ナイフでコータロー君の剣けんを弾はじいて、左のエネルギーナックルで勝負だ！

　エゥレクシスは移動以外のエネルギーを全て左右の腕うでに振り分けた。エゥレクシスの勘では、孝太郎は間ま違ちがいなくサグラティンで来る。それを右みぎ腕うでのナイフで受け流した上で、左腕の高エネルギーを帯びたパンチで勝負。エゥレクシスはこの強化に強化を重ねてきたウォーロードであれば、これで孝太郎を倒してくれると信じていた。

「おおおおぉぉぉぉっ!!」

　エゥレクシスの予想通り、孝太郎はサグラティンを大きく振り被った。その動きに合わせてウォーロードのシステムが剣の軌跡を算出、その邪じや魔まをするようにナイフを動かし始めた。

『君の負けだ、コータロー君！　君は騎き士しである事に拘こだわり過ぎた！』

　ナイフが孝太郎のサグラティンを受け止める。後はそれを横に受け流した後、左で殴り付ければ全てが終わる。残された最後のエネルギーが孝太郎を粉ふん砕さいしてくれるだろう。

「いいや、拘ってるのはお前の方だっ!!」

　ビキィィィィンッ

　ナイフの刃はに触れた瞬しゆん間かん、サグラティンは刀身の半ばから折れた。孝太郎はこの瞬間だけ、サグラティンに霊力を込めていなかった。そしてサグラティンが折れた直後、ナイフをやり過ごした瞬間に、再び霊力を通わせる。すると本来刀身がある筈の場所に、金色の輝きが現れた。それはまるでビームで形成した剣であるかのように力強く輝いていた。

『馬鹿な、剣を犠牲にして―――』

「これで終わりだあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」

　多くの人間の祈りと信念を束ねて生み出されたその金色の刃は、無防備なウォーロードに叩たたき込まれた。ウォーロードの左の拳は、間に合わなかった。










　サグラティンによる全力の一撃を受けたウォーロードは、小さな爆発を繰くり返かえしながら仰向けに倒れた。直後に安全装置が働き、正面の装甲が吹き飛ぶ。だから敗北したエゥレクシスが目にしたのは、昇り来る太陽に輝きを奪われつつある満天の星々だった。

「………結局、負けてしまったか………」

　悔いは無い。代わりに全力を尽くした実感があった。これで駄だ目めならどうしようもない。相手が青騎士ならなおさらだろう。

「エゥレクシス」

　不意に星の一部が隠かくれる。何者かがエゥレクシスの事を見下ろしていた。

「コータロー君か………」

　見下ろしていたのは孝太郎だった。孝太郎は全身傷だらけで、倒れているエゥレクシスと負けず劣らずの重傷だった。だがその瞳ひとみと剣の輝きは衰えていない。それだけはエゥレクシスと対照的だった。

「お前の負けだ。降参しろ」

「ああ。素す直なおに降参するよ、私の負けだ」

「そうか」

　シャキン

　エゥレクシスが降参の意志を示すと、孝太郎はサグラティンを鞘さやに戻した。エゥレクシスとの長い戦いはようやく終わったのだ。

「だが………私は君に負けたんじゃない。私はきっと、この国を守ろうという人々の意志に負けたんだ」

「………俺もそう思う」

　アライアの事も、この場所の霊れい達たちも。誰もが国と国民を守ろうと必死に考えて行動し、その結果エゥレクシスは敗れ去った。孝太郎達だけが相手であれば、勝っていたのはエゥレクシスだろう。孝太郎もそれは正しいと感じていた。

「エゥレクシス、最後に一つ訊いてもいいか？」

　実は孝太郎にはずっと不思議に感じていた事があった。それはこの場所にエゥレクシス達が追ってきた時から、感じていた事だった。立ち去る前に、それをエゥレクシスに訊いておきたかった。

「構わないよ、なんだい？」

「どうして、巨きよ大だいな戦闘兵器や大型の爆ばく弾だんを使わなかった？　俺達に追い付いた時点でそれらを使っていれば、お前が勝っていたかもしれないのに」

　孝太郎達は少数なので、壱いち式しき改かいのような大型の兵器や、半径数百メートルを吹き飛ばすような爆弾を使われたら、勝ち目はなかった筈だ。だから孝太郎はエゥレクシスがそうしなかった理由を知りたいと思っていたのだ。

「この市街地の真ん中でかい？　冗談ではないよ。犠牲が大き過ぎる」

　悪には悪の咲き方がある―――それがエゥレウシスの信念だった。帝てい政せいを終わらせようというのだから、皇族に対してはどんなあくどい手でも使う。セイレーシュを父親の治ち療りようと引き換えに操ろうとしたように。だがよりよい社会を作ろうとしているのは間違いないから、無用の犠牲は避さけねばならなかった。エゥレクシスは無制限の力の行使は最初から考えていなかったのだ。

「………お前になら、負けてもそう悪くはなかったかもしれないな」

　エゥレクシスは許されざる敵だ。理由があれば平気で他人に犠牲を強しいた。だが秩ちつ序じよ立った悪だった。戦いが終わりさえすれば、善政を敷しく可能性があるように思えた。だからこそ孝太郎は残念だった。エゥレクシスと分かり合えなかった事が。最後の最後まですれ違ってしまった事が。

「ヴァンダリオンは私のようにはいかないぞ」

「肝きもに銘めいじよう」

　この先に控えているのはヴァンダリオン。ヴァンダリオンはエゥレクシスとは違う、混こん沌とんとした悪。無制限の力の行使もためらわない、最悪の敵だった。エゥレクシスを相手にするようなつもりでいれば、きっとあっけなく倒されてしまうだろう。それを孝太郎は改めて胸に刻み込んだ。

「………またな、エゥレクシス」

　そして孝太郎はエゥレクシスに背を向けた。もう話すべき事は何も無い。帰りを待っている人達たちのところへ向かう時だった。だが何歩か歩いたところで、孝太郎の背中に声がかかった。

「コータロー君、私を殺さなくていいのかい？」

「………俺を誰だと思っているんだ？」

　孝太郎は返事をする間だけ足を止めた。かつても似たようなやり取りがあったから、孝太郎は懐なつかしい気分にさせられていた。

「そうか………そうだったね。ふふふふふふっ、あははははははっ！」

　孝太郎は再び歩き始めた。その姿を昇り始めた朝日が照らしている。引き続きエゥレクシスの声が聞こえていたが、孝太郎はもう足を止めなかった。孝太郎はそのまま歩き続けた。途中で真耶やダークネスレインボゥの少女達と擦すれ違ちがったが、お互いに何もしなかった。決着はもう付いていたから。

　その少し後、どこか遠くから勝ちどきの声が聞こえたような気がした。それが本当の声だったのか、それとも幻聴だったのか、孝太郎には分からない。しかし本当だったらいいなと思うから、孝太郎は拳を高々と青空に掲げた。共に戦ってくれた勇者達への、言葉にできない程ほどの感謝を込めて。
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　戦いの後、孝こう太た郎ろうは重傷と疲労から意識を失った。それによって侵しん略りやく者しやの少女達は大おお騒さわぎになったのだが、それよりももっと大きな騒さわぎになったのは、孝太郎が目を覚ました時の事だった。

「いたたたたたたたっ、いたいって！　怪我けがをしてるって言ってるだろうがっ！」

「しら～～～～ん！　わらわに心配かけおってぇぇぇぇぇっ！」

「今度置いてったらっ、サソリ固めだってっ、言ったでしょうにぃぃぃぃっ！」

「ぎゃあああぁあぁぁぁぁぁぁぁっ!!」

　目を覚ました孝太郎を待っていたのはブーイングの嵐あらし、そして理不尽な暴力の数々だった。しかも味方は少ない。味方をしてくれたのはナナ一人だった。

「みんな、里さと見みさんにも仕方がない事情があったんだから、あまり無む茶ちやな事はしない方が良いんじゃないかしら………」

「里見さんはぁ、私達の事をぉ、全然信用してないって事ですよねぇ～」

「おやかたさまの為なら死ぬ覚かく悟ごでおりましたのに」

「里見君のせいで体重増えたのよ。責任取って！」

　置いて行かれた六人のうち、ティアと早さ苗なえは実力行使に出た。ゆりかとルース、静しず香かはそれを冷ややかな視線で見つめている。連れて行った三人は味方をしてくれてもいいようなものだが、残念ながらその気配はなかった。

「エゥレクシス一派に気付かれないように、極力口が堅かたいメンバーが必要だったのは確かだが、乙おと女め心ごころを深く傷付けたのは紛まぎれもない事実だ」

「私は一緒に行けたから死んだって本望だったけど………残された人達たちはそうじゃなかった訳で………やっぱり問題があると思います」

「わたくしはベルトリオンが困る方を支持しますわ！」

「おっ、お前らなあ！」

　孝太郎がキリハと真ま希き、クランの三人だけを連れて行ったのは情報の漏ろう洩えいを防ぐ為だった。孝太郎が青騎士だと認められる前に、真の狙ねらいが俸給だと気付かれてしまえば、全ては台無しになる。だがこの三人ならどのような状況でも思惑を悟さとられる心配はない。元々駆け引きや策略が得意な三人だったからだ。

　そしてティアはエルファリアの娘むすめなので、連れて行くのは危険過ぎて除外。晴海はるみも病み上がりなので除外。残りの早苗、ゆりか、静香、ルースの四人では、思慮深いルースぐらいしか連れていけない。しかしクランとキリハが不在になると、残りのメンバーにはルースの頭脳が不可欠だ。また孝太郎達が脱出する時の救きゆう援えん部隊も必要だったので、連れて行くのは三人だけ、残りはお留守番という結論に至ったのだった。

「みんなにちゅーぐらいしていけば文句は出なかったのに」

「そうじゃそうじゃ！　ちゅーぐらいしていけ！」

「無茶を言うな！　無茶を！」

「とはいえレイオス様、ハルミさんにだけは、きちっとした謝罪やお礼が必要なのではありませんか？」

「ウッ」

　エルファリアの指摘は孝太郎にとって痛い部分だった。今回の件では晴海―――アライアがやった事が逆転の鍵だった。だが孝太郎はそれを分かっていながらあえて彼かの女じよには何も話さなかった。それでいて身の証あかしを立てる為にシグナルティンは持っていった。だから晴海の体調を言い訳に、彼女の都合の良い部分だけを利用したのではないか、そういう自覚は孝太郎にも少なからずあった。だからエルファリアが言う通り、晴海にだけはちゃんとした言葉が必要な気がしていた。

「桜さくら庭ば先せん輩ぱい」

「は、はい」

　晴海が持っているアライアの記き憶おくはシグナルティンに残っていたものなので、孝太郎がアライアと別れた時までのものになる。そしてその先の事は、晴海に生まれ変わった時に失われてしまった。だからそれ以降のアライアが何をしたのかは分からない。俸給の事だって説明を受けるまで知らなかった。だから俸給が役に立ったと言われても、それはなかなか実感には繋がらない。そうした事情も手伝って、置いて行かれた事で彼女が今日までに感じてきた不安や無力感は、今も胸の中に燻くすぶっていた。

「あのぉ先輩、ちゃんと話をしないで行ってしまって、すみませんでした。俸給の事とかを桜庭先輩に話したら、変に責任を感じたりするんじゃないかと、色々と思う所がありまして………」

「私、必要ですか？　里見君に、必要な女の子ですか？」

「そりゃあもう。シグナルティンを抜ぬきにしても、先輩には元気でいて貰わないと。だからその………すみませんでした、本当に。黙って行っちゃって………」

「だったら、大事だから置いていくって、最初にちゃんと言ってくれれば………私それで、全然普ふ通つうに待ってたのに………もおぉっ」

　晴海はぽろぽろと涙なみだを零こぼし始める。それは安堵の涙。自分は必要とされているのだと感じて、安堵のあまり溢あふれ出でた涙だった。

「それとあの、色々と助かりました、桜庭先輩」

「あんぽんたん、さとみくんのあんぽんたんっ」

　晴海は涙を流しながら、口を尖とがらせて子供のように抗議する。それは晴海が滅めつ多たにやらない事だったから、どれだけ彼女が不安に思っていたのかが孝太郎にも良く分かった。

「へそ曲げないで、許して下さい先輩」

「あんぽんたんはあんぽんたんですっ！」

「ときにハルミや、そなたもやるかのう？」

「はい。………里見君のぉぉぉっ、あんぽんたぁ～～～んっ!!」

「ぎぃゃああぁあぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」

　晴海が腕の関節を極めた後は滅茶苦茶だった。孝太郎は全員からひたすら言葉やプロレス技で攻こう撃げきされ続け、許して貰もらえたのは一時間後の事だった。










　皇こう帝てい代理に就任したセイレーシュは、記者会見で口にした事をそのまま実行した。まずは新生フォルトーゼ正規軍と皇国軍双そう方ほうに対して停戦と武装解除を正式に命令。次いでエルファリアの裁判を行う特別法廷にはエルファリア派と軍部、双方の影響がないように細心の注意を払はらって人事案を作成した。更さらには軍部に対して、エルファリアを糾きゆう弾だんするのに使っていた証しよう拠この提出を求めた。戦争を止やめ、法廷できちんと白黒を付ける。国民の多くが納なつ得とくする公正な執政だった。

「おのれ青騎士め………まさかこのような手に出て来ようとは！」

　ガシャァンッ

　ヴァンダリオンが苛いら立だち紛れに払った腕が、デスクの上に置かれていたものをカーペットにぶちまける。本やペン、酒さか瓶びんといったものがカーペットの上を転がり、中には割れてしまったものもあった。

　ヴァンダリオンはこの状じよう況きようを青騎士―――孝太郎の工作だと考えていた。裏から手を回して皇族会議を動かし、自分に都合の良い状況を作ったのだと。流石さすがのヴァンダリオンもＤＫＩが動いたとは考えていない。ＤＫＩが孝太郎から敵対的買収を受けた事もあって、その考えには至っていなかった。

「それでいかが致いたしますか、ヴァンダリオン様」

　ヴァンダリオンは証拠の提出を拒こばみ続けていた。でっち上げた証拠は精せい巧こうなものだが、現実の全てと整合性が取れている訳ではない。長い時間をかけて調べられてしまえば、どうしても綻ほころびは出る。影響下に置いた裁判官や検察官ならそれでも問題なくエルファリアを有罪にしてくれただろう。だが裁判所が正常化されてしまった以上は、提出してしまえば敗北は必至。捏ねつ造ぞうが発覚すれば逮捕されるのはヴァンダリオンだった。

　だからヴァンダリオンには二つの選択肢が残されていた。敗北を素直に認め、証拠を提出するか。それとも本来の意味でのクーデターを起こすか。ヴァンダリオンは今、その究極の選択を迫られていた。

「無論戦うぞ、グラナードッ！　このままおめおめと引き下がってたまるものか！　青騎士を殺し、エルファリアを踏ふみにじれるなら何だってやってやる！　そしてフォルトーゼの頂点に立つ！　その為ためにどのような汚名を着せられようとも構うものかぁっ！」

　ヴァンダリオンの決意は固い。彼はあくまでフォルトーゼの支配者を目指すつもりでいた。忌いま々いましい青騎士、忌々しいエルファリア、その軍門に降くだるぐらいなら、フォルトーゼ史上最悪の暴君として歴史に残りたい。ヴァンダリオンは何があろうと、自分が支配者の座に上がる事を諦めるつもりはない。そうする事で、どれだけの対価を払う事になるのだとしても。
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あとがき







　お久しぶりです、著者の健たけ速はやです。今回は『六畳間の侵略者!?』の二十五巻をお届けさせて頂きました。早いもので、もう二十五巻です。編集部へ最初に提出した企画書が二〇〇七年作成になっているので、私の感覚では今年で十周年です。皆さんにとっての十周年はもう少し先になると思います。刊行ペースは年三回を崩していないので（早めた事ならありますが）、シリーズ三十冊目となる二十八巻が出る頃がちょうど十周年になるんじゃないかと思います。ＷＥＢに掲載している『六畳間の侵略者!?　へらくれす！』が結構溜まっているので、二十八巻は出る気がします。もっとも、本編があと一冊で終わるなら出ないかもしれませんけど（笑）何故いきなりこういう話をしたのかというと、実は少し読者の皆さんにお訊きしたい事があるのです。




　この『六畳間の侵略者!?』という作品には定められた一つの結末があり、今回の二十五巻もそこへ向かって動いています。勘の良い人はもうその気配を察しておられるかと思います。だからいつとは明言しませんが、いずれこの作品にも終わりがやってきます。それだけは間違いない事です。

　しかしその結末を迎えた後も、当たり前ですが孝こう太た郎ろう達には普通―――かどうかは分かりませんが、今よりは相対的に普通―――の生活があります。具体的には現代編まで含めた青騎士の伝説がフォルトーゼで映画化される事になり、本人に出演の打診が来るとか、春になって高校生になったマッキンリーが行動を開始し一〇六号室を訪問するとか、そういう話になっていくと思います。もちろん多少はピンチになったりもするでしょう。地底の急進派残党が攻撃してきたりする場合などです。そういう孝太郎達の生活を読者の皆さんが覗いてみたいかどうかをお訊きしてみたかったのです。

　また大枠のストーリーが終わったからこそ出来る、ＩＦ展開の話なども良いかもしれません。例えば『孝太郎が遂に〇〇と付き合い始めた！』みたいな。あ、でも付き合い始めたＩＦシリーズを始めちゃうと、全員分やらなきゃいけなくなるかもしれない（笑）それ以外にも孝太郎が来なかった場合、つまり歴史が改変されなかった場合のアライア殿下の冒険を描く『剣の姫と竜の騎士』なんていうのもありでしょうか。ＩＦなら三巻で打ち切られる場合にやる筈はずだった幻の『宇宙刑事マッケンジー』なんかを復活させても良いかもしれません。この方向も結構やれる事が多い気がします。

　こうした物語の提供形態は、基本的に中編として作成し、『へらくれす！』を三本付けて一冊にする形になるかと思います。ただしもちろん長くなったら『へらくれす！』を付ける事に拘こだわるのは愚かな事でしょう。まず間違いなく『剣の姫と竜の騎士』あたりは中編では無理です。下手をすると上下巻の構成かもしれません。

　考え方の基本は『へらくれす！』だけを六本入れた本は作りたくない、という事です。私は個人的に、可能な限り半分は新作を入れるべきだと考えています。だから『へらくれす！』が収録されない事は、むしろ次善の策としてありなのです。ただその半分の新作をどのような内容で提供していくのか、という点では色々と悩んでいたものですから、今回思い切って読者の皆さんに訊いてみる事にしました。

　巻末の奥付（大きく出版社の名前や住所とかが書いてあるページです）の下に、読者アンケートのアドレスが記載されています。可能であればそこへアクセスして下さい。そしてその中の自由に書いていい欄に『六畳間の今後』と題して、その後の話をやった方が良いかどうか、ＩＦ展開が見たいかどうか、そうしたご意見を寄せて頂けると助かります。良く分からない、見付からないという皆さんは、ツイッターでハッシュタグ『♯六畳間の今後』あたりで書いておいてくれると、担当編集のＳ君が確認すると思います。どちらでも構いませんので、余裕のある方は御協力をお願い致します。

　ちなみにそのＳ君はヒロイン別のＩＦ展開をやりたいと熱心に主張しており、やる場合にはヒロインごとの豪華ボックス仕様にしたい等と申しております。中には本とグッズを入れたいそうです。恐らくドラマＣＤ付き特装版と同じ方向性かな。ドラマＣＤの代わりにグッズが入っている感じじゃないかと。このボックス仕様に関しても、「興味があるよ」という方はコメントを読者アンケートなりＳＮＳなりに書いて頂けると伝わると思います。また、どういうグッズを入れて欲しいとかも一緒に伝えてあげて下さい。その声が大きければ、もしかするとそのまま実現するかもしれません（笑）




　個人的には上記以外にも、『へらくれす！』に同梱する中編として、特別企画のゲームブックなんかも面白いかなと思っています。規模的にも中編なら現実的ですし、細かくし過ぎなければ電子版でも扱いやすいでしょう。イメージとしては次のような感じです。１から始まります。




１




　里見さん達はぁ、古い洋館の玄関に足を踏み入れましたぁ。中の様子は薄暗くてぇ、黴臭くてぇ、埃っぽい感じですぅ。正面の壁にはぁ、古ぼけた絵が飾られていますぅ。若い女性の絵ですねぇ。

「こういうのって、映画やテレビゲームだと確実に絵から幽霊が出てくるよな」

『こんな感じ？』

「きゃあっ!?　こっ、こらサナエ、ＴＰＯを考えぬか!!」

『てへへ、ゴメン』

　玄関は奥に続く扉が一つだけありますぅ。貰った見取り図からするとぉ、その向こう側には長い通路があってぇ、幾つか部屋が並んでいる筈ですぅ。




　女性の絵を調べるならぁ、２へ進んで下さいぃ。

　ドアを開けて通路へ進むならぁ、３へ進んで下さいぃ。




２




　するとですねぇ、絵の中の女性が動き出してぇ、カッと目を見開いてぇ、里見さんを睨み付けますぅ。『お前達は全員、ここで死ぬのよぉぉっ！　私がそうなったようにねぇぇぇぇぇぇっ！』声はとてもおどろおどろしくてぇ、怖い感じがしますぅ。

「………」

「………」

「………ふーん」

　しくしくしくしく。

「ふーんじゃないっ、早苗、お前のせいだぞ。お前が実演した後だと、こういう空気になるに決まってるじゃないか！」

「てへへ、ごめん」

　………里見さんはとても良い事を言ったと思うのでぇ、ヒントをあげますぅ。絵の中の女性は何かに手を伸ばして死んでいますぅ。銀のナイフを取ろうとしてぇ、取る前に死んじゃったみたいですねぇ～。

「察するに、生き残りたければこの銀のナイフを探せという事か」

「ちょろいゲームマスターで助かった」

「………孝太郎、何気にあんたが一番酷くない？」

　じゃあじゃあ、これからどうしますかぁ？




　もう少し絵を調べるならぁ、４へ進んでくださぁい。

　もう十分だと思ったら部屋を出て３へ進んでくださぁい。




３




　ドアには鍵がかかっていなかったのでぇ、ノブを回すと簡単に開きますぅ。ぎぎぎぃって言いながらゆっくりと開きますぅ。ドアの向こうには薄暗い通路が続いていてぇ、その左右にはドアが二つずつ並んでいますぅ。

「よし、ならば者共、わらわについて参れ！」

「ティア、そんなに強気で大丈夫か？　地球の映画は何本も見てるだろ？」

「そうだよ！　先頭と最後尾がやられるんだよ！」

「ふむ………ならば横一線で並んでみるのはどうじゃ？」

　やめてくださいぃ！　やめてくださいぃ！　話がおかしくなりますぅ！

「………どうやら罠があるみたいだな」

「待ち伏せなんじゃない？」

「手榴弾を投げてみるのはどうじゃ？　どっちにしろ、どうにかなるじゃろう」

「お前、何でそんなもの持ってるんだ!?」

「前回のシナリオで入手して、そのままになっておる。ホレ、キャラシートのここを見るがよい」

「本当だ！　書いてあるよ孝太郎！」

　しくしくしくしく。

「………やめてやれよ。もう大人だろ、ティア」

「仕方ないのう………」

　じゃあじゃあ、これからどうしますかぁ？




　ドアを順番に調べていくなら６へ進んで下さぁい。

　罠がないか調べるならぁ、９へ進んで下さいぃ。




（以降続く）




　こんな感じで、ゆりかがゲームマスターをやっているテーブルトークＲＰＧ風のゲームブック、というのがコンセプトです。

　実はこれまでずっと、どうにかして読者の皆さんに『孝太郎達のゲームに参加している感』をお届け出来ないかと考え続けてきました。その結論の一つがゲームブックという手法でした。アプリやゲームソフトだと、人によっては利用出来ないという状況が起こってしまいます。しかしゲームブック形式なら読者が利用できないケースはありません。そして一冊丸ごとではなく『へらくれす！』のついでに一回きりなら、編集部も怒らないかもしれません。現実的に有り得る選択に思えたのです。

　この形式を見てみたいという方も、読者アンケートやＳＮＳを通じて、Ｓ君へメッセージをお願い致します。




　さて、ずっと先の話はこれぐらいにして、目の前の話に戻ろうと思います。相手の思惑を利用して反撃したおかげで、エゥレクシスと悪の魔法少女達の介入を除く事に成功した孝太郎達。次の二十六巻では、いよいよヴァンダリオンとの決戦に臨みます。

　この二十五巻の出来事でヴァンダリオンもその力を大きく削そがれているのですが、彼はまだ諦めていません。孝太郎と皇家を倒すべく、あの手この手で攻撃してきます。エゥレクシス一派とは違って、ヴァンダリオン一派はどんな攻撃手段の使用も躊躇ためらいません。その戦いが激しいものとなるのは間違いないでしょう。そんな敵を相手にして、シグナルティンを使えない孝太郎達は、どのように戦っていくのでしょうか。フォルトーゼ編の終幕へ向けて加速していく物語に御期待下さい。




　あとがきに使えるページがなくなってきました。今回は製本の都合であとがきのページが沢山あったのですが、意外と上手い具合に使い切る事が出来ました。

　そんな訳でそろそろお別れです。この巻を出版するにあたって御協力頂いた編集部の皆様、いつにも増して特殊な指定が多かったのに頑張ってくれたイラストのポコさん、そしてこの巻を手に取って下さった読者の皆様に心より御礼を申し上げます。




　それでは二十六巻のあとがきでまたお会い致しましょう。





二〇一七年　二月　

健速　
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